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第一章









　五月半ばの北海道は新緑の美しい時季だが、まだ肌寒さを感じる日もあり、ガーデンウェディングには少し早い。

　それでも、ブライダルの総合施設であるセレストガーデンホテルでは、窓越しに見える風景を売りにしたチャペルやレストランウェディング、三十名から利用できるコンパクトな挙式など、さまざまなプランを用意して顧客にアピールしている。

　ウェディングプランナーとして勤務する河合かわい彩あや佳かは、その日サロンで二十代のカップルと向かい合っていた。新婦が勢い込んで言う。

「一生に一度のことですから、私、できるだけ手作りにしたいんです。ウェルカムボードやリングピロー、それにブーケとかペーパーアイテムも。そうすれば、費用もだいぶ抑えられるんですよね？」

　新婦はほんわかしたタイプの女性で、こうして相談に来るまでにだいぶ知識を詰め込んできたようだ。ウェディングプランナーである彩佳は、にこやかに答えた。

「ご自分で手作りすることは、思い出になってとてもいいと思います。挙式の人数は、どのくらいでお考えでしょうか」

「八十人くらいです。ね、たっくん」

「うん」

「ペーパーアイテムで代表的なのは招待状、席次表と席札、メニュー表などですが、お招きするのが五十名以上になりますと、労力や材料費がかさんでしまうことが考えられます。お持ち込みのものに関しましては当サロンは一切タッチできませんので、例えば招待客のお名前間違いなども新郎新婦さまにお直しいただかなくてはなりませんし、少々大変かもしれません」

「えっ、そうなんですか？」

　最近は手作りの結婚式の特集が雑誌で組まれることがあり、問い合わせが多い。

　しかしプランナー目線でいえば、式場に任せたほうが楽で安価な場合が多々あった。先ほど挙げたペーパーアイテムのコスト面の他、例えば挙式の際に自分たちで用意したアイテムを式場に持ち込むと、持ち込み料がかかってしまう。

　相場としてはドレスやタキシードで最大十万円、引き出物一個につき三百円から五百円、ブーケに五千円から一万円ほどだ。ペーパーアイテムは一部につき一五〇円と、招待客が多くなればかなりの金額になる。彩佳は説明した。

「特にドレスに関しましては、持ち込んだあとに皺や汚れがついても、こちらではお直しや保証が一切できません。ですからそういう点を充分に踏まえ、ご検討されたほうがよろしいかと思います」

　ヒアリングを進めていくと、新婦はハンドメイドの経験が一切なく、リングピローやブーケを作るための講座に通う予定もないらしい。

〝それではかなり難易度が高い〟というのをなるべく優しい言葉で説明したところ、彼女はむくれて言った。

「あれも駄目これも駄目って、めっちゃテンション下がるんですけど。結局は、私たちが求める式をさせてくれないってことなんですよね？　持ち込みだと自分のところが儲からないから」

「順じゅん子こちゃん、そういう言い方はないよ。プランナーさんは、ひとつひとつ丁寧に説明してくれてるのに」

　気弱そうな草食系の新郎がそうたしなめると、新婦が目を吊り上げる。

「何でプランナーさんの肩を持つの？　私の希望どおりの結婚式をさせてくれるって言ったくせに。どうせこのプランナーさんが可愛いから、いいとこ見せようとしてるんでしょ。もうたっくんとは結婚してあげないから！」

　そう言って彼女は席を立ち、憤然とサロンを出ていく。

　新郎はオロオロとそれを見送り、こちらに向かって頭を下げてきた。

「すみません、彼女が失礼な態度を取ってしまって」

「いえ、とんでもございません。こちらこそご新婦さまがご納得いただけるご提案ができず、大変申し訳ありませんでした」

　彼が新婦を追いかけていき、頭を下げて二人を見送った彩佳は、心の中でため息をつく。

　二人がエレベーターに乗って姿を消したところで、ようやく顔を上げた。

（あの様子だと、もう来ることはないかな。たぶんどこに行っても同じこと言われると思うけど）

　サロンでは、少し離れたところで先輩社員の香こう坂さか早さ月つきが接客中なのが見える。

　こちらとは違い、彼らの雰囲気は至って和やかだ。それを横目にファイルを手にした彩佳は、オフィスに戻った。

（サロンに来るお客さんが全員契約するわけじゃないし、冷やかしで来る人がいるのも当たり前。……でも、ここ最近はそんなのばっかりだから、ちょっと落ち込んじゃう）

　入社して数年経つ彩佳は、もう新人ではない。仕事が行き詰まったとしても、自分で考えて何とかしなければならない立ち位置だ。

　自分のデスクで事務仕事をこなしているうちに午後八時になり、彩佳は退勤するために席を立つ。そしてちょうど戻ってきた早月に向かって声をかけた。

「早月さん、まだ帰らないんですか？」

「うん。明日の午前に来るお客さまの見積もりを、今日中にまとめておかなきゃいけなくて」

「じゃあ、お先に失礼します」

「お疲れさま」

　一度更衣室に寄り、帰り支度をする。

　バッグからスマートフォンを取り出してみると、ある人物から「よかったら飲まない？」というメッセージがきていた。

（ちょうど飲みたいと思ってるときに連絡してくるなんて、本当にタイミングがいい。……でも、どうしようかな）

　メッセージを送ってきたのは、友人の男性だ。しかし会うと少々面倒なことになるため、躊躇ってしまう。

（うーん、迷うけど……まあ、いっか）

　彩佳はスマートフォンを操作し、「ちょうど今仕事が終わりました」と返事を送る。するとすぐに軽快な着信音が鳴り、ここからすぐ近くのダイニングバーにいるという返信がきた。

　エレベーターに乗り込み、顔なじみの守衛に挨拶をして、外に出る。五分ほど歩いて目的の店に着くと、彼はカウンターにいた。

「お疲れ、彩佳ちゃん」

　彼の名前は上うえ原はら賢けん人とといい、二ヵ月ほど前に知り合った相手だ。

　年齢は三十歳で、専門商社に勤めている。趣味のいいスーツを身にまとい、清潔感のある髪型と整った顔立ち、スラリとした長身の上原は、誰が見てもイケメンだと言う容姿の持ち主だった。

　加えて社交的な性格と如才ない話術を兼ね備えている彼は、きっと仕事もできるに違いない。彩佳が隣の席に腰を下ろすと、上原が「何飲む？」と尋ねてくる。

「ビールで」

「すみません、ビールお願いします」

　普段の彩佳は、男性の前ではビールを飲まない。

　自分で言うのも何だが、彩佳は女子力が高いほうだ。合コンに参加すれば大抵の男からアプローチされる容姿の持ち主で、そういう場ではわざとアルコール度数が低い甘いカクテルをオーダーしている。

　逆に言えば、堂々とビールを頼むときは、同席した相手に興味がないということになる。つまり彩佳の中では上原は恋愛対象ではなく、取り繕う必要を感じない相手ということだった。

　カウンター越しに提供されたビールを手に取ると、彼がグラスを合わせてきた。

「乾杯」

　よく冷えたビールを、彩佳は一気に半分ほど飲む。それを見ていた上原が、噴き出して言った。

「いい飲みっぷりだな。何かむしゃくしゃすることでもあった？」

「今日わたしが接客したカップルが、『手作りの結婚式をしたい』って希望していて。それぞれ持ち込み料がかかることや、コスト面や労力について説明したんですけど、そうしたら新婦さんがすごく不機嫌になっちゃったんです」

　最近はこんなことばかりが続き、なかなか成約までいけない。彩佳のそんな説明に、彼は同情した顔で言った。

「確かに契約未満ばかりが続いたら、モチベーションが下がるよな。俺も営業だけど、商談ではさりげなく主導権を握れるように、先に相手が感じるであろう不安や課題をクリアにしてるよ」

「主導権を握る？」

　しかし彩佳の仕事はウェディングプランナーで、あくまでも主体は結婚式を挙げたがっている客だ。そう言うと、上原は頷いて言葉を続けた。

「最終的にはこちらが思う方向に話を進めたいわけだから、ネックになる部分を先回りして潰しておくんだ。そうした上で、一度目で色よい返事をもらえなくても、連絡を密にする。相手から『何かあれば連絡します』って言われてる場合も定期的に連絡を入れて、そのたびに意義のある提案ができるようにしておくと、向こうもだんだん俺を無視できなくなる」

　それでもなかなか契約に至らない場合は、〝何が引っかかっているのか〟を考える。

　もしかしたらこちらが予期しないハードルがあるかもしれないため、会話の中でそれを聞き取って即座にそのハードルを下げるように努めるのだと、彼は語った。

　それを聞いた彩佳は、「ふうん」と感心した。

（確かに今みたいに〝待ってるだけ〟のスタンスだと、お客さんに振り回されて終わっちゃうことも多い。でも、相手が不安に感じる部分を先回りして考えたり、成約が無理そうな案件でも電話やＤＭでフォローしていけば、もしかしたら結果に繋がっていくのかも）

　彩佳はグラスをカウンターに置き、隣に座る上原を見つめて言った。

「すごい、上原さんって本当に営業マンなんですね。ちょっと参考になりました」

「彩佳ちゃんこそ、最近真面目に仕事してるんじゃない？　前は『要領よく手を抜きます』みたいな感じだったのにさ」

「それは……」

　言いよどんだ瞬間、カウンターに置いた彼のスマートフォンから着信音が響く。

　上原はディスプレイを確認し、立ち上がりながら言った。

「ごめん、ちょっと仕事の電話をしてくる」

「はい」

　店の外に出ていく上原を見送った彩佳は、小さく息をつく。

　そして先ほどの彼との会話を反芻した。確かに上原の言うとおり、少し前までの彩佳は仕事を腰掛けのように思っていた。

　それが変化したのは、見合いに失敗した頃からだ。二ヵ月前、彩佳は父がセッティングした場で男性に引き合わされ、その相手に一目惚れしたものの、断られるという結末に終わった。

　大河内おおこうち貴たか哉やというその男性は歯科医で、実家の歯科クリニックで働いている。彼はクールで端整な容姿の持ち主で、何としても大河内と結婚したいと考えた彩佳は、先輩社員である香坂早月に「グループ交際から関係を進展させたいから、協力してほしい」と無理なお願いをした。

　そのとき大河内が連れてきたのが同い年の従兄弟である上原で、彩佳と彼の友人づきあいはそれからになる。結局、大河内と早月は彩佳が見合いをする前から繋がりがあったことが判明し、互いに好意を抱いていることも明らかになった。すったもんだの末に彩佳は大河内を諦め、彼と早月は正式に交際を始めて、今に至る。

（大河内さんのこと、本当に好きだったから、やっぱりそれなりに喪失感はある。でも相手が早月さんなのが、せめてもの救いかな。もしそれが他の人だったら、変に対抗意識を抱いて諦めきれなかったかもしれないし）

　ため息をつき、ビールのグラスを手に取ろうとした彩佳だったが、その瞬間、隣から声をかけられた。

「一人？」

「えっ？」

　視線を向けると、二十代半ばとおぼしきスーツ姿の男性がこちらを見ている。

　彼はにこやかに言った。

「ごめん、トイレに行こうと思ったら、カウンターにすごく可愛い子がいて思わず声をかけちゃったんだ。よかったらあっちで一緒に飲まない？」

　男性が指し示した先のテーブルには同年代らしい男性がもう一人いて、こちらを見ている。彩佳は目の前の男性を観察した。

（スーツのサイズが、微妙に合ってない。それに腕時計も安っぽいし、靴がちゃんと磨かれてなくて少し汚れてる。髪型はきちんとしてて顔立ちもそこそこ、パッと見はイケメンに見えないこともないけど、せいぜい四十点ってところかな）

　離れたテーブルにいる連れらしき男性も、同じようなレベルだ。

　有体に言えばまったく好みの範疇外だが、たぶん引っかかる子もいるのだろう。彩佳はニッコリ笑い、さりげなくビールのグラスを脇によけながら答えた。

「可愛いだなんて、そんな。いつもそういうことを言って女の子を誘ってるんですか？」

「全然。俺、本当に可愛いと思う子にしか言わないから。まず声をかけること自体少ないしね」

　こちらの笑顔の受け答えを脈ありだと思ったのか、彼が前のめりに食いついてくる。

「歳、いくつ？　俺らは二十五歳で、この近くの会社の同期なんだ。一応、そこそこ有名な企業なんだけどさ」

「えー、すごい。お仕事ができそうな感じが出てますもんね」

「あ、わかる？」

　ニコニコと心にもないことを口にしつつ、彩佳は見知らぬ男性に興味を持たれる優越感に浸る。

　ナンパをされるのは、実はそんなに嫌いではない。自分が世の男性にどう見られているかが、如実にわかるからだ。男性が言った。

「奢るから、一緒に飲もうよ。連れも気のいい奴だから、きっと楽しいよ」

「えー、どうしようかなぁ」

　のらりくらりとかわしているうち、彼の背後から上原が戻ってくる。そして彩佳に向かって言った。

「ごめん、待たせちゃって。彩佳ちゃん、こちらは知り合い？」

　突然割り込まれた男性はムッとした様子で上原を見たものの、彼の背の高さや整った顔立ち、スーツの着こなしや醸し出す雰囲気に、一瞬で負けを悟ったらしい。

　気後れした様子を見せる男性に、彩佳は笑って告げた。

「ごめんなさい、連れが来てしまったので。またここで会ったら、誘ってくださいね」

「あ、うん」

　彩佳のとびきりの笑顔を前に、男性は少し未練がましい表情をしつつ、すごすごと立ち去っていく。

　それを見送った上原が隣に座り、呆れた顔で言った。

「ちょっと席を離れた隙に、何でナンパなんかされてんの。もしかしてああいうのが好み？」

「そんなわけないじゃないですか。声をかけられたので、角を立てないように優しく対応してただけですよ」

　笑顔を引っ込めてビールのグラスを手に取り、中身をあおる彩佳を、彼がまじまじと見つめてくる。

　そして噴き出して言った。

「ほんっと、あざといな。彩佳ちゃんのそういう裏表あるところ、俺は好きだよ」

「やめてくださいよ、あざといとか言うの。あの人たちに聞こえるじゃないですか」

　まだ背中に彼らの視線を感じながら、彩佳は抑えた声音で答える。

　たとえつきあう気は微塵もなくても、男性には極力「可愛い」と思われたい。それをあざといというのなら、自分は確かにそうなのだろう。

　そんなふうに考えつつ、彩佳はフードメニューを手に取って「さっきの話ですけど」と切り出した。

「ん？」

「最近わたしが、真面目に仕事に取り組んでいる理由です。大河内さんを諦めたとき、わたし結構ショックだったんです。自分では一気に恋愛モードになっていたのに、それが叶わないことになってしまって。これでも合コンに行けば負けなしだったので、なおさら気持ちを挫かれちゃったのかもしれません」

　失恋の痛みを噛みしめながら、彩佳は「何か打ち込めるものがほしい」と考えた。

　大河内が早月を選んだ理由は、フィーリングや性格など、複数あるのだろう。彩佳から見た彼女は仕事熱心で責任感があり、チーフという役職に就いているのも素直に頷ける。

　そんな早月に憧れる部分があり、「仕事で彼女に追いつきたい」と思うようになったのが、ここ最近の心境の変化だった。

　そんな彩佳の言葉を聞いた上原が、「へえ」とつぶやく。

「なるほどな。早月ちゃんって、そんなに仕事ができるんだ」

「早月さんの成約率って、すごいんですよ。顧客満足度も高くて、うちの部署ではトップクラスの成績なんです。社内で何度も表彰されてますし」

　まるで自分のことのように自慢する彩佳を、彼が微笑んで見ている。そしてハイボールのグラスを傾けながら言った。

「まあ、失恋の痛手をそうやって前向きに変換するのはいいと思うよ。それよりもっと効果的な方法があるけど」

「何ですか？」

「新しい恋をすること」

　彩佳は眉を上げ、すぐに深くため息をつく。しかしそんな様子に頓着せず、上原がニッコリ笑って言葉を続けた。

「別の相手に目を向ければ、自分のものにならない男なんかすぐにどうでもよくなるって。ちなみに君の隣にいるのは、将来有望なやり手の商社マンだよ。つきあったらすごく楽しいと思うけど」

「お断りします」

「まーたそんな、にべもない言い方しちゃって」

「だってしつこいんですもん。わたしにはそんな気はないって言ってるのに」

　こうして上原に告白されるのは、初めてではない。

　半月ほど前から、彩佳は会うたびに「俺とつきあおうよ」という誘いを受けていた。

（……言い方が軽いんだよね）

　初めて彼に会ったときは、大河内と並んでも遜色ないくらいのイケメンだと思った。

　無口な従兄弟をフォローするように適度に話題を振りまく様はとても爽やかで、彩佳はその人当たりの良さに好感を抱いた。しかし何度も顔を合わせるうち、彼が見た目どおりの柔和な男ではないのを感じ取っていた。

　にこやかに話しながらも、ときおり言葉の奥に微細な棘がある。それは感じ取るのが難しいほどにかすかなものだったが、ときどき引っかかりをおぼえていた。

　そこから導き出された結論は、「上原賢人は、実は結構癖のある人物ではないか」ということだった。整った容姿や笑顔、フレンドリーな口調に騙されそうになるが、おそらく間違いない。

　そうした彼を目の当たりにするうち、彩佳は「友人としてなら我慢できなくもないが、恋人にするのは論外だ」と考えるようになっていた。ときどき会ってこうして飲むにはいい相手であるものの、つきあえばモラハラなどを受けかねない。

　そんなふうに自分の中で線引きし、言葉や態度で恋愛の対象として見ていないことをアピールしてきたのに、一体何が気に入ったのか上原は何度もアプローチしてくる。

　そのたびにはっきりと「お断りします」と告げているが、会うたびにこうして言われるため、いい加減辟易していた。彩佳はメニューをカウンターに置いて言った。

「上原さんの言い方ってすごく軽くて、暇潰しに誘ってるのが丸わかりなんですよね。わたし、これから誰かとつきあう場合は、結婚を前提にしたものにしたいんです。だからそういうふうに遊びで告白してくるの、やめてください」

「ふうん。遊びじゃなかったらいいの？」

　ふいに蠱惑的な眼差しで覗き込まれ、彩佳はドキリとする。彼が微笑んで言葉を続けた。

「俺が『本気だよ』って言ったら、彩佳ちゃんはつきあってくれるの？　いかにももてそうで男慣れしてる感じなのに、案外純情っていうか、可愛いね」

「……っ」

　からかうような言葉に、彩佳はムッとして言い返す。

「確かにファッションやメイクにはこだわっていますし、男受けを考えてるといったらそうかもしれません。でも誰彼構わずってわけではないですから、上原さんの言葉を本気にしたりはしませんよ。そうやって意地悪なこと言う人だって、わかってますもん」

　彩佳はつんとした表情で、メニューを指さして言った。

「そんな上原さんには、いつもより余分にお金を払ってもらいます。この和牛赤身肉の卵黄トリュフソース、頼んでもいいですよね？」

　わざと値が張るメニューを指さすと、上原が噴き出して頷く。

「ＯＫ。払わせてもらうよ、喜んで」







　それからしばらく、彩佳は上原に会うことはなかった。

　彼が勤務するのは建築資材を扱う商社で、合板や金属、樹脂や窯業建材の仕入れ、そして販売と商品開発を行っているという。国内外にいくつか拠点があり、上原はわりと頻繁に海外出張に出掛けていて、先日「五日間ほどタイに行ってくる」というメッセージがきて以降は連絡がなかった。

　彩佳のほうはといえば、彼のアドバイスを参考にきめ細かい接客を心掛けたものの、やはり上手くいかない。いくら丁寧に説明しても、「ちょっと話を聞きに来ただけ」「サービスの内容を知りたいだけ」という客ばかりで、フォローの電話をしてもにべもない対応ばかりだった。

（「仕事を頑張りたい」って思って自分なりにいろいろやってみたけど、なかなか結果に結びつかないな。やっぱり向いてないのかも……）

　仕事を腰掛け程度に考えていたときは、任された作業が面倒なものだったり、何か失敗しそうな場面に直面すると、すぐさま入社時から指導係だった早月に頼っていた。

　面倒見がいい性格の彼女は頼まれると断れない性分で、それを上手く利用していた彩佳は、適度に手を抜きつつ結果を出し、社内評価はそう悪くはなかった。

（でも……）

　それでは駄目だと思い立ち、早月のように仕事をこなせるようになりたいと考えて、自分なりに努力を始めた。しかし結果は芳しくなく、じわじわとモチベーションが下がってきている。

（こうやってすぐ諦めるから、きっと駄目なんだよね。考えすぎて頭でっかちになってるのかもしれないし、他の人のいいところを観察して、自分のやり方に取り入れるようにしないと）

　土曜日である今日は、担当しているカップルの挙式だ。こんなテンションでいては本番で何か大きなミスをしかねないため、気を引き締めなければならない。

　出勤早々に自分を叱咤し、更衣室でロッカーのドアを閉めた彩佳は、エレベーターで階下に下りる。挙式がある日は朝六時半までに出勤しなければならないが、フロアは既に大勢のスタッフが行き交っていて活気に満ちていた。

　やがて到着した新郎新婦をメイクルームに案内したり、親族を控室に案内したあとにスタッフミーティングを行ったりするうち、瞬く間に時間が過ぎていく。

　しかしそこでヘアメイクスタッフから呼び出しがあり、急いでメイクルームに向かった。鏡の前の椅子に座っている新婦を横目に、彩佳はスタッフにひそめた声で問いかける。

「どうしました？」

「実はご新婦さまが、リハーサルで決めたヘアスタイルを変更したいって言うんです。ネットで拾ってきた画像を見せて、『こういうふうにしてください』って」

　挙式の前には〝事前ヘアメイクリハーサル〟というものがあり、本番にするメイクと髪型を決めておくことになっている。

　当日に迷ったりバタバタしないためにしていることで、新婦自身も納得していたはずだが、先ほどいきなり変更を申し出てきたらしい。彩佳は一瞬迷ったものの、メイクスタッフに向かって言った。

「ご新婦さまの、希望どおりにして差し上げてください。ここで揉めて進行が遅れても困りますから」

　幸い髪飾りなどはそのまま流用できたため、新婦の希望どおりの髪型を作ることができ、その後の式は滞りなく済んだ。

　問題が起きたのは、その一週間後のことだ。金曜日の午後に電話を取った彩佳は、用件を聞いて怪訝な顔で問い返した。

「あの……申し訳ございません。どういうことでしょう？」

　電話をかけてきたのは、先週の土曜日に挙式した新婦だ。彼女は刺々しい口調で言った。

『結婚式のときの写真が納品されてきたんですけど、私の髪型が事前の打ち合わせのものと違っていて、気に食わないんです。どうしてくれるんですか』

　彩佳は静かに混乱する。

　あのとき新婦は、自分から「ヘアメイクを変えてほしい」と言い出し、それで急遽リハーサルとは違うアレンジにしたはずだ。彩佳は精一杯丁寧な口調で答えた。

「あの、木き村むらさまは当日の朝に、ご自分から『ヘアメイクを変えてほしい』とおっしゃいましたよね？　それであのような髪型にされたはずですが」

『私、そんなこと言ってません。一体どこに証拠があるんですか？』

「証拠って……」

　彩佳はすっかり困惑しながら、「ヘアメイクの担当者に確認したのちに、折り返しお電話いたします」と告げ、電話を切る。

　すると隣の席で話を聞いていた早月が問いかけてきた。

「木村さまって、先週挙式された？　もしかしてクレーム？」

「はい。実は……」

　彩佳が事情を説明すると、彼女は考え込む。そして「ヘアメイクの足あ立だちさんに確認してみようか」と言い、彩佳は頷いて内線をかけた。

「お疲れさまです、ブライダル事業課の河合です。足立さん、先週挙式された木村さまのことなんですけど」

　彩佳がクレームの内容を説明したところ、足立は困惑した様子で答える。

『あの日、メイクルームでお迎えしたあと、すぐに木村さまがスマートフォンの画像を出して「こういうふうにしてください」って言ったんです。私は事前リハーサルで決めたものにしていただきたいと何度もお願いしたんですけど、ご新婦さまの意思が強くて。こちらの独断で変更したわけじゃありません』

　彼女の言葉を聞いた早月が、難しい顔をして言った。

「挙式当日に木村さまが変更を申し出たのだとしても、それを記録に残してご本人からサインをいただいたわけじゃないんだよね？　だったら言った言わないの水掛け論になるし、こっちが謝罪しなきゃいけないかも」

「そんな……」

　接客業をしている以上、どうしても客のほうが立場が上になる。

　たとえ言いがかりをつけられても、こちら側が謝らなくてはならない場合は多々あることを、彩佳もよく知っていた。

　仕方なく新婦である木村浩ひろ子こに電話をかけ、当日彼女のほうから髪型の変更を申し出た証拠が確認できなかったことを告げると、木村が満足げに言った。

『ええ、あるわけありませんよね、実際私は申し出てないわけですし。でき上がった写真をいただいて、事前に決めたものではないヘアスタイルじゃないことに気づいた私は、すごく傷つきました。一生に一度のことなのに、どうしてくれるんですか』

「それは……」

　言外に補償を要求され、彩佳は〝後撮り〟という結婚式後の写真を撮るプランをプレゼントすることを申し出る。すると彼女は上機嫌で答えた。

『えー、うれしい。その場合って、式のときとは別のドレスを着ることもできるんですか？』

「いえ。挙式に使用したのと同じものに限らせていただいております」

『駄目なんですかぁ？　こっちは迷惑をかけられてるのに？』

「はい。もしこれ以上の補償をご希望される場合は、わたくしではなく弊社の法務が対応することになりますが、よろしいでしょうか」

　弁護士にバトンタッチすると告げた途端、木村は慌てて「じゃあ、それでいいです」と前言を撤回する。

　写真を撮る日時を打ち合わせて電話を切った彩佳は、理不尽さを噛みしめた。

（悔しい。あのとき新婦本人が「ヘアスタイルを変更してほしい」って言い出したのは、わたしの他に複数の人たちが聞いてる。それなのに、証拠がないからってこっちが謝らなきゃならないなんて）

　おそらく木村は、ごり押しすればこちらが謝らなくてはならないのを知っていて、わざといわれなきクレームをつけたのだろう。そしてまんまと後撮りをサービスさせ、今頃悦に入っている。

　早月が気遣う口調で言った。

「彩佳ちゃん、これはもうしょうがないよ。木村さまが狡いことをしているのがわかっていても、嘘を言ってるって立証できない以上は、向こうの言い分を認めるしかないんだし」

「……わかっています」

　彩佳は顛末書を作成し、それを支配人の後ご藤とうに提出する。

　クレーム内容を見た彼は、同情を示しつつ言った。

「こうした事態を防ぐためには、何か変更があったら必ず記録を取り、場合によってはお客さまご自身からサインをいただかなくてはならないな。それから当日のヘアスタイル及びメイクの変更は、今後一切お断りしよう」

　上司がこちらの過失ではないことを認めてくれたのはよかったものの、彩佳の気持ちは深く沈んでいた。

　ここ最近はきめ細かい接客を心掛け、自分なりに一生懸命やってきたつもりだ。それなのに、なぜこんな理不尽なでき事が起こるのだろう。

　落ち込んだ気持ちを引きずったまま仕事を片づけ、午後九時に退勤する。疲れてはいたものの、ストレス解消に飲みに行きたい気持ちがむくむくとこみ上げていた。

（軽く飲んで帰ろう。……このままじゃ眠れなさそうだし）

　駅までは、職場から歩いて五分だ。

　金曜の夜ということもあり、夜の街は行き交う人が多くにぎやかだった。地下鉄に乗り込んだ彩佳は、二駅先の歓楽街で降りる。そして駅の傍のビルにある、行きつけのバーに向かった。

「シャンディガフください」

　カウンターに座り、前菜をつまみに酒を飲む。するとしばらくして、「あれっ」という声が背後から響いた。

「彩佳ちゃん、こんなところで会うなんて偶然だね」

「……上原さん」

　そこにいたのは、スーツ姿の上原だ。たった今来店したらしい彼は、隣まで来て言った。

「そろそろ連絡しようかなって思ってたんだ。一人？　もし連れがいるなら、遠慮するけど」

「一人です」

　上原はスツールに腰掛け、カウンターの中にいるスタッフにビールをオーダーする。

　それを横目に半分ほど残っていたシャンディガフを一気に飲み干した彩佳は、「わたしもビールで」と告げた。すると上原が、目を丸くしてこちらを見る。

「何か荒れてる？　そんなに一気に飲んだら、すぐに酔っちゃうよ」

「荒れたくもなりますよ、あんなことがあったら」

　彩佳はため息をつき、今日あったでき事をかいつまんで話す。そして瞬く間に空けたビールのお代わりを頼んで、言葉を続けた。

「何かわたし、虚しくなっちゃって。だって向こうが嘘をついてるのは明らかなのに、こっちが謝らなきゃいけないのっておかしいじゃないですか。ゴネ得っていうか、そういうのが定着してるのは、すごく理不尽だと思うんです。わたしの業績にはクレームとして残って、評価に響いてしまうのに」

「確かにね。でも企業と客の関係性は、永遠に変わらないんじゃないかな。相手に理不尽な要求をされないためには、やっぱり変更ごとに署名をしてもらうとか、防衛策を講じるしかないよ」

　彼の言うことは正論で、彩佳はぐっと言葉に詰まる。

（わかってる、そんなこと。……でも）

　それでもやりきれない思いが募るから、こうして愚痴を零している。そう考えながら、彩佳は手元のトリュフのオムレツをつついてつぶやいた。

「最近、自分なりに仕事を頑張ろうって考えていろいろ試してたんですけど、ちょっと心が折れちゃいました。結局、わたしがあれこれやっても空回りしてしまって、早月さんみたいにそつなくこなすことができないんです。たぶんウェディングプランナーに向いてないのかも」

　言葉にした途端に涙がポロリと零れて、彩佳はそれを指先で拭う。

　こんなふうに気持ちが高ぶって泣くなんて、どうやら飲みすぎてしまったらしい。今日はかなりの急ピッチでグラスを空けていて、酔うのも当然だ。

　彩佳は息をつき、誤魔化すように言った。

「ごめんなさい、わたし、鬱陶しい酔っ払いになってますよね。明日も仕事だから、そろそろ帰らないと──……」

　その瞬間、上原が腕を伸ばして頭を撫でてきて、彩佳は驚きに目を見開く。大きなその手は男らしく、じんわりとぬくもりを伝えてきた。彼が穏やかな口調で言った。

「最近の彩佳ちゃんは、すごく頑張ってると思うよ。自分なりにスキルアップしようとして、どうすればいいかをいろいろ考えてる。そういう意識の変化って気づく人は気づいてくれるし、たとえ上手くいかなくても誰も馬鹿にしないから、安心していい。一生懸命やってるからこそ泣くほど悔しいんだって、俺はわかってるよ」

　思いがけない優しい慰めに、彩佳の胸がぎゅっとする。

　どんな顔をしていいかわからずに唇を引き結ぶと、上原がさらりと言った。

「──よかったら、慰めてあげようか」

「えっ……」

「うんと優しくして、彩佳ちゃんが嫌なことを忘れられるように癒してあげる。どうする？」

　彩佳は驚いてまじまじと彼を見つめる。

（慰めるって、上原さんがわたしを……？　えっ？）

　それはつまり、性的な意味で誘われているのだろうか。

　咄嗟に答えられずに言いよどんだものの、心には迷いが渦巻いていた。前の彼氏と別れて八ヵ月、こうしてつらいときに寄りかかれる相手はいない。

　彩佳にとっての上原の位置づけは友人で、今のところ恋愛感情はまったくないものの、異性としてありえないかと聞かれればそういうわけではなかった。

　彼は見た目は文句なしのイケメンで、身なりや雰囲気に清潔感がある。多少意地悪なところはあるが態度に粗野なところはなく、おそらく傍から見れば相当上等な部類の男性だろう。

　正直に言えば、上原がベッドでどんなふうなのかに多少の興味はあった。

（ああ、どうしよう……わたし）

　今の自分は、酔いのせいで相当判断力が鈍っている。そうでなければ、こんないともたやすく心が揺れたりはしないはずだ。

　そんな彩佳の動揺を知ってか知らずか、彼がニッコリ笑う。そしてカウンターに置かれた伝票を手に取って言った。

「そんなに深く考えなくていいよ。しんどいときは、流れに身を任せたほうが楽になることもあるんだし。ね？」








第二章









　バーの飲食代を支払った上原に手を引かれ、彩佳は夜の街を歩く。

　やがて到着したのは、異国情緒が漂うシックな雰囲気のホテルだった。彼がチェックインするあいだ、彩佳はロビーで考える。

（勢いでこんなところに来ちゃったけど、わたし、このまま上原さんとして後悔しないかな。今すぐ帰ったほうがいいんじゃ……）

　上原はあくまでも〝友人〟で、恋愛の対象外だ。

　それなのに身体の関係を持ってしまったら、今までの距離を保てなくなるのではないか。そんなふうに葛藤しているうち、彼がこちらまでやって来て言った。

「どうしたの、具合悪い？」

「いえ、大丈夫ですけど……」

「じゃあ、行こうか」

　ルームキーを持った上原とエレベーターに乗り込んだ彩佳は、上昇する箱の中で焦りをおぼえた。

（わたしの馬鹿。さっき聞かれたとき、「急に具合が悪くなった」って言って、帰ればよかったのに……）

　やがてエレベーターの上昇が止まり、上原が向かったのは高層階に位置する部屋だった。

　アンティークの調度が並ぶクラシカルなインテリアはまるで外国のホテルに来たようで、センスがいい。ゆったりした広さの中にクイーンサイズのベッドがあり、とても高級感のある部屋だった。

（てっきりラブホに行くかと思ったら、こういうちゃんとしたホテルを選ぶんだ。……何だか意外）

　そんなことを考えながら戸口に立ち尽くしていると、彼がこちらを振り向いて言う。

「シャワー浴びる？　それともバスタブにお湯溜めて、一緒に入ろうか」

　上原は至って普通の態度だが、やはり気が進まない。そう考えた彩佳は、意を決して口を開いた。

「上原さん、あの……」

「『やっぱりやめた』っていうのは、聞かないよ。もうここまで来ちゃったんだしさ」

「それは……申し訳なく思ってますけど、でも」

「言ったろ、『優しくしてあげる』って。おいで」

「あ……っ！」

　ふいに腕をつかんで引かれ、抱き寄せられる。

　彼の身体は硬く、思いのほかしっかりしていた。二十センチ近く身長差があるせいか、彩佳は腕の中にすっぽり抱き込まれてしまう。清潔感のある香りが鼻先をくすぐり、心臓が大きく跳ねて思わず身体をこわばらせると、上原が軽く噴き出して言った。

「そんなに身体を硬くして、緊張してる？」

「あ、当たり前じゃないですか。それよりわたし……」

「じゃあ、しばらくこのままでいようか」

　そう言って彼は、抱きしめる腕にやんわり力を込めてくる。

　男らしい硬さの身体をつぶさに感じ、彩佳の胸はドキドキしていた。逃げられない程度の力は決して強引ではなく、細身だが寄りかかっても揺らがない体格に安定感がある。

　上原はそのまま何もしようとせず、彩佳は次第に居心地の悪さをおぼえた。落ち着かない気分でわずかに身じろぎすると、彼が腕の力を緩める。

　ホッとして顔を上げた途端、間近で上原と目が合った。ドキリとして目を見開いた彩佳は、次の瞬間、彼に口づけられていた。

「んっ……」

　何度かついばむように触れた上原は、舌先でソロリと合わせをなぞってきた。

　始めは抵抗して唇を引き結んでいた彩佳だったが、何度も繰り返されるうちについ唇を開いてしまう。すると彼が、舌先で口腔に押し入ってきた。

「……っ」

　ぬめる柔らかな舌を絡められ、ビクッと身体が震える。

　その動きは優しく、乱暴にしてこちらを怖がらせまいという気遣いを感じた。次第に深いところを探られ、彩佳の喉奥から声が漏れる。上原のキスは巧みで、ようやく唇を離される頃には息が上がっていた。

「……はぁっ……」

　目を潤ませて頬を紅潮させた彩佳を前に、彼が微笑む。そして互いの唾液で濡れた唇をペロリと舐めて言った。

「キスのとき、そんな顔するんだな。……可愛い」

「……っ」

　かあっと頬が熱くなり、彩佳は上原から視線をそらす。すると彼はこちらをベッドに誘導して座らせ、自身も隣に腰を下ろした。

「あの……」

　戸惑って上原を見つめると、彼はおもむろに彩佳の手を取り、やんわりと握り合わせて言う。

「彩佳ちゃんはいつも身なりに気を使ってて、流行だけじゃなく自分に似合うものを選んでる。髪もメイクもきちんとしてて、全体に清潔感があるよな」

「えっ……、ぁ」

　ふいに指先で手のひらを引っ掻くようにされ、ゾクッとした感覚に息を詰める。上原が穏やかに言葉を続けた。

「肌や爪もすごくまめに手入れしてるのがわかるし、そういう女子力の高さは男にとって好ましい。スタイルの良さとかメイクの上手さは、きっと同性からも羨望の眼差しを向けられてるんじゃない？　前に言ってた客の女性が君に目くじらを立てたっていうのも、やっかみが入ってると思うよ」

　思わせぶりに手首まで撫でられ、彩佳の心臓の鼓動が速まっていく。彼がニッコリ笑って言った。

「それに顔も、もちろん可愛い。接客業だけあっていつもニコニコ愛想がいいし、自然と人の中心になるタイプだろ。つまり世間から見た君は、人がうらやむような存在だってことだ。だから自信を持って」

「……っ」

　上原が自分を励ましてくれているのがわかり、彩佳はぐっとこみ上げてくるものを感じる。

　こうして自信を失っているときに、そんな優しい言葉をかけるのは狡い。いつもどおり意地悪な顔を見せればいいのに、今の彼にはこちらを甘やかしてくれるだけの余裕を感じる。

　そのとき突然ベッドに押し倒され、上原が上に覆い被さってくる。

「あ、……」

　彼は彩佳の髪に触れ、そのまま頬と首まで撫で下ろした。その手はサラリと乾いていて大きく、彩佳は思わずピクリと身体を震わせる。

　上原が目元にキスをし、あちこちについばむように唇を落とし始めて、彩佳はやるせなく身をよじった。胸のふくらみをやんわり揉まれ、息が上がる。彼は前に垂れ下がるネクタイを慣れたしぐさで胸ポケットに入れ、彩佳の首筋に顔を埋めてきた。

「……っ、ん……っ」

　首筋をチロリと舌先で舐められ、肌に触れるかすかな吐息にもゾクゾクする。

　カットソーの下に忍んできた手が脇腹を撫で、胸を直に包み込んだ。しばらく揉みしだいたあと、一旦手を引き抜いた上原が、彩佳のスーツのジャケットとカットソーを脱がせる。谷間を舐めた彼はふくらみにキスをし、ブラのカップをずらすと、あらわになった先端に舌を這わせてきた。

「は……っ」

　濡れた感触が乳暈をなぞったあと、先端を押し潰す。

　敏感なそこはすぐに芯を持って硬くなり、彩佳は羞恥を押し殺した。部屋の中の電気は点いておらず、窓越しに外のネオンの灯りがぼんやりと差し込んでいる。薄闇に慣れた目で見える上原は端整な顔立ちで、そんな彼が自分の胸に顔を伏せている姿はひどく刺激的だった。

　やがて背中に回った手がホックを外し、ブラを取り去る。無防備になった胸に、上原はなおも愛撫を施してきた。

「はぁっ……ぁ……っ……ん……っ」

　ふくらみをつかみながら尖りを舐められ、淫靡な感触に熱い息が漏れる。

　ときおり強めに吸ったり、軽く歯を立てられると、じんとした疼痛が走る。次第に身体が熱くなり始め、彩佳はモゾモゾと居心地悪く足先でシーツを掻いた。

　すると上原が、ストッキング越しに太ももを撫でてくる。

「……っ」

　スカートをまくり上げて這い上がった手は、やがて脚の間に到達する。

　ストッキングの上から下着を撫でられる感覚は鈍く、彩佳は次第にもどかしさをおぼえた。最初は気が進まなかったはずなのに、いつしか「もっと触られたい」という思いがこみ上げている。

（わたし……）

「ストッキング、伝線したらまずいな。脱がせていい？」

「あ、……はい」

　ストッキングに手を掛けた彼は、スルスルとそれを脱がせてしまう。

　次いでスカートも取り去られ、下着だけの姿にされた彩佳は、所在なく膝を閉じた。こちらを見下ろした彼が、笑みを含んだ声で言った。

「色っぽい下着を着けてるんだな。脱がせるのが勿体ないけど、どうする？」

「んん……っ」

　ふいに下着の上から割れ目をなぞられ、彩佳の腰がビクッと震える。

　強すぎず弱すぎない、絶妙な力加減で刺激されるうち、甘ったるい快感がじわじわとこみ上げた。彩佳は上原に向かってささやいた。

「……脱がせて、ください……」

「ＯＫ」

　彼の手が下着に掛かり、一糸纏わぬ姿にされる。

　上原はまったく衣服を乱しておらず、それが余計に羞恥を掻き立てていた。彩佳の身体を眺めた彼が、余裕のある口調で言った。

「きれいだね、彩佳ちゃんの身体。細いのに、身体のラインが女の子らしくていい」

「あっ……！」

　ふいに両脚を広げられ、そこに顔を伏せた上原が秘所に舌を這わせてくる。

　花弁を開き、狭間を舐められる感触に、腰が跳ねた。彼は丹念に舌を這わせ、蜜口や敏感な尖りを刺激してくる。数ヵ月ぶりの行為にすぐに身体は昂ぶり、甘い愉悦だけを伝えてきていて、気づけばじんわりと汗ばんでいた。

　彩佳は必死に喘ぎを押し殺しながら腕を伸ばし、上原の髪に触れて告げた。

「……っ、上原、さん……」

「ん？」

「何で上原さんは、脱がないんですか？」

　肌に触れるスーツの生地がゴワゴワして、落ち着かない。そう訴えると、彼が笑って答えた。

「今日は彩佳ちゃんを感じさせるのが目的だからな。言ったろ、『優しくしてあげる』って。俺はあとでいい」

「んん……っ」

　ぬかるんだ蜜口を舌でこじられ、浅く中を舐められる感触に肌が粟立つ。

　さんざん舌で啼かせたあと、上原は濡れそぼったそこに指を挿れてきた。ゴツゴツと硬い感触が隘路を行き来し、粘度のある水音が立つ。

　その動きは慎重で、彩佳の反応を見ながら奥を探り、やがてビクッとするところを重点的に攻め立ててきた。

「あっ……はぁっ……んっ……ぁ……っ」

　感じやすいところを繰り返し刺激され、内壁がわななく。

　快感が高まると愛液の量が増え、彼の指の動きがなめらかになった。自分ばかりが乱されている状態が、恥ずかしくてたまらない。次第に快感に追い詰められた彩佳は、腕を伸ばして上原の手を押し留めようとする。

　しかし彼の動きは止まず、中を刺激しながらささやいた。

「もう達きそうだろ。いいよ、達って」

「あっ、あっ」

　ゴツゴツした指に繰り返し体内を穿たれ、強烈な快感が身体の奥にわだかまる。

（あ……どうしよう、きちゃう……っ）

　断続的なわななきが強くなり、柔襞が指に絡みつく。やがてひときわ奥を抉られた瞬間、彩佳は声を上げて達していた。

「あ……っ！」

　甘ったるい愉悦が弾け、頭が真っ白になる。

　引き絞る動きをする隘路で上原がゆるゆると指を行き来させていて、彩佳は息を乱しながらその手を押さえた。

「……っ……もう、抜いて……っ、……んんっ」

　そう訴えたのに、抜くどころか根元まで深くねじ込まれ、彩佳は圧迫感に顔を歪める。

　感じやすいところを抉られて中がビクッと震え、じんとした愉悦を感じた。ズルリと指を引き抜いた彼は、再び愛液で濡れた秘所に舌を這わせてきた。

「あっ……はぁっ……や……っ」

　絶頂の余韻にヒクヒクと震える蜜口を舌でこじられ、溢れ出た愛液をすべて舐め取られる。

　そうかと思うとまた指を挿れられ、思うさま喘がされて、彩佳は上原の手管に翻弄された。何度か絶頂に押し上げられたあと、気づけば疲労困憊でシーツに沈み込んでおり、身を起こした彼がスーツのジャケットを脱ぐのをぼんやり見つめる。

　ネクタイを引き抜き、ワイシャツのボタンを外した上原は、脱いだものをベッドに落としていく。その身体は引き締まっていて適度な筋肉がつき、思いのほか男らしかった。

「ん……っ」

　覆い被さってきた身体の重さ、その体温に、彩佳は小さく声を漏らす。

　上原はいとおしそうにこちらの乱れた髪を撫で、目元にキスをして言った。

「──可愛い」

「ぁ……」

　改めて全身を唇と手で愛撫され、彩佳は切れ切れに喘いだ。

　彼のしぐさには余裕があり、そのいちいちが手慣れていて、おそらくかなりの経験があるのがわかる。しかし不快ではなく、こちらの快楽を優先してくれているのが伝わってきて、決して悪い気持ちではなかった。

　やがて上原が身体を起こし、自身に避妊具を装着する。そして彩佳の脚を押し広げ、蜜口に屹立の先端をあてがって言った。

「──挿れるよ」

「んん……っ」

　愛液でぬかるんだ蜜口に亀頭が埋まり、彼がゆっくり腰を進めてくる。

　充分に濡れていても圧迫感が強く、彩佳はきつく眉を寄せた。根元まで埋められる頃にはすっかり息が上がっていて、思わず彼の手首をつかむと、上原が問いかけてくる。

「苦しい？」

「……ぁ、少し……っ」

「彩佳ちゃんの中、狭いな。俺は気持ちいいけど」

　ゆっくり腰を動かされ、内壁が引き攣れる感触に彩佳は呻く。

　一分の隙も無いほどに密着した襞は、彼の硬さや太さ、その質量をまざまざと伝えてきた。切っ先で最奥を突き上げられる動きにじわりと快感がこみ上げ、彩佳は声を上げた。

「はっ……ぁ……っ」

　上原は焦らずじっくりと、自身の大きさを馴染ませるように腰を揺らした。

　動かれるうちに隘路の潤みが増し、強い圧迫感が和らいでいく。ぬるり、ぬるりと奥に押し込まれる剛直に眩暈がするほどの愉悦がこみ上げて、彩佳は手元のシーツを強くつかんだ。

　激しい動きではないのに彼の律動は的確で、彩佳が感じる場所を何度も擦り上げてくる。上原が彩佳の手を取り、自分の首に誘導しながら言った。

「俺にしがみついていいよ。どこも苦しくない？」

「……っ、平気、です……」

「じゃあ、もっと奥まで挿れていい？」

　彩佳を首にしがみつかせた彼は、ぐっと腰を密着させ、より深くを穿ってくる。

　圧迫感が強くなったものの、充分に高められた身体は苦痛を感じず、甘い声が出た。上原が笑い、快楽のにじんだ声でささやく。

「……っ、すっごい締めつけ。俺と彩佳ちゃん、相性がいいかも」

「ぁっ、は……っ……」

　少しずつ律動を激しくされ、彩佳はしがみつく手に力を込める。

　よく見ると彼の額は汗ばみ、ときおり漏らす吐息が熱っぽく、感じているのが自分だけではないと思うとたまらなくなった。彩佳は上原の顔を見つめて言った。

「……ぁ、上原、さん……」

「ん？」

「キス、して……」

　彩佳の懇願を聞いた彼の目が優しくなり、「いいよ」と答えて唇を塞いでくる。

「んっ……ぅっ……は……っ」

　蒸れた吐息を交ぜ、舌を絡ませる。

　そのあいだも律動は止まず、快感が澱のように溜まって彩佳を追い詰めつつあった。断続的に締めつけが増す隘路の動きでそれを悟ったのか、上原がキスを解いて言った。

「もう達っていい？」

「……っ」

　無言で頷いた途端、一気に動きを速められる。

　嵐のような快感に翻弄され、彩佳は高い声を上げた。中を穿つ硬さのことしか考えられなくなり、無我夢中で目の前の身体にしがみつく。

　何度も腰を打ちつけ、深いところを突き上げた彼が、やがてぐっと息を詰めた。

「……っ」

「あ……っ！」

　ほぼ同時に達した彩佳は、薄い膜越しに熱を放たれたのを感じる。

　収縮した内壁が、剛直が射精する様をまざまざと伝えてきた。心臓が速い鼓動を刻み、一気に疲労が押し寄せる。

　そんな彩佳の上で充足の息をついた上原が、絶頂の余韻に震える隘路から自身を引き抜いた。そして後始末をし、こちらの汗ばんだ額に貼りついた髪を払いながら言う。

「いっぱい汗かいちゃったな。せっかく可愛いヘアスタイルだったのに、崩しちゃってごめん」

「…………」

　優しいしぐさに、図らずも胸がきゅうっとする。彼は彩佳の隣に寝転がり、身体を抱き込みながら言った。

「ところで明日は、休みなんだっけ」

「いえ、仕事です」

「だったらここに泊まらないほうがいい？」

　彩佳が頷くと、上原が微笑んで言った。

「じゃあ、ちょっと休んだら一緒にお風呂入ろう。全部きれいに洗ってあげるよ」

「いえ、一人で──」

「今日は彩佳ちゃんを甘やかす日なんだから、俺にさせてよ。女の子にいろいろしてあげるの、好きなんだ」

　それを聞いた彩佳は、ふと彼が以前「自分は好きな子をめちゃくちゃ大事にする」「俺のことしか考えられなくなるくらいにズブズブに溺愛して、虜にする自信がある」と言っていたのを思い出す。

（わりと尽くすタイプの人なのかな。確かにさっきのは優しかったけど……）

　目の前の上原をじっと見つめると、彼は「ん？」と小首を傾げる。

　その表情は柔和で物腰も穏やかであるものの、何を考えているかまでは読めない。疲れをおぼえた彩佳は考えることを諦め、小さく答えた。

「いえ。……何でもないです」





　　　＊　＊　＊






　大手専門商社の北海道支社に勤める上原賢人の朝は、メールチェックから始まる。

　毎日午前八時半に出社し、営業アシスタントと進行中の案件についてやり取りしたあと、九時を過ぎたらメールの中で電話が必要な相手に対して連絡を取る。十時からは営業報告や新規案件についての社内ミーティングを行い、それでだいたい二時間程度が経過する計算だ。

　ランチは同じグループや部の先輩後輩と外に行くことが多いが、今日は一件電話をしなくてはならないため、オフィスに残っていた。

「……そうですね、それで結構です。はい、……よろしくお願いします」

　電話を切り、一息つく。

　時刻を確認すると十二時二十分で、これから昼食のために外に出るのは面倒なため、ビルの一階にあるコンビニに向かった。パンとコーヒー、サラダを購入し、オフィスに戻った上原は、それらを食べながらスマートフォンを開く。

（メッセージはきてないな。……さて、どうするか）

　脳裏に浮かぶのは、河合彩佳の面影だ。三日前の金曜日の夜、上原は彼女とベッドを共にした。

　彩佳とは友人関係で、恋人ではない。知り合ったきっかけは、上原の同い年の従兄弟である大河内貴哉と彼女が見合いをしたことだった。仲立ちしたのが上原の父親であり、結果的には破談になってしまったものの、彩佳は本気で貴哉のことが好きだったらしい。

　結局彼は香坂早月とつきあうことになり、職場の先輩に好きな相手を取られた形の彩佳は、当初複雑な心境だったようだ。今はわだかまりはなく二人の仲を祝福しているが、幸せそうな彼らに触発され、「自分も包容力のある年上の恋人がほしい」と常々口にしていた。

　そんな彼女に、上原は「俺とつきあおう」とアプローチしていた。上原から見た彩佳は、女子力が高く要領がいい女性だ。

　容姿は清楚に整っており、髪や肌は手入れが行き届いている。笑顔を欠かさないところや気配り上手なところ、流行を押さえたファッションは、彼女の「異性にちやほやされたい」という意識を如実に感じさせた。

　それは悪くいえば〝あざとい〟と思われる部分だったが、上原からするととても可愛い。「自分が本気を出せば、きっとどんな男も落とせる」と考えているのが透けて見え、実際にそうした状況も目の当たりにしている。

　抜群の男受けのよさと、内面の計算高さを併せ持つ彩佳を、上原は構い倒したくてうずうずしていた。

（だから……）

　──だから、弱っている彼女に付け込んだ。

　いわれなきクレームに傷つき、仕事を真面目に頑張ろうとしていた心を挫かれて意気消沈していた彩佳に、上原は「慰めてあげようか」と持ちかけてベッドを共にした。

　結果としては、身体の相性はかなりよかった。彼女の身体はきれいで、どこもすべすべとして肌触りがよく、感じやすい。てっきり男慣れしているのかと思いきや反応は初々しく、思いのほか夢中になったひとときだった。

　あれから三日が経つが、彩佳からの連絡はない。上原のほうも特にメッセージは送っておらず、コーヒーを飲みながらじっと考える。

（向こうからリアクションがあるかと思ったけど、まさか何もないとはな。このままフェードアウトするのは惜しいし、俺から連絡してみるか）

　ディスプレイに指を滑らせた上原は、彼女に「今夜飲まない？」というメッセージを送った。少し考え、すぐに「彩佳ちゃんの職場近くのバー〝Ｊ〟のカウンター席で、八時半くらいから待ってる」と追加し、スマートフォンを閉じる。

（よし、仕事しよう）

　昼休みを切り上げ、事務仕事に取りかかる。

　上原は外勤の営業社員だが、作成しなければならない資料はかなり多い。予算に対して実際の販売数や収益はどうだったのかを説明するための月次資料、自分がやりたいことを課長から部長、役員へと承認を取っていくためのプレゼン資料、あとは上司から振られる「詳細は決まってないけど、こんなイメージのものを作ってみて」という面倒な資料作りが主だ。

　それを数時間こなしたあと、夕方からは他部署との打ち合わせが入る。経理や財務、法務などのコーポレート部門との打ち合わせ、それに他部署との協業案件についてなど内容はさまざまだが、正直言って無駄なものも多い。

　そのため、余計な会議への出席を回避できるよう上手く立ち回ったり、頃合いを見て切り上げることが必要だった。

　そうするうちに一般職の社員が五時半頃から退勤し始め、オフィスに戻った上原はまた資料作成の続きをする。そして午後八時過ぎに仕事を切り上げ、パソコンの電源を落として立ち上がった。

「お先に失礼します」

「お疲れ。上原、よかったら飲みに行かないか？」

「いえ。予定があるので、今日は遠慮します」

　笑って先輩社員の誘いを断った上原は、エレベーターで一階まで下り、ビルの外に出る。

　空はあいにくの曇り空で風が強く、やや肌寒さを感じた。駅までは徒歩で十分ほどで、彩佳に指定した店はその周辺だ。

　店内に入ると、カウンターに彼女の姿はなかった。ビールをオーダーした上原はスマートフォンをチェックしたものの、送信したメッセージは既読にもなっていない。

（……もしかして、忙しいのかな）

　彩佳は接客業で、客の都合によって打ち合わせが夜になったりするため、帰る時間がまちまちだと聞いている。

　気長に待って、来ないならそれでも構わない。また日を改めて誘えばいいだけだ──そう結論づけた上原は、鴨のパテ・ド・カンパーニュとトリッパのトマト煮込みを頼んで辛口の白ワインを飲む。

　すると三十分ほどして、隣に人の気配を感じた。

「……あ」

　そこにいたのは、仕事帰りらしいダークスーツ姿の彩佳だ。上原はニッコリ笑って言った。

「お疲れ。遅かったね」

「上原さん、何時からいたんですか？」

「八時半くらいだよ。そうメッセージに書いただろ」

　彼女は上原の隣の席に座り、スタッフにロゼのワインをオーダーする。そしてこちらを見てばつが悪そうに言った。

「わたし、返事をしなかったのに……もし来なかったら一体どうする気だったんですか」

「一時間待って、来なかったら帰るつもりだったけど？　仕事をしてたらそういうこともあるだろうし、改めて誘おうって思ってた」

　スタッフがカウンターにロゼのワインを置き、上原はそれにグラスを合わせる。

　彩佳のためにカンパーニュにパテを塗っていると、ワインを一口飲んだ彼女は意を決したように口を開いた。

「あの、上原さんに言っておきたいことがあって」

「何？」

「このあいだのことです。あれはものの弾みで、わたしはこの先上原さんとどうこうなる気はありませんから。それを言いたくて、今日はここに来たんです」

　上原は一瞬動きを止め、パテを塗っていたバターナイフを皿に置く。

　彩佳は少し緊張した面持ちで、テーブルの上に置かれたワイングラスの脚に手を添えていた。上原は微笑んで言った。

「心外だな、そういう言い方をされるの。あれは俺が無理強いしたことじゃないし、彩佳ちゃんも納得してたよね？」

「それは……そうですけど。でも」

「そんな頭ごなしに『どうこうなる気はない』って決めることないじゃん。俺は君に対して、好感を抱いてるよ。顔も性格も好みだし、身体の相性もよかった。前から『つきあおう』って言ってたのは嘘じゃなかったけど、より本気度が増した感じだ。彩佳ちゃんと、ちゃんとした彼氏彼女の関係になりたいって思ってる」

　鴨のパテを塗ったカンパーニュを皿に置いてやり、上原は彼女の顔を覗き込んで言葉を続けた。

「まあ、そういう用心深さとか、見た目に反して身持ちが堅いところも嫌いじゃないけど。ちょっとは俺に譲歩してくれてもいいんじゃない？」

「譲歩？」

「うん。口説く余地くらい与えてよ」

　それを聞いた彩佳の瞳に、わずかに逡巡の色がにじむ。

　これまで自分たちは、ときおり会って飲んだりメッセージのやり取りをする、いい友人関係を築いてきた。だからこそ冷たく突き放すことができない──そんな葛藤をつぶさに感じつつ、上原は彼女の返答を待つ。

　彩佳が目を伏せ、小さく言った。

「わたしは……」

　それきり言葉が続かない様子を見て、上原はニッコリ笑う。そしてあっさり告げた。

「決まり。俺はこれから、彼氏に昇格させてもらえるように彩佳ちゃんを口説くから、よく覚えといて」
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　ウェディングプランナーの一日は多忙で、出勤してまずすることは、その日やらなければならない作業の洗い出しだ。

　取引先や担当している客へのメール返信、電話連絡が必要なところのチェック、前日の商談の入力処理の他、当日予定している打ち合わせの内容確認、引き出物の発注業務や郵便物の発送などのタスクをすべて洗い出し、業務の優先順位を考えなければならない。

　まずはメール返信をこなし、併せて発注作業も済ませながら、彩佳はじっと考える。

（どうしよう。昨日きっぱり断るつもりだったのに、面倒なことになっちゃった）

　彩佳が友人の上原賢人と一夜を共にしてしまったのは、先週の金曜日のことだ。

　なし崩しにホテルに行って関係を持ってしまったが、翌日以降の彩佳は複雑な心境だった。

　上原の触れ方に粗野なところはなく、優しかった。彼が言うように身体の相性はとてもよく、思いのほか巧みな手管に翻弄されたひとときだった。

（でも……）

　今の時点で、彩佳は上原に恋愛感情を持っていない。

　それなのに身体の関係を持ってしまい、これまでと同じように接するのは難しいと感じていた。しかも彼は昨日「今まで以上に本気でアプローチする」と言い出し、彩佳はそれを断りきれずに了承した形になっている。

（別に上原さんのことは嫌いじゃないし、優しくしてもらえてうれしかった。……なのにつきあうのは気が進まないなんて、我儘かな）

　恋愛関係になることを躊躇うのは、今までの友人としての距離感が心地よかったからかもしれない。

　上原は営業職だけあってトークが上手く、話題も豊富で、話していて楽しかった。このあいだのように自身の経験に基づいたアドバイスをくれることもあり、「恋愛が絡まない異性との関係も、いいものだな」と、初めて感じさせてくれた人だった。

　だがその一方で、何となく彼に深入りしてはいけないような、腰が引けてしまうような感覚があり、関係性を変えることに足踏みしている。その明確な理由がわからず、彩佳は鬱々としていた。

（だったらこのまま会わないようにして、じわじわとフェードアウトする？　でも優しくしてくれたのにその仕打ちは、ちょっと恩知らずだよね）

　考えても結論は出ず、思考を切り上げた彩佳は、その後プランナーミーティングに参加する。

　普段の接客や挙式で起こったトラブル、困ったことや逆に喜んでもらえたことを共有するためのものだが、併せて一ヵ月間の新規契約の結果や売り上げの報告もあり、気持ちが重くなるものだった。

　やがてミーティングが終わって会議室を出たとき、後ろから「彩佳ちゃん」と声をかけられた。

「……早月さん」

「元気ないみたいだけど、具合でも悪いの？」

　早月は彩佳の隣の席であるものの、最近は先月入社したばかりの新人二人の教育にかかりきりで、あまり話せていない。彼女が気遣う口調で言った。

「さっきのミーティングで先週の木村さまのクレームの話が出たけど、あまり気にしないでね。あれは残念なケースで、担当プランナーである彩佳ちゃんが泥を被ることになってしまって、私は気の毒だと思ってる」

「……はい」

　そんな早月は成約率や売り上げがトップクラスで、営業成績が低迷している彩佳は劣等感をおぼえる。

　だが彼女は入社当時から面倒を見てくれている、大好きな先輩だ。ふと「早月に相談すれば、仕事のことも上原のことも打開策が見えてくるかもしれない」と考えた彩佳は、彼女に向かって言った。

「早月さん、今夜時間ありますか？」

「えっ？」

「ちょっと相談したいことがあって」

　すると早月が、少し考えて答えた。

「今日は大河内さんと会う予定なの。もし深刻な相談なら、彼のほうを断るけど」

　彩佳は彼女の交際相手である大河内とかつて見合いをしており、破談になったあとは早月を交えてときどき一緒に飲んだりしている。

　しかも彼は上原の従兄弟で、その性格を熟知していることから、上手く告白を断るアドバイスをしてもらえるかもしれない。そう考えた彩佳は、遠慮がちに問いかけた。

「わたしは大河内さんがいても全然構いませんし、むしろ話を聞いてほしいくらいです。でも、せっかくのデートを邪魔されたら、大河内さんはきっと迷惑ですよね」

「ううん、そんなことないと思う。ちょっと彼に連絡してみるね」

　昼休みに早月がメッセージを送ると、大河内からはＯＫの返事がきたらしい。

　彩佳はホッとし、午後は他部署への伝達や事務的な処理、客との商談などをこなす。そして午後八時に仕事を終え、早月と共に駅近くの店に向かった。

「まだ来てないみたいだね。先に飲み物頼んでおこうか」

　そう言ってドリンクメニューを差し出してきた彼女は、最近何だか色気が増したような気がする。彩佳は早月を見つめながら、感心して言った。

「早月さん、最近きれいになりましたよね」

「えっ？」

「やっぱり恋愛が上手くいってると、肌もつやつやできれいになるんですね。何かうらやましい」

「な、何言ってるの」

　早月はじんわり頬を染めてうろたえていて、その様子は可愛らしく、彩佳は内心「いいなあ」と思う。

（やっぱり愛し愛される恋愛は、女の人をきれいにするんだよね。わたしもちゃんとした恋をしたいけど……）

　その相手を上原に想定してみたものの、やはり腰が引けてしまう。

　いまいち踏み込めない自分に釈然としないものを感じながらドリンクメニューを眺めていると、向かいに座った彼女が「あ、来た」とつぶやくのが聞こえた。彩佳はメニューをテーブルに置いて答える。

「ちょうどよかったですね。だったら大河内さんの飲み物も一緒に頼んで──……」

　顔を上げた彩佳は、驚いて言葉を途切れさせる。

　そこには大河内と一緒に佇む、上原の姿があった。

「彩佳ちゃん、お疲れ」

「上原さん、何でここに……」

　今日は早月と大河内と三人で会うという話で、そこに上原が加わる予定はなかったはずだ。すると大河内が、事も無げに答えた。

「たまたま賢人から連絡がきて、早月と河合さんと会うって話をしたら、『じゃあ、俺も行く』って言い出したんだ。だから連れてきたんだけど」

　こうして四人で会うことはときどきあり、彼は至って当たり前の感覚で同行してきたらしい。それを聞いた彩佳は、内心焦りをおぼえた。

（どうしよう。大河内さんに、上原さんについての相談をしようと思ってたのに）

　当の上原がいるところでは、話題に出せない。

　しかも彼と寝てしまったことを二人にばらされるのは、絶対に嫌だった。そんな彩佳の葛藤を知ってか知らずか、上原が当たり前のように隣に腰を下ろして言う。

「こうして四人で会うの、久しぶりだよね。俺はビール飲むけど、貴哉は？」

「俺も」

　それぞれの飲み物やフードをオーダーし、乾杯する。一息ついたところで、早月が水を向けてきた。

「ところで彩佳ちゃん、相談したいことって何？」

「あ、えっと……」

　彩佳は隣に座る上原を意識しながら、精一杯普通の顔を作って答える。

「し、仕事について、ちょっと悩んでて。最近あんまり上手くいかないので」

「彩佳ちゃんが頑張ってるの、傍から見ても伝わってきてたよ。でもそういう時期になかなか結果が出ないと、やっぱりつらくなっちゃうよね」

　早月と大河内がクレーム対応の仕方について話し始めたのを、彩佳は半ば上の空で聞く。

　するとふいにテーブルの下で手をつかまれ、ドキリとして息をのんだ。

「……っ」

　手を握ってきたのは、隣に座る上原だ。

　咄嗟に振り払おうとしたものの、彼は何食わぬ顔をして手に力を込めてくる。彩佳はぐっと唇を引き結んだ。

（何してるの。二人に見えないと思って、こんな……っ）

　そのぬくもりと大きさから、ふと数日前に抱き合ったときを連想し、彩佳はいたたまれなさをおぼえる。

　こんなふうに思い出させるなんて、最悪だ。しかも彩佳があの日のでき事を目の前の二人に明かしたくないのを、上原は敏感に察知している。

　やがて押し黙った彩佳に気づいた早月が、不思議そうに問いかけてきた。

「彩佳ちゃん、どうかした？　ちょっと顔が赤いみたいだけど」

「だ、大丈夫です」

　スタッフが料理を運んでくるまで、彼の拘束は続いた。

　両手を使わなくてはならない場面になったところでようやく離してくれたものの、それから彩佳は上原を警戒してずっと両手をテーブルの上に置いておかなければならなくなり、じわじわと怒りがこみ上げた。

（もう、何でこんな目に遭わなきゃならないの。本当は上原さんとは、会う予定じゃなかったのに……っ）

　当たり障りのない会話に終始し、二時間ほどでお開きになる。

　外に出た彩佳は早月に声をかけようとしたものの、その瞬間、上原が隣で口を開いた。

「貴哉と早月ちゃんは、二人で帰るんだろ？　俺は彩佳ちゃんと軽く飲み直すから、ここで別れよう」

　彼がこちらを見て、ニッコリ笑って言う。

「じゃあ、行こうか」

　上原が歩き出してしまい、彩佳は慌ててそのあとを追う。そして彼の背中に向かって告げた。

「待ってください。わたしはもう帰りますから……っ」

「彩佳ちゃん、俺に〝例のこと〟を話したかったんじゃなかった？　それにあっちの二人はカップルなんだから、あんまり邪魔しちゃ駄目だよ」

　振り返ると早月と大河内がタクシーに乗り込むところで、上原がにこやかに手を振っている。彩佳はぐっと彼を睨んで言った。

「どうしてこんな、強引なことするんですか？　それにさっきはテーブルの下で手を握ったりしてきて」

「彩佳ちゃんが、俺抜きであの二人と会おうとするからだよ。大方このあいだのことを後悔して、俺を遠ざけるための相談をしようとしてたんじゃない？」

　図星を突かれた彩佳は、返す言葉に詰まる。上原が微笑んでこちらを見下ろした。

「テーブルの下で手を握ったのは、スリルがあって楽しいかなと思ったから。実際ドキドキしただろ、秘密っぽくて」

「……っ」

　どこか面白がるような彼の態度にムッとした彩佳は、無言で踵を返す。

　この男と自分は、やはり合わないのかもしれない。彩佳は「次に恋愛をするときは、結婚前提で」と考えており、遊びの関係を持っている暇などなかった。

（そうだよ。上原さんは「慰めてあげる」っていう理由でセックスできる人だし、かなり手慣れてた。つきあったらやきもきさせられるのが、目に見えてる）

　彩佳が望むのは、穏やかで堅実な関係だ。スリルはまったく求めておらず、むしろそういうのは避けて通りたい。

　すると数歩進んだところで背後から手首をつかまれ、上原が言った。

「待ってよ。何でそんな頑なな感じになってるの？　先週のは、お互い納得ずくのことだったのに」

「確かにそうですけど、自分なりに考えた結果、上原さんと恋愛するのはやっぱり無理だと思ったんです。だからわたしとつきあう件については、正式にお断りさせてください」

　彩佳の言葉を聞いた彼が、かすかに眉を上げる。そして興味深そうな眼差しになって問いかけてきた。

「どうして『無理だ』って思うの？　俺は君に、だいぶ優しく接してると思うけど」

「それは……感謝しています。前回も落ち込んでいたわたしに上原さんが優しくしてくれたのは、よくわかってますし。あれが嫌だったとか、そういうことではないです」

「だったら……」

「でも〝つきあう〟となったら、話は別です。こういう言い方で伝わるかどうかわかりませんけど、わたしには上原さんのことがよくわかりません。わからないっていうか……底が知れない感じっていうのが、正しいかも」

　心の中に燻るモヤモヤとしたものを、言葉にするのは難しい。

　傍から見た上原は、かなりもてる人間のはずだ。整った容姿、初対面の人間ともすぐに打ち解けられる屈託ない性格や巧みな話術、いつもニコニコしている人当たりのよさなど、美点を挙げればきりがない。

　しかし彩佳は、彼の瞳の奥にいつもこちらを観察しているような冷静さを感じていた。それは笑っているときでも変わらず、ときおりごくわずかな皮肉となって言葉の端にちりばめられている。

　それを目の当たりにするたび、彩佳は上原が見た目どおりの人物ではないのだという印象を強めていた。そうした心情を伝えると、彼はじっとこちらを見つめてボソリとつぶやく。

「へえ。彩佳ちゃんって、見かけによらず人のことよく見てるんだね。……意外だな」

「…………」

「でもそうやって言われるのは、ちょっと不本意だ。要は、俺に裏がありそうだと思ってるってことだよね？」

　まさにそのとおりで、彩佳はうつむいて沈黙した。すると上原が、笑みを含んだ声音で言った。

「いいね、そういうの。──拒まれると、断然手懐けたくなる」

　まるで犬か猫のように言われ、彩佳はカチンとくる。

　言い返そうと顔を上げた瞬間、思いのほか近くで目が合って、ドキリとした。彼が微笑んで言葉を続けた。

「やっぱり彩佳ちゃんのこと、欲しいな。大事にしてあげるから、俺とちゃんとつきあおうよ」

「だから、わたしは……っ」

「少なくとも、ジャッジする期間くらいは与えてくれてもいいだろ。今のままだと大きな誤解があるようだし」

　彩佳が感じている警戒心を〝誤解〟と表現し、上原は「それに」と付け足した。

「もしそれすらも了承してくれないなら、俺は彩佳ちゃんとの関係を貴哉に話すよ」

「えっ」

「彩佳ちゃん、俺とヤったことを知られたくなくて、さっきは必死だったよな。それはやっぱり貴哉のことが好きだったから？　あいつが早月ちゃんとつきあうようになった今も、『彼氏でもない男と寝る、軽い女だ』って思われたくないから、隠そうとしてる──違う？」

　彼の指摘は的を射ていて、彩佳はじわりと頬を赤らめる。

　確かに大河内には、上原と関係したことを知られたくない。もう彼のことはとっくに諦めていて、早月との仲も祝福しているが、それでも「軽い女だ」と思われたくないのは傍から見たら確かに滑稽だろう。

（一体何がいけないの？　前に好きだった人に対して取り繕いたいと考えるのって、そんなにおかしいこと？）

　わざわざそれを指摘してくるなんて、本当に意地が悪い男だ。

　そう考え、ムッとした彩佳は顔を上げる。そして上原を見つめて問いかけた。

「わたしを脅す気ですか？」

「脅してるように聞こえる？　俺はただ、君の中の誤解を解く機会を与えてほしいって言ってるだけだよ」

「そんなふうに強引に押したって、わたしの気持ちはまったく動きませんけど。ましてや脅されてなんて」

　だがこのまま突っぱねれば、きっと彼は大河内に話してしまうに違いない。

　しばらく考えた彩佳は深々とため息をつき、心を決める。上原に向かって、つんとして言った。

「──わかりました。だったらしばらくのあいだ、上原さんからアプローチを受けるのを容認します。でも、その結果お断りすることになっても、絶対にわたしを恨まないでください。余計なことをペラペラ話すのも論外です」

　すると彼は眉を上げ、うれしそうに笑う。

「そっか、よかった。まあ君は絶対に俺に夢中になるから、そのうち貴哉のことなんてどうでもよくなるよ」

　上原が手を伸ばし、彩佳の頬に触れる。彼は意味深に微笑んで言った。

「楽しみだな。──彩佳ちゃんが、どんなふうに俺の手の中に落ちてくるのか」
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　朝九時に出勤する彩佳は、いつも午前七時に起床する。

　親元で暮らしているため、シャワーを浴びて身支度が終わる頃には、朝食が用意されているのが常だ。ダイニングに入ると、母親の美み沙さ子こがにこやかに言った。

「おはよう、彩佳。パンはどうするの、食べる？」

「んー、今日はいいかな」

　朝はいつも洋食で、卵料理やサラダ、パンとスープなどがバランスよく並んでいる。ダイニングテーブルには父の姿がなく、彩佳は椅子に座りながら問いかけた。

「パパは？」

「学会で東京よ。朝一の飛行機に乗るために、六時頃に家を出たの」

　父の康やす弘ひろは大学教授をしており、たびたび学会で出張している。彩佳がサラダを食べ始めたところで、母が言った。

「ところで彩佳、あなた今日も帰りが遅くなるの？　前もって言ってくれたほうが、ママは助かるんだけど。だって作ったものが無駄になるんですもの」

　彼女の言うことはもっともで、彩佳の中に申し訳なさが募る。

　この二週間ほど、彩佳は帰宅時間が遅くなっていた。理由は、友人である上原賢人に誘われるせいだ。ものの弾みで彼と関係を持ったことを、かつての見合い相手である大河内に知られたくない──そんな彩佳の気持ちを敏感に察知した上原は、「大河内に話さない代わりに、自分にアプローチする機会を与えてほしい」という交換条件を提示した。

　その申し出を彩佳は渋々受け入れ、約半月が過ぎようとしている。あれから彼は、頻繁に彩佳に誘いをかけてくるようになった。平日はフレンチのディナーやおしゃれなバー、週末は野球観戦、コーヒーと一緒に愉しめるパンケーキが有名なカフェなど、デートで行くところは実に多彩だ。

　始めは上原を警戒し、態度が固かった彩佳だが、意外にも彼は性的な意味で手を出してくることはなかった。デートをしてもホテルに連れ込んだりはせず、帰り際は至ってあっさりしている。

　手を出してきたら即座に断ろうと身構えていた彩佳は、肩透かしを食った気がしていた。

（一体どういうつもりなんだろ。向こうはそういう気マンマンだと思ってたのに）

　上原はとても快活で、いつもさまざまな話題を提供してくれる。どんなところに行ってもさらりとエスコートをしてくれ、その態度は落ち着いていて余裕があった。

　そんな彼と過ごす時間は、彩佳にとって決して嫌なものではなかった。何度も会ううちに当初抱いていた警戒が緩み、上原との会話を楽しんでいるときが確かにある。その事実が、彩佳を困惑させていた。

（友達としては、一緒にいてすごく楽しい人なんだよね。いろんなお店を知ってるし、見た目も恰好いいし）

　改めて観察してみると、彼は穏やかで人当たりがいい反面、頭の回転が速くクレバーな印象だ。

　レディファーストが自然と身についていて、そのスマートな気遣いはポイントが高い。ネクタイや靴、時計はいいものを使っていて、同年代の男性より落ち着きがあり、きっと仕事ができるであろう雰囲気が如実ににじみ出ている。

　この二週間、そんな上原を目の当たりにしてきた彩佳は、自分がなぜこんなに頑なになっているのかがわからなくなっていた。一緒にいて楽しいのなら、彼と交際してもいいのではないか。そんな気持ちがこみ上げ、心が揺れている。

「……か、彩佳？」

　ふいに母親に呼ばれているのに気づき、彩佳は慌てて返事をする。

「何？」

「だから今日はお夕飯がいるのかどうか、はっきりしてって言ってるの。あなたがいらないっていうなら、私、久しぶりにお友達と観劇でもしてこようかしらって」

　彼女の言葉に、彩佳は笑顔で答えた。

「いいんじゃない？　わたしは何時に帰るかわからないけど、もし早く終わったらご飯は自分で何とかするし。パパがいないときくらい、ママもゆっくり羽を伸ばしてきて」

　とはいえ、一人娘として蝶よ花よと育てられた彩佳は、料理がまったくできない。母が不在で食事がないときは、いつもカフェに行って一人ご飯をするのが常だった。

　朝食を終えた午前八時過ぎ、彩佳は自宅を出る。今日から六月だが、ここ数日は気温が高く、夏を思わせる陽気が続いていた。今日も朝から日差しが強く、街路樹の新緑が鮮やかで目に眩しい。

（暑くなると、メイクが崩れやすくなるのが嫌だな。かといって雨も湿気で髪が膨らんで嫌だけど）

　職場であるセレストガーデンホテルは、自宅から地下鉄に乗って約二十分、最寄り駅から約五分ほど歩いたところにある。

　普通のホテルとは違い、ウェディングに特化した設計で、ドレスや小物を扱うサロンと複数のチャペル、ラグジュアリーなバンケットルームや宿泊フロア、一般客も使えるカフェやレストランなど、結婚式を総合プロデュースするための建物となっていた。

　朝礼を終えてメールのチェックを済ませた彩佳は、午後に予定している担当カップルの衣裳合わせに備え、ドレスサロンのスタッフの元に赴いて打ち合わせをする。

　それが終わったあとはデスクで資料の送付やウェディングプランの立案をし、やがて昼休みになった。

「彩佳さん、お昼ご一緒しません？」

　誘ってきたのは、一年後輩のプランナーである北きた島じま美み雪ゆきだ。

　いつも一緒にランチをしている早月は今日は休みのため、彩佳は頷いて答える。

「うん。食堂にする？」

「はい」

　ホテル内には社員食堂があり、外に出るより安く昼食が食べられる。

　落ち着いたカフェのような雰囲気で、量り売りのバイキングスタイルのランチや麺類、日替わりの和洋中の定食の中から選べるシステムになっていた。

　彩佳は十五穀米の上にグリルしたサーモンと色鮮やかなサラダ、目玉焼きが載ったライスボウルとミネストローネのセットを、北島はズワイ蟹ときゃべつのクリームパスタとコンソメスープのセットを頼み、トレーを手に席に座る。

　するとすぐさま彼女が身を乗り出してきた。

「私、彩佳さんに聞きたいことがあったんです」

「何？」

「何日か前の仕事帰り、彩佳さんが街中ですっごく恰好いいリーマンと歩いてるのを見ちゃって。もしかして彼氏さんですか？」

　彩佳は驚き、まじまじと彼女を見つめる。

　最近一緒に歩いていたサラリーマン風の男性といえば、上原しかいない。スプーンを手に取りながら、彩佳は曖昧に笑って答えた。

「ただの友達だよ。彼氏とかじゃないから」

「えっ、あんなイケメンが友達とかやばくないですか？　彩佳さん、今彼氏がいないならつきあっちゃえばいいのに。あれだけ恰好いい人だと、他の人に取られちゃうかもしれないですよ」

　ふいにそんな可能性に思い至り、彩佳は考え込む。

　確かに彼くらいのスペックなら、職場で女子社員からアプローチされていてもおかしくない。事実、一度ベッドを共にしたときの上原はひどく手慣れていて、これまでかなりの経験があることがわかった。

（やっぱり遊び慣れてる人なのかな。わたしを落とすことにこだわってるのは、簡単に靡かないのが悔しいから？）

　女性経験の豊富さを想像して何ともいえない気持ちになる一方、「他の女性が彼を狙っているかもしれない」と考えると、胸の奥がチリチリする。

（わたし、もしかして彼が他の人に取られるかもしれないことに焦ってる？　上原さんの女性関係を想像してモヤモヤするなんて、まるで嫉妬みたい）

　そう考えながらサーモンを口に運んだ瞬間、手元に置いたスマートフォンが電子音を立てる。

　ディスプレイには、メッセージを受信したポップアップが表示されていた。送信者は上原で、「今夜会える？」と書かれている。

　彩佳がそれを注視していると、北島がフォークにパスタを巻きつけながらぼやくように言った。

「何か職場の人のプライベートが充実してると、彼氏なしの身は焦っちゃいますよねー。早月さんは彼氏と順調だって聞きましたし、彩佳さんはイケメンとデートしてるし。そうそう、美み穂ほちゃんは、高校からつきあってる人と同棲するかもって言ってました。皆一体どこに出会いが転がってるんですか？　私も人の挙式を見るばかりじゃなくて、自分が幸せになりたいですよ」

　彼女が感じる焦りは、彩佳も同様に抱いているものだ。

　素敵な男性と出会って愛し愛される関係になり、幸せな結婚がしたい。次につきあう相手とは本気のつきあいをしたい──そう考えているが、はたして上原はそれに合致するだろうか。

（わからない……最近は真剣に向き合ってくれてると思うけど、信じていいのかな）

　メッセージの返信をするのは後回しにし、彩佳はスマートフォンを伏せる。そしてウーロン茶を飲みながら北島に問いかけた。

「ねえ美雪ちゃん、自分が結婚してもいいと思う男の人の条件って何？」

「えっ？　えっと、まずは顔ですよね。イケメンに越したことはないですし、背も高いほうがいいなー。あとは将来性、どんなところに勤めてるかとか、出世しそうかどうかも、長く一緒に暮らすには重要だと思います。あ、怒りっぽい人は駄目ですね。よくいるじゃないですか、うちにブライダルの相談に来るカップルでも、いきなり人前で喧嘩を始めちゃう人たち。ああいうのを見てると、穏やかで理性的な男性が一番だって思いません？　怒りの沸点が低い男性が相手だと、家の中がギスギスしそうですもん」

　立て板に水のごとくまくし立てる彼女の話を聞いて、彩佳は「なるほど」と考える。

　上原は顔がよく長身で、一流商社に勤めている。仕事もできそうに見え、今後出世する可能性は充分あるだろう。話し方は穏やかでユーモアもあり、人前で激昂することはまずないように思える。つまり世間から見て、女性が「結婚したい」と思うような男性だということだ。

（こんなふうに値踏みするの、失礼かな。でもいざ結婚を真剣に考えると、ただつきあうとき以上にシビアな目で見るのは当然だよね。男の人だって、きっと女の人のことを容姿や家事能力なんかで評価してるんだし）

　彩佳がため息をつくと、自分の発言を呆れられたと勘違いした北島が「もう、何ですか」と頬を膨らませる。

「わかってますよ、私の理想が高すぎるんだって。でも夢見るくらい自由じゃないですか。彩佳さん、誰か知り合いでいい人がいたら紹介してください。何ならこのあいだのイケメンでもいいですよ」

　上原の素性を聞こうと食いついてくる彼女を何とかなだめ、食事を終えた彩佳は歯磨きをするべく化粧室に向かう。

　そしてスマートフォンを開き、メッセージアプリに返事を打ち込んだ。

（「今日はお客さまの打ち合わせの関係で、午後九時に終わります」、と。……正式に交際を申し込まれてからもう半月も経つし、そろそろ結論を出すべきかな）

　先ほどの北島の話や近頃の上原の態度を総合的に考え、彩佳の中では彼と交際する方向に気持ちが傾きつつあった。

　ときどき言葉に引っかかりをおぼえたり、何を考えているかわからないと感じるときはあるものの、それは時間をかければ埋めていけるような気がする。これから交際相手を探しても上原以上の男性が見つかるとは思えず、だったら気心が知れている相手のほうがいいのかもしれない。

　元々彩佳は自分の考えをはっきり言う性格で、普段はそれを女の子らしい振る舞いで上手く隠していた。もし彼と価値観のずれを感じることがあっても、自分の意見をしっかり主張すれば、上手くすり合わせができるはずだ。

　何よりこの二週間の態度を見て、上原は信頼するに足りる人物だと感じていた。

（ちゃんとつきあうことになったら、早月さんにも報告しよう。上原さんは大河内さんの従兄弟だし、まったく無関係じゃないもんね）

　午後からは新規の見学予約が一件入っており、彩佳はチャペルやバンケットホール、控室を案内したり、実際に使っているドレスと小物の紹介や試食のワンプレートの提供などをこなす。

　そして合間に書類作成をしたり、他部署のスタッフの元に赴いたりしながら時間が過ぎ、午後六時半から来場した担当カップルとの打ち合わせを終えて一息ついた。

（よし。あとは事務仕事をして、今日は終わりかな）

　顧客データの入力や一ヵ月後に予定している挙式の司会者の手配、書類の作成などをするうち、あっという間に一時間ほどが過ぎる。

　九時少し前に仕事を切り上げた彩佳は、席を立って残っているスタッフに声をかけた。

「お先に失礼します」

「お疲れさまでーす」

　先に化粧室に向かった彩佳は、そこでメイクを直す。

　これから上原に会って返事をするのだと思うと、にわかに緊張が高まってきた。

（どういうタイミングで話そうかな。そもそも今日は、どこに行くんだろう）

　彼は毎回デートの趣向を変えてくるため、どこに行くのかまったく読めない。

　待ち合わせ場所は、職場の近くのカフェだった。五分ほど歩いてビルの一階にある店に到着すると、ガラス越しに窓に面した席に座る上原が見える。彩佳がその前に立つと、気づいた彼が笑顔になった。

「今、外に出るから」というジェスチャーをされて戸口で待っていたところ、やがて上原が姿を現す。彩佳は彼に謝罪した。

「お待たせしてすみません。遅くなってしまって」

「ん？　気にしなくていいよ。彩佳ちゃんはお客さんの都合に合わせなきゃいけない仕事なんだから、遅くなるのは仕方ないだろ。俺も時差の関係で、支店や取引先と深夜や明け方に電話したりするから、よくわかる」

　上原はいつもと同じくスーツがよく似合い、その姿はとても端整だ。

　じんわりと彼を意識しながら、彩佳は「今日はどこに行くんですか」と問いかける。

「今日は寿司を食いたい気分で、もう予約してるんだけど。そこでいい？」

「はい。お寿司、大好きです」

　タクシーに乗り、五分ほど走って向かったのは、歓楽街のはずれにある隠れ家的な店だった。

　檜の一枚板で造られたカウンターのみのこぢんまりした店内は、明るく高級感がある。聞けば予約が取れないことも多い、人気店らしい。彩佳は感心して言った。

「上原さんって、本当にいろんなお店知ってますよね」

「まあ、営業マンだからね。お客さんと飲むことも多いから、いろんなジャンルの店は押さえてる」

「あ、なるほど」

　先に数種類の酒肴が提供され、それから握りに進む。

　寿司は江戸前で、松川や鱚の昆布締め、毛蟹の蟹味噌和え軍艦や鮪の赤身などに舌鼓を打ちながら、彩佳は上原の仕事について質問した。

「上原さんが出張で行くのって、ベトナムやタイでしたっけ。向こうに行ったら、電車とかで移動するんですか？」

「いや。タイの場合は、支店の現地タイ人スタッフにホテルまで迎えに来てもらって、車で移動してる。向こうは渋滞やらインフラやら、そもそもの移動距離が長いせいで車の中にいることが多いから、その時間に膝の上にパソコンを広げてメール返信をしてるよ。車酔いする人にはお勧めできないけど」

　バンコク市内だけの移動でも渋滞がひどく、ときには丸の内から六本木程度の距離で二時間弱ほどかかることもあるという。

　一日に二社ほど訪問して商談をするが、現地スタッフによるタイ語の通訳と英語を織り交ぜ、商談を進めるらしい。彩佳は日本酒の杯を置いてつぶやいた。

「そっか。じゃあ上原さん、英語ができるんですね」

「商社勤務で海外に出張がある人間は、だいたい話せると思うよ。俺も入社が決まってから、みっちり英会話教室に通って勉強した」

　海外の仕事の話は彩佳には馴染みがなく、聞いていてとても興味深い。

　商談の他に何をするのか尋ねると、港に行って在庫の棚卸をしたり、港湾業者と最近の貨物動向について情報交換したり、夜は日本人駐在員や現地の日系企業の人間と会食をしたりと、日程が過密なのだと上原は語った。

「二日間バンコクで顧客訪問したあとは、三日目にシンガポールに行くことが多いかな。シンガポールは、大抵タクシーで移動するんだ。バンコクとは違って渋滞はほぼないから、快適だよ」

　シンガポール支社では社内会議の出席や、空いているデスクを借りて溜まったメールの返信をし、現地在住の外資トレーダーと会食をしたあと、深夜便の飛行機で日本に出発するという。

「行き先が関西国際空港だと七時間、成田とか羽田だとだいたい七時間半かかる。そこから関西の支店や東京本社に寄ったりして、一泊してこっちに帰ってくる感じだ。かなりハードだけど、もう慣れた」

　確かにタイからシンガポール、東京の本社を経て帰ってくる五日間の日程は、相当疲れるに違いない。彩佳は目の前に置かれた鮪の中トロを食べたあと、箸を置いて言った。

「商社マンって、そんなに忙しいものなんですか？　どの人も？」

「俺は一応、主任だからね。受け持っている案件が複数あるし、出なきゃならない会議もあるから」

　赤酢で締めて一週間寝かせたというコハダは甘みが印象的で、煮詰めたタレが濃厚な穴子も文句なしに美味しい。

　大満足で食べ終えた彩佳は、日本酒でほんのりとした酔いを感じながら外に出る。雑多な匂いを含んだ風が吹き抜け、スカートの裾を揺らした。時刻は午後十時半で、いつもならもう帰る時間だ。上原もそのつもりらしく、タクシーを探すそぶりをしていたが、彩佳は意を決して「あの！」と声をかけた。

「もう少し……一緒にいたいんですけど」

　彩佳の言葉を聞いた彼が、驚いたように沈黙する。

　呼び止めたのは彼と話をしたいからだったが、何だか意味深な言い方になってしまった。そう気づいた彩佳が慌てて言葉を付け足そうとした瞬間、上原がチラリと微笑む。そしてあっさり提案した。

「じゃあ、近場でもう一軒行こうか」

「えっ」

　彼がスタスタと歩き出し、彩佳は慌ててそのあとを追う。

　寿司屋から歩いて数分で到着したのは、海外からのＤＪなども招致しているクラブだった。思わぬ場所に連れてこられた彩佳が驚いていると、上原が振り向いて言った。

「彩佳ちゃん、クラブは全然来ることはない？」

「昔はよく行きました。でも知っているのは他のお店で、ここは初めてです」

「十一時まではバー営業だし、わりとゆっくり飲めるよ。早い時間は入場料も安いから、俺はたまに来てる」

　入り口でＩＤチェックとボディチェックを受け、受付で入場料を払う。

　海外のリゾートを思わせる豪華な内装で、音楽を愉しむ人々で溢れていた。平日ということもあってスーツ姿の客が目につき、週末ほどの混み具合ではなく、確かにゆっくり酒が飲めそうだ。

　彼は人の間を縫って歩き、バーカウンターに辿り着く。そしてドリンクチケットを差し出し、自分はスコッチのロックを、彩佳にはジントニックをオーダーした。彩佳は提供された酒を一口飲み、つぶやく。

「上原さん、こういうところに来るんですね。ちょっと意外でした」

「そう？」

「ええ。何だか遊び慣れてる感じで」

　大音量で音楽がかかるフロアは高級感があり、雰囲気は悪くない。上原はグラスを手にカウンターにもたれ、笑って問いかけてきた。

「彩佳ちゃんが俺に抱いてるイメージって、どんな感じ？」

「どんなって……人当たりがよくて、いろんなお店を知ってて」

「うん」

「たぶん仕事には真面目で、会社でも評価されてる感じがします。見た目的に女性にもてると思いますけど、社内の子に手を出したら面倒だとか考えて、自重してそう」

　だがその用心深さは、逆に身持ちが固いことを表しているような気がする。

　彩佳は顔を上げ、彼を見つめて言った。

「上原さん、わたし──……」

　自分の気持ちを伝えるべく口を開いた瞬間、ふいに上原が胸ポケットからスマートフォンを取り出した。

「ごめん、電話だ」

「えっ」

「ちょっと外で話してくる」

　彼がフロアの外に出ていってしまい、彩佳は肩透かしを食う。

　一緒にいるときに上原に電話がくることはこれまでもときどきあり、大抵仕事のようだ。海外を相手にしているため、プライベートな時間にかかってくるのは決して珍しくないのだと、彼は以前言っていた。

　彩佳はため息をつき、ジントニックのグラスを傾ける。クラブらしい軽快な音楽をぼんやり聞いていると、ふと隣に気配を感じた。

　顔を上げたところ、二十代とおぼしき大柄な白人男性がじっとこちらを見ている。早口で何か言われ、彩佳は戸惑って眉をひそめたが、気づけば逆側にも別の外国人男性がいて二人で話しかけてきた。

「あの……」

　畳みかけるように話しかけられ、周囲の大きな音も相まって、彩佳には内容を聞き取ることができない。

　おもむろに片方の男性に手を握られ、じわじわと焦りが募った。急いで跳ねのけようとしたものの、二人に両側から挟み込まれて逃げ場がない。

（どうしよう、怖い……っ）

　身を縮めてうつむいた瞬間、背後から声が響いた。

「《その子は俺の連れだから、離れてくれる？》」

　声をかけてきたのは、上原だ。

　電話が終わって戻ってきたらしい彼は、二人の外国人に臆することなく流暢な英語で告げた。

「《彼女、怖がってるだろ。二人がかり、しかも早口の英語でプレッシャーかけるなんて、ずいぶんダサいことするね。日本に来たんだから日本語を話せばいいのに》」

　それを聞いた片方がみるみる気色ばみ、何やら言い返している。だがもう一人がその肩を叩き、上原に謝るニュアンスで一言告げ、二人でカウンターを離れていった。

　それを見送った彼が一息つき、彩佳に向き直る。

「大丈夫？　ごめん、俺が一人にしたから」

「あの人たち、急に両側から挟んできて……何を言ってるかわからなくて」

「ああ、訛りが強かったからね。たぶんニュージーランド英語かな？　普通の英語とはちょっと発音が違うんだ」

　上原は平然としており、それを見た彩佳の中に安堵が広がる。

　気づけばかすかに手が震えていて、彼の目に触れないよう、さりげなく強く握り込んだ。すると目ざとくそれに気づいた彼が、気遣う口調で言う。

「突然大柄な外国人二人に迫られて、怖かったよな。ちょっと向こうに行こうか」

　上原に促され、彩佳はフロアの片隅に向かう。

　そこは少し陰になっていて、近くに人はおらず落ち着ける場所だった。彩佳は精一杯表情を取り繕って言った。

「ナンパくらい軽くあしらえばいいのに、上原さんに対応させたりして、すみません。駄目ですね、日本人相手ならよかったんですけど、外国人に声をかけられたのが初めてで」

「無理しなくていいよ、彩佳ちゃんを一人にした俺が悪いんだから。ああ、むしろ連れてきた場所が悪かったな。こういう店はナンパ目的の輩が多いし、彩佳ちゃんみたいに可愛い子は狙われやすいのに」

　上原は「でも」と言い、彩佳の頬に触れて笑った。

「そういう泣きそうな顔を見ると、庇護欲をそそられる。いつもそつなく立ち回ってる君が動揺してると、ついつけ込みたくなるよ」

　ふいに触れた手の大きさ、こちらを見る眼差しに、心臓が跳ねる。

　助けてもらった安堵と彼への慕わしさがこみ上げ、胸がぎゅっと苦しくなった。彩佳はドキドキと鳴る心臓の鼓動を意識しながら、彼を見上げて小さく告げた。

「……つけ込んでもいいです」

　彩佳の言葉を聞いた上原が、わずかに目を瞠る。彼はこちらをじっと見つめて問いかけてきた。

「それってどういう意味？」

「わたし──上原さんのことが、好きです。この半月ほど、上原さんはプラトニックに徹して誠実さをアピールしてくれました。だから思ったんです、上原さんとなら恋人になっても、上手くやっていけるんじゃないかって」

　彩佳の心臓は、ドキドキと高鳴っている。

　どさくさ紛れに告白したが、これまで熱心にアプローチしてくれた上原は、きっと喜んでくれるに違いない。

　そう思っていたのに、彼はなぜか沈黙して答えなかった。

「……あの……？」

　彩佳が戸惑って瞳を揺らす頃、上原はようやくかすかな笑みを浮かべて言う。

「ああ、ごめん。このタイミングで言われるとは思わなかったから、ちょっとぼーっとしちゃった」

「…………」

「うれしいよ。これまで君の信頼を得るために地道な努力をしてきたけど、我慢をした甲斐があった」

　彼の返答を聞き、彩佳の中でたった今感じた違和感が霧散する。上原が確認するように言った。

「じゃあ俺と彩佳ちゃんは、今日から彼氏彼女ってことでいいよね？」

「は、はい」

　明確に言葉にされ、じんわりと面映ゆさを噛みしめていると、彼がさらりと提案した。

「じゃあここじゃ何だし、早速場所を移動しようか」

「移動って、どこに……」

　ついさっきこの店に来たばかりなのに、一体どこに行くというのか。

　彩佳がそんな疑問を口にした途端、上原がニッコリ笑う。そしてこちらを見つめ、事も無げに答えた。

「決まってるだろ。──彼氏彼女らしいことができるところだよ」








第五章









　午後十一時の歓楽街は、酔って陽気な若者のグループや帰宅しようとしているサラリーマン、連れ立って歩くカップルなどの姿で溢れている。

　幾分ひんやりとしている夜風に吹かれつつ上原が向かったのは、クラブに程近いところにあるホテルだった。ぱっと見はラブホテルに見えないおしゃれな外観で、一番高い部屋はモデルルームのように洗練された内装となっている。

　エレベーターの中での彼女は、気恥ずかしさとかすかな期待が入り混じった顔をしていた。それを見た上原は、かすかに微笑む。

（外国人にナンパされていたのは予想外だったけど、結果的によかったのかな。この子が俺の手の中に転がり込んできたんだから）

　この半月余り、上原は彩佳に地道なアプローチを続けてきた。

　数日おきにデートに誘い、毎回趣向を凝らしてさまざまなところに連れ出したが、あえて手を出さなかったのは、彼女の警戒心を解くためだ。ふわふわとして女の子らしい反面、彩佳には用心深いところもあって、男を見る目はシビアに思える。

　それだけに、彼女の身も心も手に入れるためには焦ってはいけないと感じた。上原はまったく色めいた態度を見せないことで精神的な余裕を演出し、彩佳が自分に心を許すときをじっと待ち構えた。

　もう少し時間がかかると予想していたが、先ほどの彼女は自分から「上原さんが好きです」と告白してきた。ならば迷うことは何もなく、上原は彩佳を伴い、こうして二人きりになれるところを訪れている。

　やがてエレベーターの上昇が止まり、電子音と共にドアが開いた。目的の部屋に入ると、彼女が目を見開き、声を上げる。

「わ、すごい……」

　室内はかなり広く、クールモダンなインテリアに観葉植物が映え、六十型の大きな液晶テレビやスタイリッシュな応接セットなどがラグジュアリーな雰囲気を醸し出している。

　彩佳が感心したようにつぶやいた。

「まるで一流ホテルみたいな内装ですね。部屋付きの露天風呂に内風呂はジェットバス、岩盤浴まであるなんて、かなり贅沢」

「女の子に人気みたいだよ。一応ラブホなのに外観はまったくそうは見えないし、ここまでの内装って他になかなかないから」

　すると彩佳がこちらを見上げ、拗ねたような顔で言う。

「ずいぶん詳しいんですね。この場所に来るまでの足取りに迷いもありませんでしたし、よっぽど来慣れてるんですか？」

「どうかな。何て答えれば満足？」

　逆に問いかけると、彼女は「……それは」と言いよどむ。上原は笑い、彩佳の身体を抱き寄せてささやいた。

「今の俺は、彩佳ちゃんしか見てないよ。この状況でそういうことを聞くのは野暮じゃない？」

　向かい合って髪に鼻先を埋めた瞬間、彼女がドキリとした様子で息を詰める。

　間近で視線が合ったのをきっかけに、上原は彩佳の唇を塞いだ。

「ん……っ」

　軽く吸い、合わせを舌でなぞると、彼女がわずかに口を開く。

　口腔に舌先を差し込んだ途端、ぬめる柔らかな感触がビクッと震えた。ゆるゆると絡ませ、少しずつキスを深くする。角度を変えながら貪る動きに、彩佳が喉奥から声を漏らした。

「……ぅっ……ん、……ふ……っ」

　何度も貪るうちに彼女の目が潤み、頬が紅潮する。

　ようやく唇を離すと呼吸が乱れていて、互いの間を唾液の透明な糸が引いた。上原は自身の濡れた唇をペロリと舐めて笑った。

「キスだけで赤くなっちゃって、可愛い。シャワーはどうする？」

「あ、入ります……」

「じゃあ、お先にどうぞ」

　彩佳がバスルームに姿を消し、上原はリモコンで部屋の照明のレベルを落とす。そしてコンビニボックスからペットボトルの水を取り出すと、一口飲んだ。

　やがてどのくらいの時間が経ったのか、バスローブ姿の彼女が戻ってくる。ベッドに座っていた上原は、微笑んで言った。

「──こっちおいで」

　歩み寄ってきた彩佳を自分の脚の間に立たせ、上原はその両手を握る。彼女が戸惑った様子で問いかけてきた。

「あの、上原さんはシャワーは……」

「俺はあとでいいかな。先に彩佳ちゃんに触りたいしね」

「あ……っ」

　腕を強く引いてベッドに押し倒すと、華奢な身体がスプリングで跳ねる。

　驚いた顔で息をのむ彩佳の上に覆い被さりながら、上原は自身のネクタイを緩めて言った。

「前回は落ち込んでる君にうんと優しくしてあげて、てっきり俺はそのままつきあえるかと思ってた。でも彩佳ちゃんは意外に手強いっていうか、簡単には落ちてくれなかったよな。だから余計に思ったんだ。──何が何でも、この子を手に入れたいって」

「……それは」

　何か言いかける彼女の唇に指先で触れ、それを遮る。上原はニッコリ笑って提案した。

「今日はちょっと、趣向を変えてみようか」

　そう言って上原は、おもむろに彼女のバスローブの紐を解く。そしてそれを彩佳の目を隠すように巻きつけ、頭の後ろで結んだ。

「……っ、何するんですか……!?」

　動揺して目隠しを剥ぎ取ろうとするのを、上原は腕をつかんで制止する。

　そのままベッドに彼女の両手を縫い留め、微笑んで言った。

「大丈夫、目隠ししただけだよ。ほら、視覚がないと感覚が鋭敏になるっていうだろ」

「でも……っ」

　なおも抗議しようとする彩佳の頬を撫で、上原はその唇を塞いだ。

「んぅっ……」

　突然の接触に驚いたのか、彼女の身体がビクッと震えた。

　口腔に押し入り、柔らかな舌を舐める。ぬめる表面をくまなく擦りつける動きに、彩佳が小さく呻いた。

　上原は角度を変えながら何度も口づけ、喉奥まで深く探る。混じり合った唾液を彼女が飲み下したところで、ようやく唇を離した。

「はぁっ……」

　上原は唇を滑らせ、彩佳の耳朶に触れる。

　形をなぞって耳の中に舌先をねじ込んだ途端、彼女が「あっ」と言って首をすくめた。首筋を唇でなぞり、肌を舐めながら、上原はバスローブから覗くきれいな胸のふくらみを手のひらで包み込む。

「ん……っ」

　やわやわと揉んだあと、ブラのカップをずらして胸の先端を露出させる。

　清楚な色のそれを舌先でつつくと、彼女が息を詰めた。そして上原の身体を押しのけようと腕を伸ばしてくる。

「待ってください……こんなの嫌です、わたし」

　残ったほうの手で目隠しを取るのを見た上原は、上体を起こす。

　彩佳はバスローブの紐を手にしたまま、わずかに怯えのにじんだ顔でこちらを見ていた。それを見下ろした上原は、小さく息をついて告げる。

「何で取っちゃうのかな。じっとしていられないなら、手を縛っちゃおうか」

「えっ？　ぁ……っ」

　上原は彩佳の身体をうつ伏せにし、自身の首からネクタイを抜き取る。細い両腕を後ろに回して手首をネクタイで縛ると、彼女が狼狽した声を上げた。

「じ、冗談やめてください。わたし、こういう趣味は……っ」

「痛いことはしないよ。ただちょっと不自由になってもらったほうが、気持ちよさが増すと思ってさ」

　解けてしまったバスローブの紐で再び目隠しをし、上原は微笑む。

　仰向けの体勢にしたところ、彩佳は腕を動かせず胸を突き出す形になることに戸惑っているようだった。背中に腕を回してブラのホックを外した上原は、ずらしたカップから胸を露出させ、その先端を口に含んだ。

「ぅっ、……ん……っ……」

　敏感なそこは、舐めるとすぐに芯を持って硬くなる。

　先ほど言ったとおり、上原は彼女に痛みを与えるつもりは微塵もなかった。たださんざん感じさせて、自分を欲しがるようにしたいだけだ。

　弾力のあるふくらみをつかみ、音を立てて胸の尖りを吸い上げるうち、彩佳の呼吸が乱れ始める。目が見えず、腕も拘束された状態で身体を嬲られるのは、どうやら初めてらしい。

　上原は舌先で乳暈をなぞりつつささやいた。

「硬くなってるよ、ここ。気持ちいい？」

「……っ、よくないです。こんな……っ」

「そっか。じゃあ、こっちはどうだろう」

　彼女の太ももは細く、すんなりとしている。

　そこを思わせぶりに撫で上げた上原は、脚の間に触れた。下着越しに秘裂をなぞると、そこはじんわり湿って熱くなっている。

「もう濡れてる。やっぱり彩佳ちゃん、感じやすいね」

「ち、違……ぁっ」

　クロッチの脇から手を入れ、直に秘所に触れる。

　蜜口に浅く指を埋めると、粘度のある水音が立った。くすぐるように動かし、わざと淫らな音を立てながら、上原は彼女の耳に吹き込むようにささやいた。

「ほら、やらしい音がしてる。──可愛い」

「あ……っ」

　割れ目に指を行き来させ、ときおり花芯を刺激する。

　愛液を纏った指で押し潰したり、弾いたりするうち、彩佳が切れ切れに声を漏らし始めた。ピンと勃って硬くなったそこを弄りつつ、上原は溢れ出た蜜を花弁全体に塗り広げる。そして上気した彼女の頬にキスをして言った。

「動けない分、敏感になってる感じがするだろ？　今日は彩佳ちゃんが欲しがるまで中には挿れないよ」

「……っ」

　上体をずらした上原は、彩佳の下着を脱がせて脚を大きく開かせる。彼女が太ももに力を入れて抵抗したため、微笑んで告げた。

「素直に感じたほうがいいよ、どうせ動けないんだし。それとも、うんと焦らされたい？」

　腕に力を込めて脚を大きく開かせると、花弁があらわになる。身を屈めた上原がゆっくりと舌を這わせた瞬間、彩佳が高い声を上げた。

「やっ……！」

　何度も舌を這わせ、上原は零れ出た愛液を舐め取る。

　白い太ももがビクビクと震え、彼女の声が次第に嬌声へと変わりつつあった。はだけたバスローブとずれたブラジャー、目隠しされた上に後ろ手で縛られている姿は煽情的で、シーツの上で身をよじる様はひどく淫靡に映る。

　上原は彩佳の脚の間に顔を埋め、舌で彼女を啼かせながら考えた。

（ああ、すっげーエロい。……たまんないな）

　目の前の身体は細く、形のいい胸や腰のくびれ、すらりとした脚が美しい。おまけに感じやすく声も反応も可愛いため、余計に啼かせたくてたまらなくなった。

「……はぁっ……ぁっ、……んん……っ」

　ざらついた舌の表面で花芯を押し潰し、蜜口から零れる愛液を啜る。

　視界が遮られて抵抗できない分、羞恥が強いのか、濡れ方が激しい。頃合いを見て身体を起こした上原は、彼女の胸のふくらみにキスをし、先端を口に含む。そして尖ったそこを舌で転がしつつ、蜜口から指を挿入した。

「んん……っ」

　襞を拡げて押し込まれる指を、内壁がきつく締めつける。

　一旦根元まで深く挿入した上原は、緩やかに抽送しながら手のひらで快楽の芽を押し潰した。すると中がビクッと震え、彩佳が高い声を上げる。

「あ……っ」

「声、可愛い。もっと出して」

「あっ、あっ」

　ぐちゅぐちゅと淫らな音を立て、上原は隘路を掻き回す。

　蠕動する襞が指に絡みつき、愛液の量が目に見えて増えて、彼女が感じているのがわかった。胸を吸われ、中を穿つのと同時に手のひらで花芽を刺激されるのがたまらないのか、締めつけが断続的にきつくなる。上原は笑みを含んだ声で言った。

「このままでも達けそうだけど、もしかして彩佳ちゃん、激しいほうが好き？」

「……っ」

「だったらもっといっぱい動かそうか」

　掻き回す動きを大きくし、抽送を激しくする。

　淫らな水音が立ち、彩佳の身体が逃げを打つようにのけぞった。構わずに指を動かし続けると、彼女の声が次第に切羽詰まったものになっていく。

「はぁっ……ぁっ……ん……っ……あ……っ！」

　内壁がビクッと震え、彩佳が達したのがわかる。

　熱い愛液がどっと溢れ出し、手のひらを濡らした。絶頂の余韻に震える隘路に指を埋めたまま、上原はゆるゆると抽送を続ける。そして息を乱す彼女の耳元にささやいた。

「気持ちよかった？　中、まだビクビクして俺の指に絡みついてる」

「……っ……もう、や……」

「彩佳ちゃんが欲しがるまで挿れないって、さっき言っただろ。俺はこうしてるのも充分楽しいけど、あと何回達けるかな」

　すると彩佳が、ぐっと唇を噛む。

　彼女はまだ体内を行き来している指に息を乱しながら、小さく言った。

「……て」

「ん？」

「挿れて、もう。早く……っ」

　半ば自棄くそのような言い方だが、その声音には切実な色がにじんでいる。

　上原は満足げな笑みを浮かべ、彩佳の体内から指を引き抜いた。そして彼女の手首を結んでいたネクタイを解き、目隠しのバスローブの紐も解くと、彩佳が泣きそうな顔でこちらを見つめる。

「ひどい……こんなの……」

「うん、ごめん。でも感じてただろ？」

　スラックスの前をくつろげた上原は、ポケットから取り出した避妊具を自身に被せる。

　今まで縛っていた細い手首をつかみ、詫びるようにそこにキスしたが、彩佳が頑なな様子でこちらを睨んできた。身を屈めた上原は汗ばんだ額にも唇を落とし、乱れた髪を優しく撫でたあと、間近で視線を合わせて唇を塞ぐ。

「うっ……ふ、……ん……っ……」

　熱っぽい舌を絡め、蒸れた吐息を交ぜる。

　そうしながらも硬く張り詰めた自身を花弁に擦りつけ、愛液のぬめりを纏わせた。彩佳が居心地悪そうに腰をずらそうとしているのに気づき、上原は笑って言った。

「駄目だよ、逃げちゃ。自分で『挿れて』って言ったんだから」

「んん……っ」

　亀頭を強く押しつけて割れ目を開き、探り当てた蜜口に切っ先をめり込ませる。

　そのまま腰を進めると、隘路が抵抗して痛いほどきつく締めつけてきた。彼女が眉根を寄せ、小さく呻く。

　濡れて狭いところに突き入れる感触に、上原は眩暈がするような快感を味わった。彩佳が喘ぎながらこちらの腕をつかみ、訴えてくる。

「……や、おっき……っ」

「彩佳ちゃんのいやらしい姿を見て、我慢してたからな。奥まで挿れるよ」

　上原は彼女の白い脚を押し広げ、腰を強く押しつける。

　屹立が根元まで埋まり、内襞が一分の隙もないほど密着して締めつけてきた。先端が最奥を捏ねた途端、中がビクッとわななく。一旦腰を引いて出口まで抜いた上原は、再び奥まで自身を押し入れた。

　彩佳が息をのみ、小さく声を上げた。

「んぁっ……！」

　剛直を受け入れた中がきつく収縮し、上原は奥歯を噛むことで強烈な快楽の波をやり過ごす。そして間髪入れずに腰を打ちつけ、律動を開始した。

「……っ……あっ……ん……っ」

　多少激しい動きをしても、既に二回達している隘路は従順に昂ぶりを受け入れている。

　狭いのに潤沢に濡れた内部は心地よく、ときおり蠕動したり、断続的に締めつけてくる動きがたまらなかった。上原は吐息交じりの声で言った。

「……すっごい。彩佳ちゃんの中、気持ちいい」

「……っ」

「いっぱい動いていい？」

　返事を聞く間もなく、上原は中を穿つ動きを激しくしていく。

　自身は着衣をほとんど乱していない状態で、はだけたバスローブと緩んだブラという恰好の彩佳を抱いている状況は、ひどく卑猥だった。

　腰をつかんでずんと深くを突き上げると、彼女が嬌声を上げる。擦られる刺激に内部は次第に潤みを増し、ぬかるんだ接合部が動くたびに水音を立てていた。

　ぬるつく襞に絡みつかれ、根元まですべて包み込まれる感覚に、上原は得も言われぬ悦楽をおぼえる。彩佳が腕を伸ばし、こちらの手に触れながら切れ切れに訴えてきた。

「ぁっ……また、達っちゃう……っ……」

「ん？　いいよ、好きなだけ達って」

　昂ったもので彼女の体内を突き上げつつ、上原は笑って言った。

「中、濡れてぬるぬるしてる。『嫌だ』とか言いながら結局感じてるんだから、彩佳ちゃん、結構苛められるの好きなんじゃない？」

「違……そんなこと……っ」

「俺は君みたいな子、好きだよ。強情なのに快楽に弱くて、何だかんだで結局感じちゃう。意地っ張りで、すごく可愛い」

　それを聞いた彼女が顔をこわばらせ、何ともいえない表情になる。上原は微笑んで告げた。

「──そろそろ達くよ」

「ぁっ……！」

　彩佳の膝裏をつかんで大きく脚を開かせた上原は、激しく腰を打ちつける。

　心拍数が上がり、身体がじんわりと汗ばんでいく。ぬめる襞に吸いつかれる感覚が心地よく、どんどん射精感が高まって律動を止めることができない。

　覆い被さり、細い身体を抱きしめて身体を密着させながら奥を穿つと、わななく内壁がきつく締めつけてきた。上原の二の腕をつかんだ彼女が、悲鳴のような声を上げる。

「……っ……も……っ、……あ……っ……！」

　切っ先で最奥を強く抉った瞬間、ビクビクッと中が収縮して彩佳が達したのがわかった。

　のけぞる身体を抱きしめ、二度、三度と激しく突き上げた上原は、彼女の体内に根元まで自身を埋めて射精した。

「……っ」

　剛直が脈打ち、避妊具の中にドロリとした欲情を吐き出す。

　搾り取るように蠢く隘路で熱を放つのは、腰が溶けるくらいに心地よかった。彩佳が荒い呼吸をしながら身体を弛緩させていき、上原はそんな彼女の唇を塞ぐ。

「……ぅっ……ふ……っ」

　舌を絡め、快楽の余韻を分かち合う。さんざん貪って唇を離した上原は、上気した顔の彩佳を見つめて微笑んだ。

「……可愛かった」

「…………」

　上原と目が合った彼女が、複雑な表情をする。そして口を開き、何かを言いかけた。

「上原さん、わたし……」

　それきり言葉を途切れさせた彩佳に、上原は「ん？」と問い返す。

　彼女はしばらく言いよどんでいたものの、やがて小さく答えた。

「…………何でもないです」





　　　＊　＊　＊






　結婚式は週末に行われることが圧倒的に多く、週の後半になると担当プランナーや関係部署は忙しくなっていく。

　それ以外のプランナーはといえば、いつもどおりに客と打ち合わせをしたり、事務仕事をこなしたり、フェアの企画を考えたりと、やはりそれなりに忙しい。

　金曜の午後、打ち合わせの合間に自分のデスクで書類作成をこなしていた彩佳は、疲れをおぼえて小さく息をついた。

（はあ、気持ちが滅入る……。こんなふうに鬱々としていたら、接客にも差し支えるのに）

　ふと自分の手首が目に入り、そこをネクタイで縛られたのを思い出す。二日前の夜、彩佳は上原賢人に再び抱かれてしまった。

（途中まではよかったんだよね、わたしはあの人の告白を受け入れるつもりで会ったんだし。……でも）

　寿司屋のあとに行ったクラブで、彩佳は二人の外国人にナンパされた。

　言葉がわからずに怖くなったときに上原が助けてくれ、彩佳の中で彼への好感度は上がった。こうして頼りがいのある男性となら、恋人になっても上手くやっていけるに違いない──そう考え、「上原さんが好きです」と告白してホテルに行ったものの、そこで上原が見せたのは前回とは違う顔だった。

　初めて抱き合ったときは極めて優しかった彼だが、二度目の一昨日は彩佳の両手を縛り、目隠しして事に及んだ。痛みを与えることはなかったものの、そうした行為をされた経験のない彩佳は驚き、ひどく動揺した。

（最初にしたときは優しかったから、まさかあんなことする人だとは思わなかった。もしかして、あっちのほうが素の上原さんなの？）

　彼の言うとおり、視界を遮られて上手く身体を動かせない分、ひどく感じてしまったのは否めない。

　だが彩佳の中には、気持ちを置いてきぼりにして彼のいいようにされたことに対する戸惑いがあった。ああいうプレイが普通のカップルの間でも行われているのは、よくわかっている。でも身体を拘束する以上、互いの合意を前提にしたものでなくてはいけないはずだ。

　少なくともあの場では彩佳は一切同意しておらず、突然あんな真似をする上原を「怖い」と思った。

（わたしが気にしすぎなの？　でもあのときの上原さんは、恋人に対する態度っていうより、どっちかというとわたしを玩具にしたみたいに思えた……）

　彩佳が落ち込んでいるのは、彼の気持ちがわからなくなったからだ。

　上原はこちらの告白に対して「うれしい」と答えたものの、抱き合っている最中に「俺は君みたいな子、好きだよ」「強情なのに快楽に弱くて、何だかんだで結局感じてしまう部分が可愛い」と語った。

　そこにはまんまと自分の手の内に落ちてきた彩佳を揶揄するような響きがあり、だからこそモヤモヤしてしまうのかもしれない。

（そうだ。最近は優しかったから忘れてたけど、わたし、上原さんの言葉に毒を感じることがあったんだよね。もしかしたら穏やかで人当たりがいいのは表向きだけで、いきなり目隠しとか拘束するあの人のほうが本当なの……？）

　初めて抱き合って以降に始まった彼のアプローチは、性的な接触がない分、とても真面目で誠実に感じた。

　しかし一昨日の上原を目の当たりにした途端、彩佳は心の中に芽生えた恋愛感情に冷や水を浴びせられた気持ちになった。彼が一筋縄ではいかない人物に思えて、どこか得体が知れず、尻込みしたくなる。

（こんなふうに思うのって、失礼かな。わたしたち、つきあい始めたばかりなのに）

　急に気持ちが萎縮してしまった理由は、彩佳がこれまで危ない目に遭ったことがないからかもしれない。

　大学教授の娘として生まれ、両親から溺愛されて育った彩佳は、今まで苦労とは無縁で生きてきた。フェミニンな容姿で合コンでは人気が高く、異性からはちやほやされるのが当たり前で、恋愛において主導権を相手に渡したことは一度もない。

　それだけに、やんわりとしながら強引な上原の抱き方は、彩佳を戸惑わせるのに充分だった。一昨日、行為が終わったあとの彼は優しかった。一緒にシャワーを浴びて身体を洗ってくれ、別れ際には「またね」と言って彩佳に触れるだけのキスをして、恋人らしい甘やかな視線を向けてきた。

　その様子にホッとしたものの、あれから彩佳はずっと憂鬱な気持ちのまま過ごしている。自分から彼に連絡する気にはなれず、メッセージは送っていない。上原のほうからも何もアクションはなく、彼が今どういう気持ちでいるのかもわからなかった。

（これから上原さんと、どういうふうにつきあっていけばいいんだろう。あんなふうに縛ったりするのは嫌だって言ってみる？　それとも、つきあう話自体をなかったことにする……？）

　向こうから連絡がない事実が、彩佳を余計に不安にさせている。

　だがもし上原が自分に本気ではなく、だからこそ連絡を寄越さないのなら、今がフェードアウトするチャンスなのではないか。そんな考えも、ときどき頭をよぎっていた。

　彩佳は気持ちを切り替え、目の前の仕事に集中する。データ入力を黙々とこなし、見積書を作成し、ブライダルフェアのＤＭを封筒に詰めたあと、夕方から担当する新郎新婦の打ち合わせに臨む。

　やがて午後八時半、仕事を終えた彩佳は退勤した。廊下を行き交うスタッフに挨拶し、更衣室で身支度して社員用通用口から外に出て歩き出したところで、ふいに横から声をかけられる。

「──彩佳ちゃん」

　驚いて顔を上げると、ホテルのエントランスの横に上原が立っている。

　仕事帰りらしくスーツ姿の彼を見つめ、彩佳は呆然とつぶやいた。

「上原さん、どうして……」

「さっき仕事が終わって、待ってたんだ。彩佳ちゃんもそろそろ終わるかと思ってさ」

「でも、メッセージは何も……」

　先ほどスマートフォンを確認したとき、上原からのメッセージはなかった。彩佳がそう言うと、彼があっさり答える。

「黙って来ちゃいけなかった？　俺と彩佳ちゃんは、つきあい始めた仲なのに」

「そ、それは」

　彩佳は戸惑い、言いよどむ。

　二日前のでき事が引っかかっていた彩佳は、このまま上原から連絡がこなくてもいいような気がしていた。彼が自分に本気ではなかったのなら、それで構わない。そうして緩やかにフェードアウトできたら──そう考えていたのに、突然会いに来られて動揺している。

　すると上原が、微笑んで言った。

「もしかして、この二日間連絡しなかったのを怒ってる？　ちょっと京都に出張してて、忙しくて連絡ができなかったんだ。何か誤解してるかもしれないけど、俺が彩佳ちゃんとつきあいたいと思う気持ちに嘘はまったくないよ。アプローチし始めたときより今のほうが、ずっと君に執着してる」

　彼の瞳には甘やかな色があり、こちらに愛情を抱いているかのように見える。彩佳はモヤモヤしながら考えた。

（信じてもいいの？　この人が本当にわたしを好きだって）

　確かにこれまでの上原の優しさや、ベッドで拘束はしたもののこちらの身体は傷つけなかったことを考えると、自分は少し過剰反応しすぎたのかもしれない。

　そう結論づけた彩佳は、彼を見上げて答えた。

「怒っては……いません。二日間連絡がなくて、ちょっと不安になっただけで」

「うん、ごめん。お詫びに奢るから、飲みに行こう」

　ごく自然なしぐさで手を繋がれ、彩佳の胸がきゅうっとする。大きくて硬い手の感触、乾いたぬくもりに、心の中にあった不安がじんわりと溶けていくような気がした。

　近場にあるスペイン料理店に入り、ワインで乾杯する。彩佳は向かいに座る上原に問いかけた。

「上原さんの仕事って、国外と国内の出張、両方あるんですね」

「うん。今月はまだ忙しくないほうで、それでも国外は上海とタイ、合わせて九日間の出張があったし、国内は移動日も含めて四日かな。日系企業を担当してるから、国内の出張もあるんだ」

　日数的には月の三分の一を海外に行っていることになるが、商社マンとしては至って普通だという。忙しい時期は月に二十日以上の出張が三ヵ月続くこともあるのだといい、彩佳は驚いて言った。

「それって、ほとんど駐在員みたいなものじゃないですか」

「そうだね。滅多にないことだけど、あのときは体力的にかなりつらかったな」

　休日出勤は海外への移動日や多忙なときに三日ほどあり、接待は社内会食を含めて月六回ほどだが、これでも昔に比べると激務度が下がってきているらしい。

　それを聞いた彩佳は、目を伏せて考えた。

（そんなに忙しいのに、これまでは頑張ってわたしと会う時間を作ってくれてたんだよね。二日連絡がないだけで「不安だった」なんて言って、何だか悪いことしちゃった）

　そんなこちらの気持ちを察したのか、上原が苦笑して言った。

「時間は自分でやりくりして作るものだから、連絡せずに彩佳ちゃんを不安にさせたのは俺の落ち度だよ。本当にごめん」

「そんな……わたしのほうこそ、ごめんなさい。上原さんの事情も考えずに、勝手に拗ねたりして」

　それを聞いた彼は、ニッコリ笑って言った。

「彩佳ちゃんって、素直だよな。すぐに謝れるし、言動に育ちのよさがにじみ出てる」

「そうですか？」

「うん。お父さんは大学教授で、お母さんは専業主婦だっけ。二人とも一人娘の君を溺愛してるって、うちの父親が言ってた」

　彩佳と上原の父親は、大学時代の先輩と後輩の仲だ。

　彩佳の父の研究室と上原の父親が勤務する会社が共同研究をしており、その関係から以前彩佳の見合いがセッティングされた。相手は上原でもよかったはずだが、彼の父親が「自分の甥っ子が歯科医をしていて、いずれ実家のクリニックを継ぐ」と話した途端、彩佳の父がそれに飛びつき、上原の従兄弟である大河内貴哉が紹介される流れになったらしい。

　彩佳はワインのグラスを置いて言った。

「うちの父が大河内さんとの縁談を望まなかったら、もしかしたらわたしは上原さんとお見合いしていたのかもしれませんね。……そう思うと、何だか不思議」

「ああ、確かにね。そういう可能性はあったかもな」

　大河内と破談になったあとの彩佳がかなり落ち込んでいたことから、父の中の見合い熱は一旦治まったようだ。上原とつきあい始めたと知ったら、きっと彼は驚くに違いない。

　アサリとムール貝の白ワイン蒸しやイカ墨のパエリア、蛸のガリシア風に舌鼓を打ち、外に出る。彩佳はこのあとのことを想像して落ち着かない気持ちになったものの、上原はあっさりタクシーに乗り込み、自宅まで送り届けてくれた。

　走り出して約十分、もう少しで到着するという頃、タクシーの後部座席に並んで座った彼がふと思い出したように言う。

「──そういえば俺、近々引っ越すんだ」

「えっ？」

「今までは実家暮らしだったんだけど、三十歳にもなっていつまでも親元っていうのもどうかと思ってさ。中央区のマンションを契約してて、引っ越しは来週の土曜を予定してる」

　上原は彩佳に向かって提案した。

「よかったら手伝ってもらっていいかな。もしその日に用事があれば、断ってくれて構わないけど……あ、彩佳ちゃんは仕事か」

　彩佳は「ちょっと待ってください」と言い、スマートフォンでシフトを確認する。

　するとその日は、たまたま休みであることがわかった。週末は出勤することがほとんどなため、これはかなりレアだ。

「大丈夫です。その日はちょうど休みで、予定は何もないので」

　彩佳が顔を上げて答えると、それを聞いた彼がチラリと微笑む。

　ちょうど自宅付近に差しかかったタクシーの中、上原は機嫌のよさそうな声で言った。

「そっか。じゃあ休みのところ悪いけど、お願いするよ」








第六章









　一般に商社は激務だと言われるものの、一昔前よりは幾分楽になっている。

　現在は国の指導で働き方改革や時間外労働規制に取り組む必要があり、商社マンの働き方にも若干の変化が出ていた。

　それでも、上原は今月の一週目は五日間のタイ出張、二週目は工場の視察とプレゼンを兼ねた三日間の国内出張、三週目は上海に四日間、帰ってきたその足で国内出張二日間と、多忙な毎日を過ごしている。

　しかし今週は社内の仕事が主で、久しぶりにゆっくりできる期間だ。週末の二日間は、新居への引っ越しを予定している。

　木曜の夕方、オフィスの自分のデスクで事務処理をしていた上原は、上司の江え藤とうから声をかけられた。

「上原、五時半にはここを出るぞ」

「了解です」

　会社にいるときは近隣の取引先を訪問したり、プレゼン用の資料を作成したり、社内の他部署との打ち合わせをしているが、今日は取引先のパーティーに招かれている。

（面倒だけど、仕方ないか。何時に帰れるかな）

　街中の大きなホテルで行われるのは、Ｂ社の創業五十周年記念パーティーだ。社長を始めとした重役に挨拶するのがメインだが、他の招待客と誼を通じる絶好の機会となる。

　かくして上原は、午後六時に上司とＰホテルを訪れた。会場内はきらびやかに装飾され、着飾った人々がグラスを手に笑いさざめいている。ケータリングが充実していて、シェフの実演もあってにぎわっていた。

　まずはパーティーの主宰である社長に祝辞を述べ、重役たちにも挨拶する。そのあとは会場内にいる招待客に声をかけ、名刺を交換して雑談に興じるうち、約一時間が経っていた。

　やがて江藤が、「ちょっとトイレに行ってくる」と言って中座する。壁際に立ってシャンパンのグラスに口をつけた上原は、小さく息をついた。

（目ぼしい客には、もうだいたい挨拶できたかな。Ｄ社の田た口ぐち専務に会えたらと思ってたけど、来てないのか）

　通りかかったウェイターに空いたグラスを渡した上原は、腕時計で時間を確かめる。

　そのときふいに「あの」と声をかけられ、反射的に顔を上げて返事をした。

「はい？」

　目の前に立っているのは、透け感のあるボタニカル柄のパーティードレスに身を包んだ、細身の女だ。

　袖口とウエストにあしらわれたベロア素材がアクセントになっており、果実を模した赤い大ぶりなピアスがビビッドな色味を添えている。緩く纏めた髪やクラッチバッグ、手首のバングルが艶やかで、ほっそりした体型と整った顔立ちがまるで女優のような雰囲気を醸し出していた。

　一瞬誰かわからなかった上原だが、ふいに一人の人物に思い当たり、みるみる顔色を変える。彼女が笑って言った。

「あなた、賢人よね？　私のことを覚えてるでしょう、千ち尋ひろよ」

「────」

　驚きのあまり、言葉が出てこない。

　まさかこんな仕事絡みのところで再会するとは思わず、呆然と目の前の女を見つめることしかできなかった。彼女が微笑んで言った。

「今は結婚して、竹たけ下したっていうの。ああ、あのときの話し合いで、もう知ってたわよね。今日は夫と一緒にここに来たのよ」

　上原は黙して答えなかったが、千尋は再会がうれしかったのか一人で話し出す。

「こうして会うの、久しぶりよね。十三年ぶりくらい？　あの頃もあなたは整った顔をしていたけど、今はすっかり大人になった感じ。落ち着きとか、色気が出て」

「…………」

「ね、名刺を交換しましょ。私、一応会社役員ってことになってるの。特に何もしてないけど」

　彼女はクラッチバッグを開け、中から名刺ケースを取り出そうとする。そこで五十代とおぼしき男性が、こちらに気づいた様子で声をかけてきた。

「上原くんじゃないか、このあいだはどうも。それに竹下さん、お久しぶりです。今日はご主人は？」

「あちらで話しておりますの。私はお話についていけなくて、ちょっと疲れてしまって」

　顔見知りの取引先の男性は、どうやら千尋のことも知っているらしい。第三者が来たのを幸いと、上原は自然なしぐさで胸ポケットに手を入れながら言った。

「すみません。電話が入ったようなので、ちょっと失礼します」

　二人に向かって会釈し、上原は人混みを縫って会場を出る。

　廊下を大股で歩き、男性用化粧室に入ったところで、ようやく詰めていた息を吐いた。

（何でこんなところで会うんだ、……彼女に）

　胸に渦巻くのは、ドロリとした苛立ちの感情だ。普段の上原は感情を上手くコントロールできているが、先ほどは不快感を顔に出さないだけで精一杯だった。

　彼女が言っていたとおり、自分たちが再会したのは十三年ぶりになる。当時は高校三年生で、千尋はその四つ年上の二十二歳と若かったが、彼女は上原の中に消えないトラウマを残していた。

（……落ち着け。さっきは偶然顔を合わせてしまったけど、これ以上関わらなければいいだけだ）

　深く息を吐き、上原は平常心を取り戻す。

　五分ほどして会場に戻ると、見える範囲に千尋の姿はなかった。それから三十分ほどしてパーティー会場のホテルを出た上原は、駅で江藤と別れて帰宅する。

　時刻は午後八時半と早く、いつもなら飲みに行くところだが、数日後に引っ越しを控えているため荷造りをしなければならなかった。

　スーツから部屋着に着替え、たくさんの段ボールと物で溢れた室内で、箱詰めやいらないものの選別を行う。やがて午後十時になり、ふとメッセージの着信音が鳴ったのに気づいた上原は、スマートフォンを手に取った。

（……あ）

　ディスプレイに表示されていたのは、実名登録が必須のＳＮＳの友達申請の通知だ。

　タップしてみると送信者は〝竹下千尋〟となっており、上原は顔をこわばらせる。どうやら彼女はＳＮＳでこちらの名前や出身地を検索し、友達申請をしてきたらしい。

　プロフィールを確認するとアイコンは確かに千尋で、上原は即座にそのアカウントをブロックした。

（どういう神経してるんだ、あの女。ぬけぬけと俺に友達申請してくるなんて）

　上原の中には、彼女と交流を持つ気は微塵もない。こうして接触を図られるのは迷惑だった。

　結局日付が変わる時刻まで荷造りを進め、翌日は朝八時半に出勤する。そして営業アシスタントの坂さか本もと理り沙さに声をかけた。

「坂本さん、Ｋ社の納期ってどうなってる？」

　営業アシスタントは上原のような外勤と取引先の間に立ち、業務が円滑に進むようサポートするポジションだ。

　取引先との電話対応を始め、受発注業務に関する計上処理や納期と在庫の管理、請求書や納品書の作成などを行っている。坂本が自身のパソコンを開いて答えた。

「Ｋ社さんは七月一日に希望納入ですが、仕入れ先のＧ社さんは十日に納入希望なので、現在調整中です」

「そっか。Ｋ社の工場から連絡があって、『例の資材はいつ届くのか』とか、『輸入許認可の有効期限内に輸送手配できるのか』とか、しつこく催促されちゃったんだ。Ｇ社のほうに、早めに納入できるように掛け合ってくれたら助かる」

「わかりました」

　商社とは、〝モノを仕入れて売る〟というシンプルな貿易商売だ。

　営業マンは商品がどの国で生産されてどの程度需要があるかの市場調査、今後の市場動向や、「どこから買って、どこに売れば儲かるか」という仮説の構築、取引先の財務状況の調査やプレゼンと交渉、契約するに当たっての主要条件の設定、納入に至るまでのオペレーションや代金回収まで、一人ですべてこなさなくてはならない。

　与信調査や契約実務のアドバイスはバックオフィス部門の支援があるものの、基本的には自分で動かなければならず、複数の案件を扱っていると事務処理に追われるのが日常だった。

　デスクワークをする傍ら、シンガポールやインドの会社と電話でやり取りをしたり、社内の打ち合わせに参加するうち、一日が過ぎる。やがて午後八時に仕事を切り上げた上原は、パソコンの電源を落として立ち上がった。

「お先に失礼します」

「お疲れさん」

　残っている面々が挨拶する中、オフィスを出た上原は、廊下を歩きながらスマートフォンを取り出す。そして画面を開きながら考えた。

（早く終わったけど、このあとは帰って荷造りをしないと。明日は引っ越しだし）

　普段なら仕事が早く終われば彩佳に連絡するところだが、今週は残業や接待、取引先のパーティーが続き、先週の金曜を最後に彼女に会えていない。

　つい最近つきあい始めた彩佳の顔を思い出し、上原はわずかに頬を緩める。初めて彼女と身体の関係を持ったのは先月の半ばだったが、その後は恋愛へと発展させるべく、半月ほどプラトニックなつきあいが続いた。

　しかし約十日前、彩佳は「上原さんが好きです」と言い、こちらの告白を受け入れる意向を示した。晴れて恋人となった彼女と上原はホテルに行ったものの、そこでつい意地の悪い抱き方をしてしまった。

　あのときの彩佳の反応を思い出し、上原は目を伏せる。

（いきなりああいうプレイをするのは、ちょっとやり過ぎだったかな。……現に彼女は、あれから二日間俺に連絡してこなかったし）

　突然の目隠しと拘束に、彼女はかなり動揺していた。

　身体は傷つけず、快感を与えることに専念したために結局は感じていたが、二日後に会った際はこちらに腰が引けていたのがありありとわかった。

（ああいう抱き方が俺の独占欲の裏返しだって言ったら、彼女は一体どんな顔をするんだろう。……やっぱり引くよな）

　彼女は不安になっていたようだが、上原はちゃんと彼女が好きだ。

　しかしその反面、「どうせつきあっても、いつかは別れるに違いない」という諦めに似た感情が常に心の中にある。

　気持ちが永遠ではないことを知っているからこそ、あの日のように拘束して抱きたい。相手を執拗に感じさせて自分を求めるようにしなければ、満足できない──上原の恋愛観は、そんなふうに歪んでいた。

（あの子はわりと気が強い部分があるから、加減をしないとすぐに「別れる」って言い出すかもな。意外に考え方がしっかりしてるし）

　初めて彩佳に会ったとき、上原は彼女に対して〝あざとい〟という印象を持った。

　ふわふわとした可愛らしい容姿や、それを引き立てる清楚なファッション、作り込んでいながらナチュラルに見えるメイクと愛想のよさは、〝男にどう見られるか〟という計算で成り立っている。

　当時の彼女は見合い相手である大河内にぞっこんで、「何としても彼を落としたい」という意欲に満ち溢れていた。結局見合いは破談になり、彼が彩佳の先輩である香坂早月とつきあい始めたあとは、しばらく失恋の痛手を引きずっていたように見えた。

　それにつけ込むようにアプローチを開始した上原は、当初「きっとすぐに落ちるだろう」と高をくくっていた。しかし意外にも彼女は首を縦には振らず、「次につきあう人とは、結婚を考えているので」と堅実な考えを示した。

　上原が本当の意味で彩佳に興味を持ち始めたのは、その頃からだったかもしれない。女の子らしい見た目とあざとさがあり、ときにナンパしてくる男を手玉に取って悦に入る反面、彼女は勢いで交際を決めたりはせず、自分の頭で考えて物事を判断している。

　一方で、愛されて育ったがゆえの天真爛漫さと健やかさがあり、一緒にいるときの屈託のない笑顔や無邪気さは本物で、そんな彩佳と過ごす時間はいつしか上原にとって楽しいものとなっていた。

（だから──）

　だから彼女に好きになってもらうべく、プラトニックなつきあいで誠実さをアピールした。

　その努力が実り、「上原さんが好きです」と言われたときはうれしかったが、同時に不安にもなった。

（もしかすると、彩佳ちゃんは俺の本質を見抜いているのかもしれない。爽やかなふりをしながら実際はつきあう相手の気持ちを信じられず、意地の悪い言動をする人間だって）

　最初に「上原さんって、性格悪いですよね」と言っていたのがその証だ。

　上原の言葉の端にときどき見え隠れする毒に、彼女は気づいている。普段は極力出さないようにしているが、ああいうことを言うのなら彩佳の中にきっと何か引っかかる部分があるのだろう。

　自分の本性を知られたくないという思い、そして「彩佳とも長続きしないに違いない」という後ろ向きな思いで、上原は憂鬱になる。だが彼女を手放したくないという気持ちも確かにあり、八方塞がりになっていた。

　ため息をついた上原はエレベーターで一階に下り、外に出る。空には重い雲が立ち込めていて、湿った空気の中に埃っぽい匂いが混じり、今にも雨が降ってきそうな気配だった。

　駅に向かうべく往来に出た上原は、ふと歩道の脇に一人の女が佇んでいるのに気づく。人待ち顔で立っていた彼女は、こちらを見て声を上げた。

「あ、やっと来た。そろそろ出てくる頃かと思って、待ってたの」

「……っ」

　そこにいたのは、竹下千尋だった。

　彼女は白のアンサンブルに花柄のフレアスカートを合わせた上品な装いで、耳元のピアスと籠バッグが優雅な雰囲気を醸し出していた。昨日とは違って長い髪を下ろしているところが、ひどく女っぽく見える。

　上原は驚き、彼女に問いかけた。

「どうして、ここに……」

「昨日、私たちが話しているところに割り込んできた秋あき山やまさんに聞いたの、あなたがこの会社に勤めてるって。Ｊ商事は専門商社で、業界内では大手でしょう？　いいところに勤めてるのね」

　千尋は微笑み、上原を見上げて言った。

「せっかくＳＮＳで見つけて友達申請したのに、ブロックするなんてひどい。今日はどうしてもあなたと話したくて、ここに来たのよ」

　彼女は現在三十四歳のはずだが、同年代の女性と比べて格段に美しい。

　肌は手入れが行き届き、その美貌はかつて雑誌の読者モデルをしていた頃と遜色なく、二十代と言っても通用するように思える。

　しかし上原の心の琴線には、まったく触れなかった。むしろ嫌悪しか感じず、千尋に向かって押し殺した声で告げる。

「悪いけど、話すことは何もないよ。待ち伏せされても迷惑だから、帰ってくれる？」

　そのまま横を通り過ぎようとしたものの、彼女は咄嗟にこちらの腕をつかんで言った。

「待って。ねえ、昔のことをまだ怒ってるの？　確かにあれは私が悪かったし、賢人が怒るのも当たり前よ。反省してるわ、ごめんなさい」

「…………」

「でももう十三年も前のことなんだから、仲直りしない？　あの頃はお互い若かったけど、今はもう大人でしょ。昔よりいい関係になれると思うの」

　上原はじわりと苛立ちをおぼえ、千尋を見る。

　彼女は十三年前にいざこざがあり、それ以来会っていなかった相手だ。こちらに一切非はなく、むしろ騙された形だったのに、千尋の口ぶりではまるで取るに足らない小さなでき事のように聞こえる。

（ふざけるな。謝れば昔の禊は済んで、仲良くやれるって？　まさか自分にそれだけの価値があると思ってるのか）

　既婚者でありながらこちらに粉をかけてきているのなら、相当面の皮が厚い自信家ということだ。押し黙る上原に対し、千尋が微笑んで言った。

「ね、今はどこに住んでいるの？　私は車で来たから、家まで送ってあげる。それともこれから飲みに行く？」

「どっちも断る。用事があるから、じゃあ」

　にべもなく告げた上原は、彼女の手を振り払い、駅に向かって歩き出す。

　苛立ちがふつふつとこみ上げ、気づけばきつく拳を握りしめていた。地下に行くエスカレーターに乗ってチラリと後ろを振り向いたところ、千尋の姿は見えず、安堵する。

　詰めていた息を吐いた上原は、やるせない思いを持て余して顔を歪めた。

（何なんだ、今さら。あんなでき事があったのに、平然と俺に会いに来るなんて）

　しかもわざわざ職場まで来て、外で待ち伏せをしてまでだ。

　その言動から彼女が現在の自分に興味を持っているのがわかり、上原は不快感を押し殺す。今さら千尋と接触を持つつもりは微塵もなく、こうして押しかけられるのは迷惑だ。何よりそれは、以前と同じ轍を踏むことに他ならない。

（ＳＮＳはブロックしたけど、また待ち伏せなんてされたら面倒だな。……どうするか）

　──自分の中では、もうとっくに過去のことになったと思っていた。

　だが千尋と再会した途端、かつてのでき事が生々しく脳裏によみがえって、上原は憂鬱な気持ちになる。

　彼女との出会いは、十三年前に遡る。高校二年の一月、上原は街で逆ナンパされたことをきっかけに彼女ができた。

　新にっ田た千尋という名の彼女は四つ年上の二十二歳で、市内の私大に通う大学四年生だった。人目を引く美貌とスラリとしたスタイルを持つ千尋は雑誌の読者モデルをしており、大学のミスコンでも優勝経験があって、上原にとって自慢の交際相手だった。

　年上だが甘え上手な彼女は可愛らしく、七ヵ月ほどは円満な交際が続いた。だが上原が高校三年生の夏に、事件は起きた。

　当時の千尋は社会人として電機メーカーに勤務していたが、しばらく連絡が取れない日が続き、上原は不審に思っていた。ある日学校が終わって暗くなってから帰宅すると、家の前に黒塗りの車が停まっていた。

（来客かな。……こんな時間に、珍しい）

　そう思いながら玄関に入ると、女物のパンプスと男物の革靴が揃えて置かれており、上原は内心首を傾げた。

　するとリビングから出てきた母親が「賢人、ちょっといらっしゃい」と声をかけてきて、呼ばれるまま室内に入った上原は、驚きに目を瞠った。

　そこにいたのは、千尋と見知らぬスーツ姿の男性だった。男性は仕立てのいいスーツを身に纏い、三十代くらいに見える。二人の向かいには上原の父親が座っていて、難しい顔をしていた。上原は千尋に問いかけた。

『千尋さん、どうして俺の家に……隣の人は？』

『…………』

　彼女は上原と目を合わせようとせず、終始うつむいていた。

　母親が「あなたも座りなさい」と言い、上原は困惑しながら父の隣に腰を下ろした。テーブルの上には、とある建設会社の部長の肩書がついた名刺が置かれている。

　男性がこちらを見つめ、口を開いた。

『上原賢人くんですね。僕は竹下正まさ樹きといいます。──千尋の夫です』

『夫？』

　呆気に取られ、上原は目の前の二人を交互に見つめた。

　千尋が結婚したなんて、聞いていない。そもそも彼女は、自分の交際相手のはずだ。そう混乱する上原に対し、彼──竹下が淡々と告げた。

『僕と千尋は四ヵ月前、彼女が大学を卒業したあとに入籍しました。その前に、一年半ほど交際しています』

『…………』

『二ヵ月ほど前から千尋の行動を不審に感じることがあり、興信所に調査を依頼していました。すると君と頻繁に会い、ホテルに行っていたことが判明した。これがその証拠の写真と報告書です』

　目の前に置かれた封筒の中には、上原が千尋と一緒にいるところ、そして二人でホテルに入っていく様子を撮った写真が何枚もあった。

　竹下が上原の父親を見つめ、言葉を続けた。

『彼女は僕の妻ですので、これは正真正銘の不貞行為です。報告書を受け取った僕は、事の真偽を妻に問い質しました。すると彼女は、驚くべきことを告白した。──数ヵ月前、繁華街で道を尋ねてきたご子息にホテルに連れ込まれ、レイプされたと。そして恥ずかしい写真を撮られ、それを盾に繰り返し関係を強要されていたのだというのです』

　彼の話はあまりに荒唐無稽で、上原は思わず絶句し、それは両親も同様だった。

　静まり返ったリビングで、竹下の隣に座る千尋が顔を覆って啜り泣きを始めた。彼はその様子を痛ましげに見やりながら言った。

『事実ならば、許しがたい行為です。しかしご子息はまだ高校生で、親の監督下にある。ですからこうしてご自宅を訪問し、ご両親とお話をしに参った次第です』

『お待ちください、それは事実なのでしょうか。本当に息子がそんなことを……？』

　母親が動揺して声を上げるのを制し、父親が口を開いた。

『突然のお話で、わたくしどもも混乱しております。ですが妻の言うように、竹下さんのおっしゃったことが事実かどうかを確認する必要があります』

　父親は上原に対し、彼女とはどういう関係なのかを問い質してきた。

　上原は「自分と千尋は、恋人同士の関係だ」と正直に答えた。一月に街中で彼女のほうから声をかけられ、それをきっかけに交際に発展した。以来七ヵ月間、恋人としてつきあってきたのだと。

　するとそれを聞いた千尋が、啜り泣きながら「嘘です」と言った。

『私、ずっと脅されてきたんです。最初に無理やりされて、そのあとも関係を強要されて。言うことを聞かなければ、私の裸の写真や行為中の動画をネットで拡散する。それだけじゃなく、夫の元にも送ると言われました』

　彼女は夫に知られるのが怖くて、ずっと上原の言いなりになっていたのだと語った。上原は信じられない思いで、千尋に向かって言った。

『どうしてそんな嘘……俺と千尋さんは、普通につきあってる関係だったはずだろ。それなのに』

　彼女は頑なにこちらを見ようとせず、それを目の当たりにした上原は、じわじわと事の次第がのみ込めてきていた。

（千尋さんはきっと……二股をかけてたんだ。この男と一年半つきあって結婚したんなら、俺との関係は最初から遊びだったことになる。怪しんだ旦那に興信所を使って調べられて、浮気がばれたから──それで）

　不貞が明るみに出た千尋は、自らの保身のため、上原をスケープゴートにすることに決めたに違いない。

　頻繁に会っていたのは上原に脅されていたからで、自分はまったく悪くない。決して浮気などしていない──そう夫に信じ込ませることで、妻としての立場を守ろうとしている。

　状況を理解した瞬間、上原の胸に渦巻いたのは、裏切られた痛みと怒りがない交ぜになった複雑な気持ちだった。

　これまで千尋を自慢の彼女だと思い、自分なりに大切にしてきた。それなのに千尋は、こちらを一方的に陥れようとしている。

　上原は制服のポケットから携帯電話を取り出し、それをテーブルに置くと、押し殺した声で言った。

『俺の携帯を、ご自分の目で確認してください。データフォルダの中にリベンジポルノになるような写真があるかどうか』

　竹下は意外そうに目を瞠り、一瞬躊躇ったあと、「では、拝見します」と言って携帯電話を手に取った。

　そして中の写真フォルダを確認したが、千尋の裸の写真は見つけられなかったらしい。彼はこわばった顔で言った。

『確かにこの中には何もありませんが、パソコンにデータを保存していたり、現像したものを持ってるんじゃ……』

『だったら俺の部屋を確認しますか？　いいですよ、行きましょう。それで誤解を解けるなら、家探しでも何でもしてください』

　捨て鉢になった上原が立ち上がろうとすると、父親がそれを制止して言った。

『竹下さん、親であるわたくしどもの目から見て、息子の態度に不審な点はありません。むしろそちらの奥さまの結婚をまったく知らず、普通につきあっていたというほうが自然に思える』

『ですが……』

『何より息子は、卑怯な手を使って女性を陥れるような人間ではありません。あくまでも奥さまが息子に脅されたと言うのならば、その証拠をご提示ください。もし警察に被害届を出したり、法的に訴えるとおっしゃるなら、それはそれで結構。ですが裁判になった場合、訴えた側が被害を立証しなくてはならないのを、どうかお忘れなく』

　上原の態度、そして父の毅然とした言葉を前に怯んだ様子の竹下は、千尋に向かって問いかけた。

『千尋、問題の写真はどんな状態で保存されているんだ？　彼の携帯の中なのか、それとも他の記録媒体なのか』

『わ、わからない。私はただ、写真をばら撒かれたくなかったら、言うことを聞けって言われて──それで』

『…………』

『ほ、本当なの。彼がどんな形で写真を保存しているのか知らないし、レイプされた証拠を出せと言われても何もないけど、私は確かに彼に無理やりされたのよ。お願い、信じて正樹さん』

　旗色が悪くなったのを悟った彼女は、ひどく狼狽していた。

　しかし竹下も引くに引けなくなったのか、「興信所が撮った写真で不貞は明らかなのだから、慰謝料を請求する」と言い出し、それを聞いた上原の母親が怒りをにじませて答えた。

『先ほどまでレイプがどうのと言っていたのに、いきなり問題を〝不貞〟にすり替えるのは一体どういうことでしょう。それは双方同意の上での関係ということになりますよね？　息子のことばかり責めておりますけれど、そちらの奥さまには一切の非がないとおっしゃるつもりですか？　この子は高校生で、まだ未成年です。そちらは成人しているのですから、関係を持った場合、条例に引っかかるのではありませんか』

『それは……』

『証拠を出せないのに一方的に被害を訴えるのは、ただの言いがかりです。未成年である息子をこれ以上悪しざまにおっしゃるのであれば、こちらもしかるべき手段を取ります。事実がどうであるか、司法にはっきりさせてもらいましょう』

　矛盾を指摘された彼は一気に気勢を削がれ、尻すぼみになっていた。

　結局、上原の父が〝今後二人は、個人的に会わないこと〟を明記した書類を作成し、双方が署名捺印することで手打ちとなった。

　何とか事態が収まり、両親が息子である自分を信じてくれたことは上原の大きな支えになったものの、千尋に裏切られた事実は心に大きな傷を残した。

　彼女とはあれ以来一度も会わず、連絡先もすぐに消して、気づけば十三年の月日が経っていた。そのあいだ上原は何人かの女性とつきあったが、千尋のことをきっかけに恋愛観は歪んでしまった。

　どんなに相手が自分に愛情を示してくれても、上原はそれを素直に信じることができない。やんわりと拘束し、執拗に感じさせて自分を欲しがらせなければ、気持ちが満たされない。

　そうするうちに交際相手は「ついていけない」と言って離れていってしまい、上原の心には〝どうせ誰とも長続きしない〟という諦念が根付いていった。

　そんなときに出会ったのが、彩佳だ。最初は従兄弟の大河内の見合い相手というポジションだった彼女は、いつしか異性として意識する存在となり、晴れて彼氏彼女という関係になった。

　彩佳が持つ愛されて育ったがゆえの素直さ、健やかさは、上原の目に眩しく映る。だが今までの交際相手と同様に、彼女もいずれこちらの歪みにうんざりするに違いない。

　もしそうなったら手放してやるのが最善だと思いつつも、上原の中には「何としても繋ぎ留めておきたい」という執着が募っていた。こんな自分は彩佳にはふさわしくないとわかっているのに、諦められない。先ほど千尋に会ったらなおさら、彼女とは真逆の彩佳に触れて癒されたくてたまらなくなっていた。

　地下鉄のドアの傍に立って揺られながら、上原はじっと考える。

（でも俺の中の歪な部分を知られないためには、彩佳ちゃんを抱くのを控えたほうがいいかもしれないな。……触れたらやっぱり、執拗になるわけだし）

　好きだから触れたい欲求が募り、抱きしめたくなる。

　だがそれが彩佳を傷つけることになるなら、自制するべきだ。でも交際しているのにそういう部分を回避すれば、もしかすると彼女を不安にさせてしまうかもしれない。

　考えても結論は出ず、ため息をついた上原はぼんやりと暗い窓の外を眺める。そして明日の引っ越しに、じっと思いを馳せた。
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　暦では初夏に差しかかるこの時季、朝から曇り空であるものの、気温は高く空気がじめじめと蒸している。

　珍しく仕事が休みの土曜日、彩佳は自室で今日着る服を考えていた。

（引っ越しのお手伝いに行くんだから、動きやすい服のほうがいいよね。だったらやっぱり、スカートじゃなくてパンツかな）

　迷った挙げ句、爽やかな白のボウタイブラウスにベージュのテーパードパンツを合わせ、少し大ぶりなピアスと緩く纏めた髪で女っぽさをプラスする。

　たとえ動きやすさを求められるシチュエーションでも、「可愛い」と思われる恰好をしたい。何しろ上原に会うのは、一週間ぶりなのだ。

（上原さん、「今週は出張がないけど、残業やら接待やらで忙しい」って言ってたな。……毎日メッセージをくれても、やっぱり会えないと寂しい）

　彼と想いが通じ合ったのは今月の半ばだが、あのとき上原は少し過激なやり方で事に及んだ。

　驚いた彩佳はすっかり腰が引けてしまい、「彼とつきあうのを決めたのは、間違いだったかもしれない」と考えていたが、その後謝罪を受けて交際を続けることとなった。

　あれから一週間、上原には一度も顔を合わせていないが、彼は一日に数回送ってくるメッセージで会えないことを繰り返し詫びてきている。ときどき他愛のない写真を送ってくれることもあり、彩佳は会いたい気持ちを募らせていた。

（こうやって誰かにときめくのも、久しぶりだな。……わたし、どんどん上原さんのことが好きになってる）

　客観的な目で見ると、彼はハイスペックな男性だ。

　誰もがうらやむ容姿を持ち、業界では名の通った商社に勤めている。若干三十歳で主任の肩書がついているのだから、おそらく同期の中では実力が抜きん出ているに違いない。そんな上原が恋人なのは、よく考えるとすごいことだと思う。

（せっかくちゃんとつきあうことになったんだから、この縁を大事にしたい。……それでいつか、お互いが納得するタイミングで結婚とかできたらいいけど）

　今日は上原の引っ越しを手伝う予定で、彼のプライベートな部分に足を踏み入れるのを想像すると、気分が高揚する。実家からの荷物の搬入は昼頃を予定しているといい、彩佳は一時頃に来るように言われていた。

　正午に自宅を出た彩佳は、地下鉄で目的地に向かう。事前に伝えられた住所によると、上原の新居は街中にほど近いところにあり、彩佳の最寄り駅と同じ路線で四駅目だった。

　地下鉄に乗る前にお気に入りのデリでサンドイッチや惣菜を購入し、目的の駅で降りる。そしてコンビニで飲み物を買い、地図アプリを見ながら徒歩数分のマンションまでやって来た。

（ここかな。すごい、高そうなマンション）

　まだ築年数が浅い三十階建てのマンションは高級感があり、一目で家賃が高いことがわかる。

　オートロックのインターホンを押すと、しばらくして上原が応答した。

『玄関の鍵を開けておくから、そのまま入ってきて』

　彼の部屋は、二十階にあるらしい。

　解錠された自動ドアをくぐり、エレベーターで上階に上がる。玄関を開けると、開け放したリビングから上原が顔を出した。

「いらっしゃい」

「お邪魔します」

　白いタイルが印象的な玄関で靴を脱ぎ、部屋に上がる。

　たくさんの段ボール箱で溢れた居間は散らかっているものの、広さはゆったりしており、隣に寝室として使うらしい部屋があった。

　大きなバルコニーに面した窓からは外の光がふんだんに入っていて、室内はとても明るい。まるで新築のような室内を眺め、彩佳は感心して言った。

「広いですね。それに高級感もあって、まるで分譲マンションみたい」

「職場までの利便性を考えて選んだんだ。ここなら遅い時間にタクシーに乗ってもすぐだし」

　午前中は引っ越し業者が実家から荷物を運び、家電量販店から洗濯機や冷蔵庫が届いて、その設置などでバタバタしていたらしい。

　彩佳は持参した紙袋を差し出して言った。

「もしかしたら忙しくてお昼を食べてないんじゃないかと思って、サンドイッチを買ってきたんです。それから冷蔵庫も電源を入れたばかりではすぐに冷えませんから、コンビニで冷たい飲み物も」

　もし昼食を済ませていたとしても、サンドイッチなら翌日の朝食にできる。

　彩佳がそう言うと、上原はうれしそうに笑って言った。

「ありがとう。飲み物にまで気が回るなんて、さすがだな。じゃあ一緒に食べよう」

　たくさんの荷物に囲まれた雑多な雰囲気の中、テーブルに包みを広げる。ボリュームのあるサンドイッチを一口頬張った彼が、眉を上げた。

「んっ、美味いね、これ」

「そのアボカドとプロシュートのサンドイッチ、わたしのお気に入りなんです。こっちのスパイシーチキンサラダも美味しいですよ」

　豪快にかぶりつく様子は男らしく、「美味しい」と言ってもらえた彩佳はうれしくなる。

　サイドディッシュとして買った人参とクレソンのサラダ、塩漬けのオリーブも喜んでくれ、食べ終えるとお腹がいっぱいになった。立ち上がった上原に、彩佳は問いかけた。

「それでわたしは、何をお手伝いすればいいですか？」

「キッチン用品の収納をお願いしようかな。食器とか調理器具とかを大まかに買ったんだけど、まだ値札も取ってないんだ。だからまずは全部洗って、棚や引き出しにしまってくれると助かる」

　家具は組み立てなければならないのもあるといい、その作業中だったらしい。

　キッチンを覗くと、そこは独立しており、システムキッチンと備え付けの棚があって収納が充実していた。

　彩佳は早速食器に付いている値札のシールを丁寧に剥がし、シンクに重ねて入れていく。調理器具も同様に値札を取り、すべて洗って水気を拭き取った。そうしながらも室内の様子をつぶさに観察し、息をつく。

（わたしは引っ越しをしたことがないけど、やっぱり大変なんだな。だって元の家から荷物を移動させるためにしっかり梱包して、それをまた収納しなきゃならないんだもんね。でもこんなに広くてきれいな物件なら、「どんなインテリアにしよう」とかワクワクするかも）

　彩佳は手を動かしながら、リビングで家具の組み立てをしている上原を見やる。

　いつもはスーツ姿の彼だが、休日である今日は五分袖の黒のカットソーにチノパンを合わせた、カジュアルな服装をしている。適度にラフなその恰好は上原のしなやかな体型を引き立て、首筋や腕のラインに男らしい色気を感じた。

（……恰好いい）

　半月前から晴れて恋人同士になったものの、自分たちはまだ二度しか抱き合ったことがない。

　だからなのか、彼が近くに来ると意識してしまい、向けられる笑顔に胸が高鳴ってしまう。こうして新居に招いてもらえたのも、自分が上原の〝特別〟になれた気がして、誘われた日からずっとドキドキしていた。

（今日はするのかな。お互いに休みだし、やっぱりそうなるよね）

　気づけばじっと彼を見つめていて、視線に気づいた上原がこちらに視線を向ける。

「彩佳ちゃん、どうかした？」

　ふと我に返った彩佳は、明るいうちからあらぬことを考えていた自分が恥ずかしくなる。精一杯何気ない顔を作り、彼に向かって問いかけた。

「何でもないです。ところで今日は、大河内さんにお手伝いを頼まなかったんですか？　仲が良いのに」

　同い年の従兄弟である彼らは、生まれたときから兄弟同然に育ったといい、大人になった今も互いの家を頻繁に行き来する仲だという。すると上原は、ドライバーでネジを締めつつ答えた。

「あいつは学会で、昨日から横浜に行ってるんだ。明日の夜に帰ってくるって言ってたけど」

「あ、そうなんですか」

　歯科医である大河内はクリニックで診療をする合間に論文を書き、定期的に歯科学会に参加しているらしい。彼とつきあっている早月の顔を思い浮かべ、彩佳は考えた。

（そんなに忙しい人が彼氏で、早月さん寂しくないのかな。うちの業界も週末はほとんど休めないし、残業もあってかなり多忙だけど）

　一週間ほど前、彩佳が「上原と交際を始めた」と報告したところ、彼女はとても驚いていた。

『彩佳ちゃん、少し前まで上原さんのこと「趣味じゃない」って言ってたのに、いつのまにかそういうことになってたんだね。でもすごくお似合い』

　確かにそういう発言をしていた記憶があり、彩佳はいたたまれなさをおぼえる。

　最初は「上原とは上手くやっていけるはずがない」「自分の好みは、もっと落ち着いていて大人の包容力のある男性だ」と考えていたものの、今は嘘のように恋愛モードになっているのだから、ずいぶんと現金だ。

（次に誰かとつきあうときは、早月さんと大河内さんみたいな落ち着いたカップルになるのが夢だったけど。……なれるかな）

　もっと、上原のことが知りたい。

　互いの深いところまで理解し合えたら、どんなことが起きても揺らがない強固な関係を築けるのだろうか。

　そんなことを考えながら作業し、キッチンを片づける。終わったあとは本棚の整理を手伝ったり、寝具にリネンを掛けたり、シャンプーやコンディショナーなどの洗剤類をボトルに詰め替えたりするうち、あっという間に時間が過ぎた。

　やがて午後五時半を回った頃、段ボール箱を畳んでまとめ終えた上原が、一息ついて言った。

「よし、こんなもんかな。彩佳ちゃんが手伝ってくれたおかげで、だいぶ早く片づいた」

　積み上げられていた段ボールが片づいてみると、広い室内にシンプルモダンな家具が映え、クールで都会的なインテリアになっていた。

　彩佳は改めてそれぞれの部屋やバスルーム、トイレなどを順番に眺めて答えた。

「これだと今日から問題なく暮らせそうですね。お役に立ててよかったです」

「どこかの店に行って晩飯を奢ろうと思ってたけど、ちょっと疲れたな。デリバリーでも頼もうか」

「はい」

　スマートフォンでデリバリーサービスのアプリを起動した上原が、街の中心部にあるビストロで夕食を注文する。そして近所にある小さなスーパーに二人で買い物に行き、酒類を購入した。

　やがて料理が届き、ワインで乾杯する。

「じゃあ、今日はありがとう。お疲れさま」

「どういたしまして」

　前菜の盛り合わせや牛すじのトマト煮込み、鴨のコンフィと豆のカスレ、鶏白レバーとフォアグラのパテやニース風サラダなどが並ぶテーブルは、とても華やかだ。

　食事を終え、薄暗くした室内で定額制の動画配信サービスの映画を鑑賞しながら、彩佳は楽しい時間を過ごす。気づけばつい飲み過ぎてしまい、ほろ酔いで隣に座る上原を見つめた。

（……触りたいな）

　せっかく二人きり、しかも彼の自宅なのだから、もっとくっつきたい。

　そう思い、そうっと彼の手を握った途端、節ばった硬い感触がビクリと震える。少し過剰に思えるその反応に彩佳が驚いた瞬間、テーブルに置かれた上原のスマートフォンが鳴り出して、彼がパッと手を離した。

「ごめん、電話だ」

　ソファから立ち上がった上原が電話をするべく寝室に行ってしまい、彩佳は肩透かしを食った気持ちになる。

（驚かせちゃったかな。あんなにビクッとしなくてもいいのに）

　彼が戻ってきたときのことを考え、彩佳はリモコンを操作して映画を一時停止させる。すると寝室内で話す上原の声が聞こえた。

「……って言っただろ、……だし、いい加減にしてくれないかな」

　押し殺した彼の口調はどこか苛立っており、しかも敬語ではないため、仕事の電話ではないように思える。

　いつにない雰囲気に、彩佳は不安になった。相手が誰なのか、なぜ上原が怒っているのかが気になるが、首を突っ込むわけにはいかない。

　結局、彩佳はリモコンを操作して映画を再生し、何食わぬ顔を取り繕った。やがて部屋から出てきた彼のほうを見やり、精一杯普通の顔で言う。

「あ、ごめんなさい。一時停止するのを忘れちゃったので、少しチャプターを戻しますね」

「ああ、うん」

　隣に座った上原は、再びテーブルの上の酒のグラスを手に取る。

　特段怒っている感じはしないものの、機嫌がいいようにも見えず、彩佳は落ち着かない気持ちを味わった。

　それから三十分ほどで映画を見終わり、上原がリモコンを操作しながら言った。

「面白かったね。そろそろ家まで送っていくよ」

「えっ」

「飲んじゃったから、車は出せないけど」

　立ち上がった彼は、財布と家の鍵を手に取る。彩佳は戸惑い、上原に向かって言った。

「あの、でもまだ午後九時ですし……」

「ずっと手伝ってくれて、疲れただろ。彩佳ちゃんは明日仕事なんだから、早く帰って休まないと」

　どうやら彼は本当に送っていくつもりらしく、彩佳は焦りをおぼえながら腕を伸ばす。そして上原のカットソーの裾をつかんで告げた。

「もう少し、一緒にいたいです……」

「…………」

　彼がしばらく沈黙する。

　彩佳の中には、一週間ぶりに会えた上、つきあい始めなのだから、もっといちゃいちゃしたいという気持ちがあった。すると上原はこちらを見下ろし、問いかけてくる。

「一緒にいたいって言うけど、まだ飲み足りないってこと？　それとも別の意味で？」

「そ、それは」

　彩佳はわずかに口ごもり、モソモソと答える。

「別の意味、です」

「へえ、要するに俺とヤりたいんだ」

　揶揄するような言い方にムッとし、彩佳は顔を上げる。

　途端に上原と目が合い、ドキリとした。彼は口元に笑みを浮かべているものの、その目は形容しがたい熱を孕んでいるように見え、考えが読めない。

　驚いて引っ込めた手を、ふいに上原がつかんできた。口を開こうとした彩佳を遮り、彼はさらりと言った。

「いいよ。じゃあ、しようか」

「上原さん、あの……っ」

「──ベッドに行こう」







　寝室である六畳間は、リビング部分と繋がった大きなバルコニーがあり、他にセミダブルのベッドとチェスト、壁面に本棚が置かれている。

　グレーと白のリネンはクールな印象で、つい先ほど彩佳が整えたばかりだ。寝室まで腕を引いて連れてきた上原が、こちらを振り返る。そして彩佳の腰を抱き寄せて言った。

「彩佳ちゃんから誘ってくれて、うれしいな。てっきり君は、前回の俺のやり方が嫌なんだと思ってた」

〝前回〟とは、目隠しした上に手を拘束して事に及んだときのことだ。彩佳は彼を見上げ、歯切れ悪く答えた。

「それは……謝ってくれましたし、痛いことをされたわけではないので」

「ふうん、優しいね。そんな彩佳ちゃんが、俺はすごく好きだよ。素直で気が利いて、甘え上手で──そんな君が、俺だけを見てくれたらと思う」

　どこか焦がれるような響きのその言葉に、彩佳は戸惑いをおぼえた。

「わたしは……上原さんだけを見てます。他によそ見なんてしません」

「そう？　だったら確かめさせてもらおうかな」

　ベッドに横たえられ、上原が覆い被さってくる。そのまま唇を塞がれて、彩佳はそれを受け止めた。

「……ぅっ……ん、……ふっ……」

　ぬめる肉厚な舌が押し入り、口腔を舐め尽くす。

　舌を絡められ、表面を擦り合わせる動きに、喉奥から呻きが漏れた。思うさま唇を貪りながら、彼の手が胸のふくらみに触れる。

　やんわりと揉まれ、じわじわとつかむ力を強くされて、彩佳は喘いだ。

「あ……っ」

　上原の手がブラウスの裾をめくって内側に入り込み、脇腹に触れる。

　ブラ越しに胸をつかみつつ、彼は首筋に唇を這わせてきた。耳元に掛かるかすかな吐息と上原の髪の感触を、くすぐったく感じる。上原が吐息のような声でささやいた。

「──脱がすよ」

　上体を起こした彼が、彩佳のボウタイ付きブラウスとブラを脱がせる。

　テーパードパンツとストッキング、下着も取り去られてしまい、全裸になった彩佳は慌てて言った。

「わたしばっかりじゃなくて、上原さんも……」

「俺はあとでいいよ。ほら、起きて」

「あ……っ」

　腕を引いて身体を起こされ、脚を広げて座る上原に背後から抱き込む形にされる。

　背中に触れる彼の衣服の感触を、少しよそよそしく感じた。「こっち向いて」と言われて顔だけで振り向くと、顎をつかんで唇を塞がれる。

「んっ……」

　舌を絡めながら片方の胸のふくらみを揉まれ、彩佳は小さく呻く。

　先端部分を指で挟まれた途端、じんとした疼痛がこみ上げた。刺激を受けて硬くなったそこを、上原が繰り返しいじってくる。強弱をつけて挟まれると、痛みと紙一重の快感があり、ときおり引っ張られるのが恥ずかしくてたまらなかった。

　そうしながらもキスはずっと続いていて、次第に頭がぼうっとしてきた。やがて唇を離した彼が、自身の口の端をペロリと舐めて言った。

「彩佳ちゃんの胸、形が良くてきれいだね。ぷるんとしてて、ずっと触っていたくなる」

「ぁ……っ」

　耳朶を咥えながら両方の胸を強く揉みしだかれ、彩佳は身の置き所のない気持ちで足先を動かす。

　身体の奥が熱くなり、蜜を零し始めているのがわかった。部屋の電気は点いていないものの、カーテンを開け放したままのベランダの窓から街灯の光がわずかに差し込んでいて、真っ暗ではない。

　薄闇の中、自分の胸を包み込む上原の大きな手が目に入り、羞恥が募った。揉まれてたわむふくらみの様子がいやらしく、呼吸が乱れる。背中からすっぽりと抱き込まれているために逃げ場がなく、ただされるがままになるしかなかった。

　やっと彼の手が胸から離れて息をついたのも束の間、ふいに両脚を大きく開かされる。彩佳は頬に朱が差すのを感じながら、声を上げた。

「や……っ」

「じっとして。さっき、『他によそ見なんかしない』って言ってただろう？　だったら俺のすることを、全部受け入れてよ」

　上原の手が、彩佳の脚の間を撫でてくる。彼はひそやかに笑って言った。

「もう濡れてる。胸をいじられて感じちゃったんだな、可愛い」

「んん……っ」

　花弁を開かれ、溢れていた蜜を指先で塗り広げられる。

　ぬるりとした感触を広げられるのが恥ずかしく、体温がじんわりと上がった。愛液のぬめりを纏った指が敏感な花芯をかすめ、思わずビクッとしてしまう。

　身体が密着しているせいでそれがわかるのか、上原が先ほど胸の先端をいじったときと同じ手つきでそこを嬲ってきた。

「……っ、ん……っ……」

　甘ったるい愉悦がこみ上げて、彩佳は息を詰める。

　大きく脚を広げられていることに羞恥がこみ上げ、閉じたいのに彼はそれを許さない。自分の身体を見下ろす姿勢になっているせいで嫌でも秘所が目に入り、どんなふうに嬲られているかが丸わかりなのが、余計に性感を高めていた。

「……っ……ぁ、……はぁっ……」

　花芽をいじられるうちに愛液の分泌が多くなって、割れ目をなぞられると粘度のある水音が立つ。上原がひそやかに笑って言った。

「いっぱい濡れて、ぬるぬるになってきた。彩佳ちゃんのここはいやらしいね」

「……っ」

「もっと気持ちよくなりたいだろ。こんなのはどうかな」

　彼はそう言って一旦愛撫の手を止め、ベッドサイドの棚に腕を伸ばす。

　真ん中の引き出しから取り出したのは、黒い巾着だった。袋の中身は棒状のものとジェルのパッケージで、彩佳は小さく問いかける。

「何ですか？　これ……」

「使ったことある？　バイブだよ」

「えっ」

　彩佳は驚き、まじまじとそれを見つめる。

　先端部分が丸く、その下がややくびれたそれは、表面にねじったような微細な凹凸があり、露骨な形をしていないせいかまったくバイブレーターには見えない。柔らかな抹茶色のスタイリッシュな形状で、インテリアのオブジェといっても通用するように感じる。

　だがそういうものを使った経験がない彩佳は、怯えの気持ちがこみ上げるのを感じた。閉じた膝を擦り合わせ、彩佳はしどろもどろに言う。

「あの……わたし、そういうものを使うのはちょっと」

「ジェルローションを使うから全然痛くないし、気持ちいいよ。いろんな使い方ができるしね」

　あっさり答えた上原が、彩佳の身体を再び背後から抱き込む。

　潤滑剤を手のひらに出した彼がそれをバイブレーターに塗りつけ始めて、彩佳は慌てて声を上げた。

「や、やめてください。わたし、ほんとに……っ」

「いいから、任せて。ほら」

　割れ目に押し当てられたそれは意外にもソフトな感触で、硬質な感じはまったくしない。

　しかしスイッチを入れられた瞬間、敏感な部分に感じる強烈な刺激に、彩佳は思わず息をのんだ。

「あ……っ！」

　ジェルのおかげで引き攣れる感じはないが、振動があまりにも強い。

　背をのけぞらせたものの彼に抱き込まれているせいで逃げられず、そんな彩佳の耳元で上原が言った。

「振動はまだ一番弱いんだけど、結構よさそうだね。じゃあ、もう一段階上げてみようか」

「やぁっ……！」

　指で触られるのとは桁違いの感覚に、彩佳は悲鳴のような声を上げる。

　強制的に引き出される快感が、怖くてたまらない。動けないように抑え込まれながらバイブレーターを押し当てられ、彩佳は切れ切れに喘いだ。

「やっ……ぁ……はぁっ……あ……っ」

「可愛い。気持ちいいだろ？　もっと声出して」

「あっ、やっ……！」

　彩佳の反応からそれ以上強くするのは酷だと思ったのか、彼は振動の強度を変えずに表面の溝を尖りに押し当ててくる。

　鮮烈な快感に身体が一気に熱くなり、頭の中が真っ白になった。ビクッと大きく腰が跳ね、彩佳は一気に高みに押し上げられていた。

「あ……っ！」

　彩佳は脱力し、ぐったりと背後の上原にもたれる。

　しかし一度達しても彼はバイブレーターを秘所から離さず、引き続き花芽を嬲ってきた。

「はぁっ……あ、待っ……」

「もう達っちゃったんだ。中の感じはどうかな」

「ひぅ……っ」

　バイブレーターを離されてホッとしたのも束の間、上原が二本の指を挿れてくる。彼は笑みを含んだ口調で言った。

「ああ、トロトロになってるから楽に挿入る……ほら」

「んっ」

　二本の指が蜜口を出入りし、中に溜まった愛液を掻き出していく。

　大きく脚を広げられているせいでその様子がつぶさにわかり、羞恥で頭の中が煮えそうになった。身体がじんわりと汗ばむのを感じながら、彩佳は彼の手をつかんで訴えた。

「ぁっ……上原、さん……こんな……っ」

　──こんなふうに、一方的に嬲られるのは嫌だ。

　好きだから気持ちが伝わるような触れ合いがしたいのに、今の自分はまるで上原の玩具にされているように思える。反応を観察され、否応なしに感じさせられている状況はやるせなく、目にじわりと涙がにじんだ。

　そんな彩佳に頓着せず、彼は一旦蜜口から指を引き抜く。愛液がとろりと溢れ、ひくつくそこに、上原が再びバイブレーターを押し当てた。

「ぁ……」

「力、抜いてて」

　ぐっと入り口に圧がかかり、シリコン製のバイブレーターが中に押し込まれる。

　強い圧迫感に、彩佳はきつく眉を寄せて息を詰めた。こんなものを中に挿れられたくない──そう思うのに、彼は深くまでそれを埋め、スイッチを入れる。

「あっ……！」

　体内に感じる振動に、彩佳は目を見開く。

　一気に肌が粟立ち、押し出されるように声が出た。バイブレーターの根元を押さえながら、上原が言う。

「中に挿れると振動を弱く感じるみたいだから、強にしてみたよ。Ｇスポットに当たって、気持ちいいだろ」

「やっ……ぁ……お願い、止めて……っ」

「駄目。もう一回達くとこ見せてよ、ね？」

「あぁっ……んっ……や……っ」

　ゆるゆると抽送され、まるで男のもので突かれているのに似た圧迫感に、彩佳は翻弄される。

　身体が汗ばみ、脳まで揺さぶる振動に何も考えられなくなった。不規則に身を引き攣らせる彩佳を背後から抱きしめ、彼がいとおしそうにこめかみに口づける。そして耳元で問いかけてきた。

「このままバイブで達く？　それとも、俺のを挿れられたい？」

「……っ」

「答えて、彩佳ちゃん」

　深くまで埋めたものをねじるように動かされ、敏感なところを振動で揺さぶられた彩佳は小さく呻く。

　強制的に引き出される快感に神経が灼き切れそうになりながら、切れ切れに答えた。

「……ぅっ……上原さん、の……」

「俺のが何？」

「はぁっ……ぁ、挿れて……っ……」

　満足げに微笑んだ上原が、ようやく愛液まみれのそれを引き抜いてくれる。

　息を乱しながらぐったりとベッドに横たわった彩佳は、顔の横に転がったバイブレーターをぼんやりと見つめた。

　かすかな衣擦れの音がし、上原が衣服を脱いでいるのがわかる。避妊具を自身に装着した彼が力が入らない彩佳の脚を大きく広げ、間に身体を割り込ませてきた。

　そして濡れそぼった花弁に屹立を押し当て、何度か割れ目で滑らせたあと、一気に奥まで貫いてくる。

「ううっ……」

　上原の昂ぶりは硬く大きく、まるで灼熱の杭のように彩佳の最奥に突き刺さる。

　彼は彩佳の両膝をベッドに押しつけ、上からのし掛かるようにしながら何度も剛直を奥まで突き入れてきた。初めから激しい律動に身体を揺さぶられ、ベッドがかすかに軋む。上原が吐息交じりの声で言った。

「すっごい締まる……中、ぬるぬるで熱くて気持ちいいよ。彩佳ちゃんは？」

「ぁっ……はぁっ……」

「答えられない？　グズグズになっちゃって可愛いな。俺は本当に君が好きだよ。好きすぎて、感じてるところが見たくて、たまらなくなる」

　何度も深く貫かれ、喘ぐ彩佳の目尻から涙がポロリと零れ落ちる。

　こんなふうに執拗な抱き方をするのは、愛情からだと彼は言う。確かに先ほどバイブレーターで苛まれているときより、こうして上原に抱かれて彼の硬さや体温に接している今のほうが、格段に愛情を感じる。

（でも……）

「ん……っ」

　一旦剛直を引き抜いた上原が彩佳の身体をうつ伏せにし、腰を高く抱え上げて後ろから押し入ってくる。

　中をみっしりと埋め尽くされる感覚は強烈で、その硬さや太さを生々しく感じた。柔襞が屹立に絡みつき、抽送が始まる。腰を打ちつけられると身体が揺れて、彩佳は必死に手元のベッドカバーをつかんだ。

「あ……っ……うっ……は……っ」

　押し入ってくる楔を密着した襞が締めつけ、隘路がビクビクとわななく。

　気づけば彼の呼吸も荒くなっていて、強い快感を得ているのがわかった。何度も突き上げられて声を上げ、次第に時間の感覚も曖昧になる。上原を受け入れているところがじんじんと熱を持ち、息が止まりそうなほどの愉悦を伝えてきた。

　昂ぶりで彩佳の中を穿ちながら、上原が背中に覆い被さってくる。そして首筋にキスをして言った。

「……そろそろ出すよ」

　言い終わるのと同時に抽送を速められ、彩佳はなすすべもなく喘ぐ。二度、三度と最奥を抉る動きに隘路がビクビクとわななき、逃れられない快感に悲鳴のような声が出た。

　やがて上原が、ぐっと腰を押しつけて動きを止めた。

「……っ」

　薄い膜越しに、ドクリと熱を放たれる。

　さんざん感じさせられた行為が終わり、一気に脱力した彩佳は、身じろぎするのも億劫なほど疲れ果てていた。充足の息を吐いた彼が、背中に覆い被さってくる。乱れた髪に顔を埋め、彩佳の身体を抱きしめた上原が、熱を孕んだ声でささやいた。

「……好きだ」

「…………」

　そう言われてうれしい気持ちがあるのに、心の中に渦巻く感情はひどく複雑だった。

　彩佳は上原のことが好きで、恋人同士になれてよかったと思っている。今日は引っ越しの手伝いに誘われ、新居に初めて足を踏み入れる人間になることを許してもらえて、自分が彼の〝特別〟になれた気がしてうれしかった。

　だがこちらの気持ちを置き去りにされていると感じる瞬間がたびたびあり、それが彩佳を苦しくさせている。同意がないまま過激なやり方で翻弄され、結果的には感じてしまっているものの、時間が経つにつれてじわじわとやるせなさが募った。

（こんなことを考えるなんて、贅沢すぎなのかな。上原さんのことが好きで、この人もわたしを「好きだ」って言ってくれてるのに──泣きたい気持ちになるなんて）

　身体の奥には、つい先ほどまでの強烈な快楽の余韻が色濃く残っている。

　彼に対して明確な答えを返せず、自分の気持ちの落とし所もわからないまま、彩佳は考えることを放棄して疲れた両目を閉じた。








第八章









　商社の営業担当者が新規の案件を手掛ける場合、その取引があらゆる面で問題ないかをチェックしてから実行に移る。

　その項目は法務、会計、税務など多岐に亘るが、他にリスクリターン、つまり〝想定される最悪のケースが起きた場合、損失に対してどれだけの利益を確保できるか〟という部分も重要視されていた。

　しかし一人では目が行き届かないため、それぞれの部分の専門家、すなわち社内のコーポレート部門に相談し、チェックするという体制が取られている。

　月曜の夕方、コーポレート部門の担当者との打ち合わせを終えた上原は、廊下を歩きながら小さく息をついた。このあとは打ち合わせの修正点を反映したプレゼン資料を作り直し、いくつか電話もしなければならない。すべてをこなすためには、残業することは確定だった。

（まあ、忙しいほうが会わない口実になるから、好都合なのかもしれないけど）

　ふとした瞬間に気持ちが塞ぎ、ため息ばかりが出る。

　理由は、二日前に引っ越しをした日のでき事が原因だ。あの日手伝いに来てくれた彩佳を、上原は玩具を使って執拗に抱いてしまった。

　本当はあの日、上原は彼女に触れるつもりはなかった。恋愛観が歪な自分は、情事の最中に相手の気持ちを確かめるべく過激な行動に出る傾向がある。彩佳に対しては愛情があり、恋人として大切にしたい気持ちがあるのは本当だ。そのため、今の段階ではあえて性的な接触を持たず、二人の時間を積み重ねていくことで精神的な充足を得るのを優先しようと考えていた。

（でも……）

　そうした自制心に罅が入るきっかけになったのは、見知らぬ番号からの電話着信だ。

　オフのときに仕事の電話が入るのは珍しくないため、上原は何の警戒心も持たずに電話に出た。しかしかけてきたのは、意外な人物だった。

『賢人？　千尋よ』

　電話越しの声を聞いた瞬間、上原の中に「一体なぜ、彼女が自分の電話番号を知っているのか」という疑問が湧いた。

（もしかして、あのときのパーティーで秋山さんに聞いたのか？　俺の勤務先と一緒に）

　するとそれを察したのか、千尋は事も無げに説明した。

『秋山さんに教えてもらったの。パーティー会場からあなたがいなくなったあと、「先ほどの人と名刺交換をしそびれたので、連絡先を知っていたら教えてもらえないか」って言ってね。その前に話してる姿を見ていたせいか、すんなり教えてもらえたわ』

　どうやら彼女は、その前日に上原を待ち伏せして拒絶されたのに、まだ懲りていないらしい。上原は苛立ちをおぼえながら言った。

「話すことは何もないって言っただろ。本当に迷惑だし、いい加減にしてくれないかな」

『ねえ、昔のことは本当に悪かったって思ってるの。もう一度会って、ちゃんと話をさせて。お願い』

　しつこく食い下がってくる千尋に呆れ、上原は押し殺した声で答えた。

「もう過去のことだし、今さら会って謝ってほしいとは思ってない。だからこれ以上の会話は不要だ」

『そんなこと言わないで。とにかく会って話せば、賢人の気持ちも変わると思うわ』

「変わらない。今後は二度と接触しないでほしいっていうのが、俺の願いだ。それじゃ」

　電話を切ったあと、上原の心には不快感がふつふつと渦巻いていた。

　わざわざ知人からこちらの携帯番号を聞き出して連絡をしてくる千尋は、一体何を考えているのだろう。「とにかく会ってほしい」という言葉からは、会いさえすれば上原を懐柔できるのだという自信が垣間見える。

　上原にはそのつもりは微塵もなく、強い苛立ちが募った。かつてのように気安く下の名前で呼んでくるのも馴れ馴れしく、不愉快で神経がささくれ立つ。

　しかし今は彩佳と一緒で、別室で待たせているため、不機嫌な顔を見せるわけにはいかない。そう気持ちを切り替えた上原は、精一杯平静を装ってリビングに戻ると、彩佳に「家まで送っていくよ」と告げた。

　しかし彼女は帰宅するのを渋り、「もう少し一緒にいたいです」と言った。

（駄目だ。今このタイミングで、そういうことを言われたら……）

　──きっと歯止めが利かなくなり、ひどいことをしてしまう。

　理性はそう警告を出していたのに、衝動に抗えず、上原は彩佳を抱いた。しかもバイブレーターを使って執拗に快感を与えるという、最悪のやり方でだ。

　道具を使うのは未経験だという彼女は強い拒否感を示し、途中で何度も抗おうとしていた。その意思を無視して一方的に行為に及んでしまった自分に、忸怩たる思いがこみ上げる。

（本当に最悪だ。大事にしたいと思っていたのに、自制しようとしていた矢先にあんなことをするなんて）

　行為が終わったあと、疲れ果てた彩佳は眠ってしまった。

　翌朝早くに上原は彼女を車で自宅まで送り届けたが、車内での彩佳はひどく言葉少なだった。昨日は一度もメッセージを寄越さず、上原も気まずさから何も送れないまま、今に至る。

（連絡を寄越さないってことは、やっぱり怒ってるのかな。……当然だよな）

　今度こそ彼女は、こちらに愛想が尽きたかもしれない。

　そう思うと「仕方ない」という諦めが胸を占めるものの、一方で彩佳への気持ちが疼き、上原は苦しくなった。

（いつの間にこんなに好きになってたんだろう。やっぱり、見た目よりずっとしっかりしている内面に気づいたときかな）

　いつもニコニコしている彼女は、ともすればあまり物事を深く考えていないようにも見えるが、実際は目先のことに釣られない思慮深さがある。

　それはしっかりした両親に育てられた環境ゆえか、生来のものかはわからないが、一本通った芯のようなものを感じて上原は意外に思った。

　整った容姿や流行に敏感な女子力の高さ、屈託のない性格も可愛らしく、気づけばどんどん心惹かれていた。そんな彩佳を魅力的に感じる男は自分だけではないはずで、だったら早く手を放してやったほうがいいという考えが頭に浮かぶ。

（そうだよな。ちゃんとした家で育ってあれだけ可愛いんだから、他にふさわしい相手がきっといる。俺とつきあうより、彼女にはそのほうがいいのかもしれない）

　ため息をついて頭を切り替えた上原は、オフィスに向かう途中の休憩スペースで電話を一本かけた。

「もしもし、中なか川がわさんでいらっしゃいますか？　ご無沙汰しています、Ｊ商事の上原です」

　上原はこれまで何度か一緒に飲んで面識がある営業マンに連絡を取り、まずは世間話から始める。そして自然な流れで、工場の稼働状況や今年の生産見通し、余剰分の有無、会社はアジア向けに興味があるかなどを聞き出し、電話を切った。

　それからオフィスに戻ってデスクでパソコンを開き、プレゼン資料の修正を行う。営業アシスタントに細かい部分の確認を取ったり、ときおりメールの返信をしながら集中して仕事をこなし、ふと肩の凝りをおぼえて手を止めた。

（疲れた……今、何時だろう）

　時刻は既に午後九時半を回っていて、オフィス内は人が少なくなっている。

　だいぶ仕事の目途がついたため、切り上げてパソコンの電源を落とした上原は、残っているメンバーに声をかけて退勤した。エレベーターホールに向かって歩きつつスマートフォンを確認したが、やはり彩佳からの連絡はない。

（……やっぱりない、か）

　わずかに抱いていた希望が萎んでいき、気分が落ち込む。

　ならば自分のほうから連絡を取ればいいのかもしれないが、もしそこで「もう別れる」と言われたらと思うと、なかなか踏ん切りがつかない。

（でも……いつまでも向き合うのを避けていたって、仕方がない。彼女と今後どうなるかはわからないけど、自分なりに覚悟を決めないと）

　自動ドアから外に出ると、辺りは風がなく、湿った夜の空気が全身を包み込んだ。

　十分ほどの距離を歩き、駅に入る。構内は行き交う人の数が多いものの、昼に比べるとだいぶ少なく、百貨店は既に営業を終了していた。

　地下鉄の乗り場に向かって駅構内を歩いていた上原は、ふとガラス張りのカフェに目を吸い寄せられる。そしてそこにいる人物に気づき、息をのんだ。

（あれは……）

　──窓に面したカウンター席に並んで座っているのは、見知った男女だ。

　片方は彩佳、そして隣にいるのは上原の従兄弟の大河内貴哉で、彼女と何か話している。香坂早月も一緒かと思ったものの、彼女の姿はない。

（彩佳ちゃんと貴哉が、二人きりで会ってる……？　俺に隠れて？）

　これまでは四人ないし三人で会っていたが、あの二人という組み合わせは一度もないはずだ。

　大河内は彩佳の先輩である早月と交際しており、他によそ見をするタイプではない。兄弟同然に育った上原は彼の性格がよくわかっていて、大河内の横恋慕を疑う気は微塵もなかった。

　しかし彩佳のほうはといえば、彼と見合いをしたことがあり、当時は彼にぞっこんだったという過去がある。「今はもう二人の仲を祝福している」と常々言っているが、実際のところはどうだろう。

（もしかして俺に愛想が尽きたから、貴哉に心が揺らいだってことはないかな。やっぱり彼女の好みはあいつで──それで）

　おそらくあの状況は、彩佳から持ちかけてのことに違いない。

　彼女に「相談がある」と言われたら、知らない仲でもないだけに、きっと大河内は断れないはずだ。ひょっとすると彼にとっては早月が同席しない状況もイレギュラーなのかもしれず、上原の中に今すぐ彩佳を問い質したい気持ちが渦巻く。

（この気持ちは、嫉妬なのかな。……全然冷静になれない）

　彼女が大河内に心を揺らしたかもしれない可能性に、じわじわと苛立ちがこみ上げる。

　つい先ほどまで「別れてやるべきかもしれない」と考えていたのに、凶暴なまでの独占欲を抑えることができない。

　やがて彩佳が大河内に何か言いながら席を立ち、一人で店から出てくる。彼女は上原の存在には気づかず、地下鉄の乗り場に向かって歩き出した。

　カフェから少し離れた通路にいた上原は、大股でその後を追う。そしてしばらく歩いたところで背後から彩佳の手首をつかむと、彼女が驚いたようにこちらを振り向いてつぶやいた。

「……上原さん」

　彩佳が一瞬ギクリとしたのを、上原は見逃さなかった。しかしあえてニッコリ笑い、彼女に問いかける。

「偶然だね。俺は残業してて今帰るところだったんだけど、彩佳ちゃんは？」

「あ、わたしも……仕事帰りで」

「へえ、何時に終わったの？」

　彩佳が視線を泳がせ、口をつぐむ。上原は微笑んだまま言葉を続けた。

「たった今、そこのカフェから君が出てくるところを見たんだ。もしかして誰かと一緒だった？」

「……あの」

　彼女は動揺し、口ごもっている。上原は小さく息をついて言った。

「なんてな。本当は、たまたま通りかかって見てたんだけど。……何で君が、貴哉と二人きりで会ってるの」

「…………」

「しかも俺に黙ってなんて。メッセージを送る機会はいくらでもあったはずなのに、あえて内緒にしてコソコソ会ってたのは、こっちに対して後ろめたい気持ちがあるから？」

　彩佳はバッグを持つ手に力を込め、こちらを見上げて答えた。

「相談したいことが……あったからです。だから大河内さんに時間を作ってもらって、カフェで話していました」

「早月ちゃん抜きで？　彼女にも内緒だったの？」

「いえ。本当は三人で会うはずだったんですけど、早月さんがトラブル処理で残業になってしまったんです。それで『大河内さんに相談したいことがあるなら、自分が行くまでに二人で話してたら？』って言ってくれて、二人で会ってました」

　どうやら早月に隠れて──というわけではなかったらしい。

　それについては安堵しつつも、まだ疑心暗鬼を捨てきれず、上原は口を開く。

「そこまでして、あいつに相談したいことって何？」

「それは……」

「当ててみようか。俺と別れたくて、それを貴哉に相談した──違う？」

　彩佳が顔をこわばらせ、首を振って言った。

「違います。そういう話をしたわけじゃ……」

「それともいまだに貴哉を諦めきれてなくて、〝相談〟っていう名目でモーションをかけた？　だとしたら早月ちゃんも、いい面の皮だな。よかれと思って二人で会うのを許したのに、実は君にそんな下心があるなんて」

　それを聞いた彼女が、みるみる顔色を変える。そして上原を見つめ、押し殺した声で言った。

「何言ってるんですか？　わたしはもう大河内さんにそんな気持ちを抱いてませんし、自分の先輩とつきあっている人を奪うつもりは欠片もありません。確かに世間ではよくある話かもしれませんけど、わたし自身はそういうことをしないというポリシーで、今まで生きてきました」

「…………」

「わたしが好きなのは、上原さんです。お互いにそういう気持ちでいると思っていたのは、わたしだけだったんですか？」

　彩佳の眼差しには傷ついた色があり、上原は自分の失言を悟る。

　自分の知らないところで二人が会っていたのを目の当たりにして、すっかり頭に血が上っていた。だからといって彼女にぶつけた言葉は許されることではなく、上原は彩佳に向かって歯切れ悪く言う。

「彩佳ちゃん、俺は……」

「上原さん、わたしはさっき、大河内さんに聞いたんです。──上原さんが高校時代につきあってた相手のこと」

　上原は驚き、「えっ？」とつぶやく。彼女が言葉を続けた。

「そもそも大河内さんに会ったのは、上原さんについて相談したかったからです。あなたが本当にわたしのことを好きなのかがわからなくなって、今までの彼女とはどういうつきあい方をしてたのかが気になったから。……それで高校三年生のときの彼女の話を聞いて、複雑な気持ちになりました」

　上原は思わず口をつぐむ。

　大河内はよかれと思って話したのだろうが、上原としては彩佳に知られたくないでき事だった。彼女が「でも」と言ってこちらを見た。

「たとえどんな過去があろうと、今の発言は許せません。要するに上原さんは、わたしをそういう人間だと思ってたってことですよね？　いまだに大河内さんに未練を抱いていて、早月さんから奪うために相談の名目でアプローチできる。そんな状況で、上原さんともつきあえる人間だって」

　自分の発言がそう取られてしまうものだったと気づき、上原は動揺する。咄嗟に目の前の彩佳の腕をつかみ、彼女に向かって言った。

「違う、さっきは頭に血が上って言いすぎたけど、彩佳ちゃんのことを本当にそんな人間だと思ってたわけじゃない。ただ俺は、君から連絡がないことで思うところがあって……」

「何だかわたし、馬鹿みたいですね。上原さんとつきあうのを決めたときは、あの二人みたいな素敵な彼氏彼女になれると思っていたのに……信用すらされてなかったなんて」

　彩佳は自嘲するようにぎこちなく笑い、上原の手をそっと解く。そしてこちらの顔を見ずに告げた。

「申し訳ありませんけど、今は冷静に話ができそうにありません。しばらく考えて、自分の中で気持ちの整理がついたら──こちらから連絡します」

　彩佳が踵を返して去っていき、上原はそれを呆然と見送る。心には、苦い後悔がひたひたと押し寄せていた。

（馬鹿か、俺は。考えなしにあんな発言をして、彼女を傷つけるなんて）

　彼女の心変わりを疑った瞬間、上原の中にはかつて千尋に裏切られたときのことがよみがえった。

　それまではまったくそんな片鱗を見せなかったのに、彼女は二股をかけた挙げ句に別の男と結婚していた。そういうひどい裏切りができる人間が、世の中には確かにいるのだ。

　だがそれを彩佳に重ねてしまうのは、彼女自身を蔑ろにしていることに他ならない。自分の中のトラウマは彩佳には一切関係なく、じわじわと自己嫌悪がこみ上げる。

（彼女にちゃんと、謝りたい。心変わりを疑ったのは俺自身の弱さで、君には何の落ち度もないんだって。……でも）

　もしかしたらそうやって言い訳すること自体、おこがましいのだろうか。

　そもそも健全な恋愛ができない自分が彩佳とつきあうのは、間違いだったのかもしれない。そんな思いがこみ上げ、上原は強く拳を握り締める。

　彼女が去っていったほうを見やると、その姿はもう見えなくなっていた。行き交う人々の間で立ち尽くし、上原はやるせない思いをじっと押し殺した。
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　──時は、半日前に遡る。




　昼休み、職場であるセレストガーデンホテルの社員食堂を訪れた彩佳は、日替わりの欧風ミートボールとサラダ、パンのセットを前にため息をついた。

（あんまり食欲ないな……でも、食べないと）

　心を塞ぐ憂鬱は、時間が経つにつれて強くなっている気がする。

　原因は、二日前のでき事だ。引っ越しの手伝いで上原の新居を訪れた彩佳は、彼に淫らな道具を使って抱かれてしまった。

（別に痛いことをされたわけじゃないし、恋人同士のちょっと刺激的な行為だって考えればいいのかもしれない。……でも、わたしは……）

　考えてみると、その前から上原の様子は少しおかしかったように思う。

　映画を見ているときに彼への想いが募った彩佳は、思いきって隣に座る上原の手に触れてみたものの、彼の反応はぎこちなかった。

　その後、寝室で電話をしていた上原はいつになく苛立った口調で話していて、そんな様子を目の当たりにしたことのない彩佳は不安になった。

（あのときの電話の相手は、誰だったんだろう。リビングに戻ってきたときの上原さんは、普通の顔をしているように見えたけど……）

　映画を見終わった直後に「家まで送っていく」と言われた彩佳は、肩透かしを食った気がした。

　それまで一週間会えなかっただけに、もっと一緒にいたい。そんな気持ちを正直に伝えたところ、上原は「要するに俺とヤりたいんだ」と揶揄するような言い方をし、彩佳を寝室に誘いざなった。

　突然バイブレーターを持ち出して及んだ行為は、ひどく執拗だった。彩佳が抵抗しても彼は聞かず、理性を失わせるほどの愉悦を与えてきた。

　強制的に引きずり出される快感に翻弄されながらも、彩佳は内心泣きたい気持ちでいっぱいだった。何度も「可愛い」「好きだよ」と言われても、自分の気持ちを置き去りにされたという思いが拭えない。あんなふうに一方的に感じさせられ、貪られる行為は、まったく望んでいなかった。

（上原さんが何を考えているか、全然わからない。もしかしたら、あの人はわたしのことがそんなに好きじゃないのかも……）

　もしこちらを口説いてきたのがただの気まぐれで、誰でもよかったのだとしたら。

　そう考え、彩佳の胸は苦しくなる。初めて彼と抱き合ったのは仕事で落ち込んでいたときで、上原は過激な行為に及ぶことはなく優しかった。

　その後は半月ほどプラトニックな関係が続いたが、彼が行く店はバラエティに富んでいて楽しく、豊富な知識に感心し、仕事に対する姿勢にも自然と尊敬の念を抱くようになった。

　そうするうちに、ときおり見せる笑顔や気さくな人柄に心惹かれ、「彼となら、恋人になっても上手くやっていけるかもしれない」と考えて交際を了承した。

　それなのに行為中に目隠しや拘束、大人の玩具を使ったりということを繰り返され、彩佳は上原の一連の行動を受け止められずにいる。

（わたしが知らなかっただけで、上原さんは元々ああいうやり方が好きな人なのかな。でも普通は過激なプレイって、お互いの合意があってするものじゃないの？）

　彼のこれまでの恋愛はどうだったのだろうと、彩佳は考える。

　あれだけ容姿に恵まれ、高給で知られる商社勤めなのだから、きっとつきあう相手には不自由しなかったはずだ。彩佳としてはもっと気持ちが通い合う関係になりたいと望んでいるものの、少なくとも今の段階では温度差があると言わざるを得ない。

（上原さんと一緒にいるのは楽しいのに、素の部分を隠されてる気がする。何だろう、ニコニコしてて優しいけど、本音は別のところにあるみたいな）

　ぼんやりとサラダをフォークでつついていると、ふいに「彩佳ちゃん」と声をかけられる。

　顔を上げると、そこにはランチのトレーを手にした早月が立っていた。

「あ、早月さん。お疲れさまです」

「お疲れさま。ここ、座っていい？」

「はい。もちろん」

　彼女のランチは、豆腐ハンバーグと温野菜サラダ、それに具だくさんの味噌汁とレモンソースのパンナコッタのセットだ。席について食べ始めながら、早月が言った。

「ぼんやりしてたみたいだけど、何かあった？」

「えっ？」

「昨日から、仕事してても上の空のときがあるでしょ。ちょっと気になって」

　チーフである早月は、接客だけではなく部署内のことにも常に気を配っている。彩佳は慌てて答えた。

「すみません。わたし、お客さまの前でもそんな感じでした？」

「あ、ううん。昨日、耳が不自由なお客さまに筆談で一生懸命に説明してたの、笑顔がすごく感じよかったよ。でもオフィスにいるときはタイピングの手が止まっていたり、沈んだ表情のときがあるから、どうしたのかなって思ってたの。お節介でごめんね」

　彼女の雰囲気はとても柔らかで、口調に咎める響きはなく、純粋にこちらを心配してくれているのが伝わってくる。

　早月は数ヵ月前までは客との諍いや同じ課にいた社員からの誹謗中傷などトラブル続きだったが、最近は落ち着いて安定していた。それは交際相手の大河内と上手くいっていることも、多分に影響しているはずだ。

　彩佳は目を伏せて答えた。

「実は、今……ちょっと悩んでることがあって」

「仕事の話？」

「いえ。その……上原さんのことなんですけど」

　それを聞いた彼女は眉を上げ、意外そうに言った。

「仲良くやってると思ってたけど、何かトラブルでもあったの？」

「トラブルというか、わたしが一方的に引っかかっているだけかも。でも本人には何となく切り出せなくて、どうしたらいいのかなって」

　彩佳の取り留めのない説明にしばらく考え込み、早月が言った。

「だったら、大河内さんに聞いてみる？」

「いいんですか？」

「うん。上原さんのことをよく知ってる分、相談するなら一番いい相手じゃない？」

　彼女が大河内に連絡を取り、夜に会う約束を取りつける。

　しかし夜に他のプランナーが客からクレームを受けてしまい、その処理を担当することになった早月が、彩佳に提案した。

「私抜きで、先に大河内さんと話してて。上原さんに関する相談事なら、むしろそのほうがいいと思うから」

「でも……」

「こっちが終わり次第、私もすぐに行くから。ね？」

　かくして彩佳は、午後九時に駅構内にある待ち合わせ場所のカフェに向かった。

　先に来ていた大河内はアイスコーヒーを飲みながら本を読んでいて、彩佳は彼に声をかけた。

「大河内さん、わざわざ来ていただいてすみません」

「いや」

　大河内は背が高く、端整な顔立ちの持ち主だ。

　従兄弟である上原と似通ったところはまったくなく、シャープで鋭利な印象で、少しぶっきらぼうな口調があまり愛想がなく思える。彩佳はピーチティーを一口飲んで言った。

「こうしてると、何だか変な感じですね。わたしたちがお見合いしたのが遠い昔みたい」

　彼と見合いをしたのは三月の上旬で、四ヵ月前の話になる。大河内が表情を改めて言った。

「あのときは、こっちの都合で河合さんを振り回して申し訳なかった。その気がないなら見合いをするべきじゃなかったのに、俺は」

「あ、いいえ。もう気になさらないでください」

　かつて大河内に一目惚れした彩佳は破談になったことに傷ついたものの、それはもう過去の話だ。彩佳は彼に謝罪した。

「ごめんなさい。早月さんがいない状況でわたしと会うのは、やっぱり気詰まりですよね」

「いや、別に。でも賢人と河合さんがつきあい始めたって聞いたときは、ちょっと驚いた。河合さんは最初、あいつにちょっかいかけられるのを嫌がってたみたいだから」

「それは……」

　──確かに最初は、恋愛対象ではなかった。

　上原の発言にときどき混じるわずかな毒に気づき、「外面はいいが、内面は問題ありな男性かもしれない」と考えた彩佳は、彼のアプローチを受け流していた。

　だが落ち込んでいるところを慰められたのをきっかけに、上原の細やかさ、社交的な部分、大人の男性としてのスマートな一面に心惹かれ、告白を受け入れることにした。

　彩佳がそう説明すると、大河内が笑って言う。

「賢人はかなり外面がいいから、大抵の人間は毒のある部分に気づかないんだ。それを見抜いたなんて、河合さんは結構洞察力があるんだな」

　彩佳は「いえ、そんな」と謙遜し、核心部分を切り出した。

「実は大河内さんに相談したいのは、上原さんのことなんです。今までどんな恋愛をしていたのか、気になってしまって」

「何で本人に聞かないんだ？」

「あの……」

　彼の疑問は、当然だ。

　何か知りたいことがあるなら、他人ではなく上原本人に聞けばいい。だがデリケートな内容で、直接問い質して気まずくなるのは避けたい。

　彩佳は周囲を憚りつつ、声を抑えて答えた。

「上原さんと恋人になったのは、わたしが仕事で落ち込んでいたときに慰めてもらったことがきっかけです。そのときはすごく優しい人だと思って、でも……そのあと、過激なことをされて」

「過激なこと？」

　彩佳は逡巡し、しばし押し黙る。だがわざわざ来てもらったのだから、話すしかない──そう決意し、口を開いた。

「目隠しをして……腕を縛られたんです。別の機会には、その……道具を使われたりとか」

　大河内が真顔になり、口をつぐむ。彩佳は羞恥でじわじわと頬が熱くなっていくのを感じながら、早口で続けた。

「わたしは同意してなくて、むしろ『やめてほしい』って何度も訴えました。痛いことをされたわけではありませんし、彼は折に触れて言葉で愛情を示してくれるんですけど、何ていうか……わたしの気持ちがついていけなくて。もちろん、そうしたプレイを恋人同士で愉しむ場合があることは、充分承知してるんです。でも普通、そういうことは双方の同意の上でするものじゃないですか」

「…………」

「それ以外のときの上原さんは優しくて、一緒にいて楽しいのに……だんだん『わたしのことがそんなに好きじゃないのかな、だからそういうことができるのかな』って思えてきたんです。そうしたら、今までの彼女とはどんなふうにつきあってたんだろうって──すごく気になってしまって」

　話しているうちに気持ちが高ぶってしまい、彩佳の目にじわりと涙がにじむ。

　それに気づいた大河内が、気遣うように言った。

「大丈夫か？　ちょっと落ち着こう」

「……すみません」

　彩佳はアイスティーを飲み、高ぶった気持ちを落ち着かせる。それを眺めつつ、彼が口を開いた。

「なるほどな。確かに心の準備がないままにそういうことをされたら怖いだろうし、不安にもなると思う。河合さんが誰かに相談したくなるのは当然だ」

「…………」

「あいつがそういう過激なプレイをするタイプだっていうのは、俺は知らなかった。まあ、いくら従兄弟だとはいえ、つきあっている相手との行為の内容なんて詳しくは話さない。だから今は、結構複雑な心境だ」

　大河内の言葉は、もっともだ。

　いくら従兄弟でも、プライベートをすべて知っているはずがない。だとしたらこんな話を持ち込んだこと自体、彼にとっては迷惑だったのかもしれない。

（わたし、何やってるんだろう。大河内さんと早月さんに迷惑かけて……ううん、それだけじゃない。上原さんのプライバシーに関わることをペラペラ話しちゃうなんて、迂闊にも程がある）

　じわじわと自己嫌悪がこみ上げ、彩佳はいたたまれなさでいっぱいになる。

　もう話を切り上げて、帰ったほうがいい──そう考えた瞬間、大河内が「でも」と言った。

「あいつがそうなった理由については、俺は心当たりがある。かつてつきあってた相手と一悶着あって、たぶんそれが原因なんだろうって」

「えっ？」

「本当は賢人が自分で話さない内容を、俺が陰で話すのには抵抗がある。あいつはもう思い出したくもないだろうし、人に知られることは望んでないはずだ。でも、河合さんが賢人の気持ちがわからずに不安になるのは理解できるし、安易に別れを選択してほしくない。だから話すけど」

　──大河内が語った内容は、彩佳を複雑な気持ちにさせるものだった。

　上原は高校三年生のときにつきあっていた年上の交際相手に、手ひどく裏切られたという。彼女は二股をかけていたばかりか、上原に黙って別の男性と結婚しており、不貞が夫にばれた途端に「上原からレイプされ、その後は脅されて嫌々関係を持っていた」と嘘をついた。

　自宅までやって来た彼女の夫は、上原に向かって「慰謝料を請求する」と発言したものの、両親から冷静に矛盾点を刺激され、結局〝二度と二人きりで会わない〟という念書にサインをして終わったらしい。

　大河内が目を伏せて言った。

「賢人はその年上の彼女を大事にしてたし、事が発覚するまでは仲良くやっていた。実家暮らしだと聞いていたから、つきあっていたあいだに自宅に行ったことはなくて、態度を不審に感じたことは一度もなかったそうだ。女とは当然破局して、その後一切会ってない。でも高校生でそんな修羅場に巻き込まれて、まったく傷つかなかったわけはないと思う」

　大河内いわく、事件が起きるまでは普通に明るい性格だった上原は、その後言葉にときどき毒が混じるようになったという。

　社交的な性格で女性にはよくもてたものの、どの相手とも長続きしなかったらしい。大河内は彼の屈折した面には気づいていたが、そこまで深刻には考えていなかったのだと語った。

（上原さんの過去に……そんなことがあっただなんて）

　大河内の話を聞いた彩佳は、上原についてじっと考える。

　そんなひどい裏切りを経験した彼は、女性を信じることができなくなってしまったのだろうか。当時の上原が受けたショック、心の痛みを想像して、彩佳は苦しくなる。

（もしかして上原さんが過激なプレイをするのは、相手の気持ちを確かめたいからかな。過去のでき事で傷ついたのが原因で……それで）

　だが彼が自分の中のトラウマに向き合わないかぎり、そんなやり方を続けていれば大抵の女性は離れていってしまう。

　ふと気づくと目の前に置かれたグラスの中のアイスティーの氷が溶け、上の部分が薄くなっていた。彩佳はそれを見つめながら言った。

「話してくれて……ありがとうございます。上原さんがどうしてあんなふうにわたしの気持ちを無視した行為をするのか、何となく理由が理解できた気がします」

「誤解しないでほしいんだけど、俺は賢人の行為を正当化しているわけじゃない。過去のトラウマがあれば何をしてもいいわけじゃないし、相手を大事にできないなら最初からつきあうべきじゃないっていう考えだ。でも、もし河合さんの中にまだあいつへの気持ちが残っているなら、ちゃんと向き合ってやってほしいという思いはある。二人のことは二人で決めるべきだし、本当に余計なお世話だろうけど」

　愛想はないが誠実な大河内の言葉を聞いた彩佳は、小さく頷く。そして彼に向かって言った。

「お話を聞かせていただいて、ありがとうございます。少し……自分なりに考えてみようと思います」

「ああ」

「今日はこれで失礼します。早月さんに、どうぞよろしくお伝えください」

「わかった」

　大河内に頭を下げた彩佳は、カフェを出る。

　そして地下鉄の乗り場に向かって歩きながら、目を伏せて考えた。

（上原さんがあんな行為に及ぶ原因は何となくわかったけど、わたしはどう向き合うべきだろう。結局は、あの人の心の問題なのに）

　いっそ見切りをつけて、別れるという選択もある。上原のトラウマは根深く、自分の力で何とかするには少々荷が重い気がした。

　だが彩佳の中には、普段の彼の優しさや仕事に対する真面目さ、頼りがいのある部分など、好きだと思うところがたくさんある。そして過激な行為に及んでも上原はこちらの身体を傷つけておらず、その点に関しては救いがある気がした。

（上原さんは、わたしを傷つけようとは思ってない。だったらちゃんと自分から意思表示をしてみようかな）

　嫌なことは嫌と、はっきり言う。その上で時間をかけて信頼を積み上げていけば、いつか彼の心が癒される日がくるだろうか。

　そのときふいに後ろから手首をつかまれ、彩佳は驚いて振り返る。そこには仕事帰りらしいスーツ姿の上原がいた。

「偶然だね。俺は残業してて今帰るところだったんだけど、彩佳ちゃんは？」

　ニッコリ笑ってそう問いかけられ、まさかこんなところで彼に会うと思っていなかった彩佳は、しどろもどろに「自分も今、仕事帰りだ」と答えた。

　あまりに絶妙なタイミングに、心臓が嫌な感じに脈打っていた。

（もしかして、大河内さんと一緒のところを見られた？　だとしたら変な誤解をしてるかも……）

　これまで早月を含めて顔を合わせたことはあっても、彩佳が大河内と二人きりというシチュエーションは一度もない。

　すると案の定、彼は誤解をしているらしく、「なぜ大河内と二人きりで会ってるのか」と詰問してきた。そして上原は「自分に隠れて彼に相談したいことは何か」と問いかけ、意外なことを言った。

「当ててみようか。俺と別れたくて、それを貴哉に相談した──違う？」

　想像もしていなかった彼の発言に、彩佳は顔をこわばらせて答えた。

「違います。そういう話をしたわけじゃ……」

「それともいまだに貴哉を諦めきれてなくて、〝相談〟っていう名目でモーションをかけた？　だとしたら早月ちゃんもいい面の皮だな、よかれと思って二人で会うのを許したのに、実は君にそんな下心があるなんて」

　それを聞いた瞬間、彩佳の心に湧き起こったのは怒りの感情だった。

　大河内のことはもう何とも思っておらず、早月との仲を応援している。自分なりに考えて上原とつきあおうと決め、近頃は日々募る愛情を自覚していたのに、彼の口ぶりではまだ大河内に未練を残しているかのようだ。

（ひどい。この人は、わたしが隠れてコソコソと大河内さんにモーションをかけるような人間だと思ってるの？　今までもそんなふうに考えて……？）

　とどのつまり、自分は上原に信用されていなかったということだろうか。

　そう思うと悲しみと怒りがない交ぜになった感情がこみ上げ、彩佳は顔を歪める。そんなふうに考えていたから、上原はあんな過激なやり方で自分を弄ぶことができたのかもしれない。いつか大河内に再アタックする機会を虎視眈々と狙っているような計算高さがある女だから、好きに嬲ってもいいと考えて──。

（馬鹿みたい。わたしは上原さんが好きだから、いろいろ悩んでいたのに……それが一人相撲だったなんて）

　彩佳は顔を上げ、彼を見つめて言った。

「上原さん、わたしはさっき、大河内さんに聞いたんです。──上原さんが高校時代につきあってた相手のこと」

「えっ？」

　過去のでき事について触れた途端、上原は明らかに顔色を変えていた。

　そんな彼に対し、彩佳はそもそも大河内に会った理由は上原について相談したかったからだということ、そしてたとえどんな過去があろうと先ほどの発言は許せないことを語り、頑なな表情で告げた。

「申し訳ありませんけど、今は冷静に話ができそうにありません。しばらく考えて、自分の中で気持ちの整理がついたら……こちらから連絡します」

　上原が何か言おうとしていたものの、彩佳は彼から目をそらし、一人で改札に向かって歩き出す。

　心の中が千々に乱れていて、つい早足になっていた。自分なりに上原の人となりを見極め、その上で交際を始めたと思っていたが、どうやらそれは勘違いだったらしい。

　これまで彼に軽い女だと思われていた事実が、彩佳の心を深く傷つけている。そんなことも知らずに「上原とちゃんと向き合いたい」と考えていた自分が、ひどく滑稽だった。

（もう……駄目かもしれない。そもそも信用されてなかったんだから、そんな人とこの先上手くやっていくなんて無理）

　ＩＣカードをかざし、改札をくぐる。下りのエスカレーターに乗った彩佳は、泣きそうに顔を歪めた。

　先ほど口を開きかけた上原は、一体何を言うつもりだったのだろう。耳障りのいい言葉を並べて、交際を続行しようとしたのだろうか。

　ちょうどホームに入ってきた地下鉄の風圧が、髪を巻き上げた。片方の手でそれを押さえながら胸の痛みをおぼえ、彩佳はじっと目を伏せた。








第十章









　竹下建設工業は、地元ではそこそこ名の通った建設会社だ。

　戦後に創業し、着実に実績を積み上げてきていて、会社の経営状況も悪くない。そんな会社の次期社長を夫に持ち、自身も役員に名を連ねる竹下千尋は、その日街中のカフェにいた。

　向かいに座っているのはサラリーマン風の中年男性で、千尋は彼に問いかける。

「こんなに早く報告書を持ってくるなんて、思ったより仕事が早いのね。それで自宅はわかった？」

「ええ、こちらに」

　目の前の相手は、探偵事務所の人間だ。

　彼が提示した書類には三十歳前後の男性会社員の写真、彼がこの数日のあいだに立ち寄った場所、そして自宅の住所などが詳細に記載されていた。千尋はそれを興味津々で読み耽った。

（ふうん、結構いいところに住んでるんだ。まあ将来有望な商社マンだもの、当然よね）

　先週の木曜、千尋は夫に随行したパーティーで思わぬ人物に再会した。

　スラリと背が高く均整が取れた体型の彼は、人好きのする端整な顔立ちが目を引いた。思わず目を奪われた千尋は、やがてそれが見覚えのある人物だと気づいた。

（嘘……こんなところで会うなんて）

　彼──上原賢人は、千尋が大学四年生のときにつきあっていた相手だ。

　正月の街中で逆ナンパした彼は当時高校二年生で、いかにも女の子にもてそうな雰囲気を持っていた。千尋にはその一年余り前から今の夫である竹下と交際しており、上原との関係は最初から二股だった。

　それまで年上の男性ばかりとつきあってきた千尋は四歳年下の彼が可愛く、一緒にいるのは楽しかった。上原の容姿は当時から際立っており、道を歩けばチラチラと見られることが多く、そんな彼を隣に侍らせるのはとても気分がよかった。

　最初はつまみ食いのはずが思いのほか気に入ってしまい、大学を卒業してすぐに竹下と入籍した千尋は、その事実を告げないまま上原との交際を続行した。怪しまれないように大学時代に内定をもらっていた電機メーカーに勤務していることにし、彼とのデートを楽しんでいたが、結婚して三ヵ月後に夫に不貞の事実がばれてしまった。

『ここ最近、君の様子がおかしいと感じて、悪いとは思ったが密かに調べさせてもらったんだ。これは一体どういうことだ？』

　興信所の報告書を見せられた千尋は、ひどく狼狽した。

　夫となった竹下は大きな建設会社の跡取り息子であり、妻となった自分はセレブな暮らしが約束されている。片や上原はまだ高校三年生で、将来性は未知数だ。どちらを選ぶかは迷うまでもなく、千尋は咄嗟に夫に対して訴えた。

　──数ヵ月前、繁華街で道を尋ねてきた男子高校生にレイプされた。そして恥ずかしい写真を撮られ、それを盾に繰り返し関係を強要されていたのだと。

　最初は懐疑的な様子の夫だったが、千尋が号泣して「決して浮気ではない」「自分は被害者だ」と言うと、妻にベタ惚れだった彼は何とか信じてくれた。

　用心してメールの送受信をすべて消去していたのも、功を奏したらしい。嘘を信じた夫が憤り、「相手の家に事実確認に行く」と言うのを聞いたときは焦ったが、千尋はそれを止めることはできなかった。

　上原家を訪ねたところ、ちょうど両親が在宅していて話をしたものの、夫の訴えを聞いた彼らは驚きを隠せない様子だった。それはやがて帰宅した上原も同様だったが、千尋としては最初についた嘘を貫き通すしかなかった。

　だがショックを受けていた上原は、「自分の携帯電話の中にリベンジポルノに使えるような写真があるかどうか、確認してほしい」と言って夫に自分の携帯電話を差し出してきた。彼の両親もこちらの発言の矛盾を指摘し、「息子は卑怯な手を使って女性を陥れるような人間ではない」「レイプされたという証拠を提示できないなら、法的手段を取る」と言ってきて、千尋は追い詰められた。

　結局、〝今後二人は、個人的に会わないこと〟を明記した書類を作成し、双方が署名捺印することで事態は手打ちとなって、千尋と上原の関係はそれっきりになった。

（確かに騙すようなことをして悪かったけど、十三年も前の話ならもう時効よね。それにしても、賢人がすっかり大人になってて驚いちゃった。しかもあんなにいい男になってるだなんて）

　つきあっていた頃は高校三年生だった彼は、現在三十歳のはずだ。

　学生の頃の青さがなくなった上原は、落ち着きが備わった魅力的な大人の男になっていた。パーティー会場でふと目が吸い寄せられ、それがかつてつきあっていた男だと悟った瞬間、千尋は強く「欲しい」と考えていた。

　若い頃も可愛くて好きだったが、大人になった彼がどんなふうに成長したのか、知りたくてたまらない。そう思ってしまうのは、今の千尋と夫の仲が冷えきっているせいだろうか。

　十三年前の話し合いのあと、冷静になった夫は上原家の主張のほうが筋が通っていることに気づき、千尋の人間性に疑問を抱いたようだった。彼に離婚されるのを恐れた千尋は、それから数年はおとなしくしていた。だが元来浮気性で自分の容姿に自信がある千尋は、貞淑な妻として家庭に収まっていることができなかった。

　あれからちょこちょことつまみ食いを繰り返しているが、ここ数年の夫はこちらに興味がなくなったのか、実質放置されている。最近の彼は帰りが遅く、何となく女の気配を感じるものの、今の生活を手放したくない千尋は表立って文句を言えずにいた。

　そんな生活にストレスを感じていたところに現れたのが、上原だ。彼を見た瞬間、千尋の中にかつてのときめきが鮮やかによみがえった。夫と別れるつもりは毛頭ないが、今の上原とつきあってみたい。交際していた当時は彼は自分に夢中だったのだから、わだかまりを解きさえすればまた仲良くやれるはずだ。

（あの頃と違ってもう大人なんだから、不倫がどうとか野暮なことは言わないわよね。正樹さんはまた興信所を雇うほど私に関心はないし、ばれる心配はない）

　そう考え、上原のＳＮＳを探し当てた千尋は友達申請をしたものの、すぐにブロックされてしまった。浮足立っていたところに水を差され、千尋は面白くない気持ちになった。

（昔のことを、まだ怒ってるの？　だったら直接会って謝れば許してくれるかしら）

　翌日、千尋はＪ商事まで行って上原を待ち伏せたが、現れた彼の反応はにべもないものだった。ならばと知人から聞き出した電話番号にかけてみたものの、すぐに切られてしまい、次第に苛立ちが募った。

（何よ。こうなったら、何が何でも振り向かせてやるんだから）

　そう決意した千尋は、探偵社に上原の自宅を調べるよう依頼した。

　名前と勤務先がわかっていたおかげで彼らはすぐに本人の顔を特定し、二日間尾行して自宅を突き止めた。かくして喫茶店で探偵と落ち合い、報告書の内容を読んでいた千尋は、ふと気になる記述を見て問いかけた。

「ねえ、この昨日駅で会っていた若い女性って……？」

「おそらく交際相手かと思います。彼女が他の男性と会っているのを目撃して、何やら揉めていたようですね」

　今の上原につきあっている相手がいると知って、千尋はムッとした気持ちを押し殺す。

　だが二人が揉めているのは、好都合だ。もし彼と交際相手が現在不仲なら、自分がつけ込む余地は充分あるのかもしれない。そう考え、千尋は探偵に向かって言った。

「ご苦労さま。調査はこれで終了でいいわ」

「調査員二名で二日間、張り込み時に使用した車両が一台、そして報告書の作成と写真添付で、こちらが料金明細になります。料金はお振り込みにしますか？」

「いえ、今ここで払います」

　料金を支払うと、代わりに領収書を手渡した探偵が、「また何かありましたらお願いします」と言って去っていく。

　一人席に残った千尋は、改めて報告書を見ながら考えた。

（賢人の自宅、まだ新しい高層マンションだから、きっとオートロックよね。だったら建物の外で待つしかないか）

　ここ数日、千尋はかつて上原とどんなふうにつきあっていたかを思い出し、甘酸っぱい気持ちを味わっている。

　恋人同士だった頃、彼は本当に自分を大切にしてくれた。現在経済的に豊かだが心が満たされない日々を送っている千尋の中に、あの頃のように上原から愛されたいという切実な思いが湧いていた。

（早速今夜、賢人のマンションに行ってみようかな。……ふふっ、楽しみ）
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　火曜日は朝から曇りで、今にも雨が降り出しそうな空模様だった。

　よく眠れないまま出勤した彩佳は、沈んだ気持ちを押し殺す。昨夜上原と別れたあと、彼から何も連絡がなかったことが、余計に憂鬱さを掻き立てていた。

（あんな喧嘩腰で「こちらから連絡します」って言ったんだから、向こうが沈黙してるのは当たり前だよね。……でも）

　もしかすると、上原はこちらにもう見切りをつけたから何も連絡してこないのだろうか。

　そんな考えが頭をよぎり、彩佳は重苦しい気持ちになる。あれからどうするべきかを思案していたものの、まったく結論は出ていなかった。

　ため息をつき、更衣室の鏡で身だしなみを確かめた彩佳は、オフィスに向かう。パソコンを立ち上げてみると、日曜のブライダルフェアの来場者からメールがきていた。

（あ、これ、耳が不自由なお客さまだ……）

　二人とも聴覚障害を持っているというカップルは、最近結婚が決まったばかりで、ブライダルフェアに参加したのはセレストガーデンホテルが初めてだったらしい。

　彩佳は筆談で対応したが、おしとやかで初々しい新婦と穏やかな新郎はとても仲が良く、見ていて微笑ましい気持ちになった。彼らはメールの中に「日曜日に担当してくださったプランナーさんの感じがよかったので、ぜひ挙式の見積もりをお願いしたい」と書いており、彩佳はうれしくなる。

（わざわざ指名してくれるの、すごくうれしい。でも耳が不自由だと、普通の式とはいろいろ勝手が違うよね）

　彼らは今日の夕方の打ち合わせ予約を入れていて、彩佳は目まぐるしく考える。

　聴覚障害を持つ人がどんな場面で不自由を感じるのか、挙式を進行する側としてどんな配慮が必要なのかを、事前に調べておかなくてはならない。

　彩佳は早速書架に行き、過去の挙式実例を調べ始めた。そして他部署の人間に電話をかけ、ヘアメイクや介添え人、フロントなどのスタッフが当日どんな対応ができるかを確認する。

（挙式は司会者の他に、手話通訳の人を入れられるといいかも。手話で実況してもらえたら、新郎新婦もわかりやすいだろうし）

　その場合は会場が暗くなったとき、手話通訳者に照明を当てるなどの配慮が必要になる。

　手話通訳者を頼んだ場合のコスト、そしてもし呼ばない場合はその場の状況や発言をタブレットで字幕で表示するという代案も用意し、草案をまとめた彩佳は一息ついた。

　そして支配人の後藤の元に行き、自分のプランニングを提示した。

「日曜のブライダルフェアに来場されたお客さまが、今日の夕方に挙式のご相談に見える予定なのですが、お二人とも聴覚障害者でいらっしゃるんです。挙式当日は通常とオペレーションが異なると思いますので、それを踏まえたプランニングを考えたのですが、いかがでしょうか」

　彼は彩佳が立てたプランニングの草案に目を通し、頷いて答えた。

「うん、いいんじゃないか？　お客さまの立場に立って物事が考えられているし、細かい部分にも配慮が行き届いてる。ただ、同じ聴覚障害をお持ちのゲストがいる場合は、式の進行や演出がわかるように冊子などを用意するといいかもしれないな。式のコンテンツや会場で流れる音楽の曲名、映像で使われている楽曲の歌詞などの細かい部分も載せると、そういう方たちにもきっと式の臨場感が伝わる」

「そうですね」

　後藤のアドバイスは的確で、彩佳は早速修正を加えるために席に戻ろうとする。すると彼がふいに言った。

「河合、最近頑張ってるな。プランがよく練られているし、それぞれのケースに真剣に向き合っているのがわかる。お客さまにもそれが伝わっているから、わざわざ名前を挙げて指名していただけるんだと思うよ」

「……ありがとうございます」

　思いがけず褒めてもらえて、彩佳の心にじわじわと喜びがこみ上げる。

　ここ最近、頑張ろうとしても空回りが続いていたが、ちゃんと見てくれている人がいたのだと思うと、うれしかった。

（やりがいって、こういうことを言うのかな。誰かが頑張りを見てくれてると思うだけで、仕事に対する意欲が湧いてくる）

　プランニングの草案に修正を加え、夕方の打ち合わせに備える。

　他にもメール返信をしたり、他部署との確認事項をこなしているうち、昼休みになった。食堂に行こうとした彩佳は、後ろから呼び止められる。

「彩佳ちゃん」

「……早月さん」

　今日は午前からオフィスにいなかった彼女は、やっと仕事が一段落したらしい。彩佳は彼女に向かって言った。

「昨日は大河内さんとお話しする機会を作ってくれて、ありがとうございました。早月さんが来るまで待たずに帰ってしまって、すみません」

「あ、ううん。いいの」

　食堂でランチを注文し、二人でテーブルに座る。彩佳は「あの」と気になっていたことを切り出した。

「わたしからの相談内容、大河内さんに聞きました……？」

　大河内に話した内容は上原の極めてプライベートな部分のため、他言されるのは避けたい。

　彩佳がそう思いながら問いかけると、彼女はあっさり首を振った。

「何も聞いてないよ。相談したい内容が上原さんのことで、わざわざ大河内さんに話したいなら、私は首を突っ込まないほうがいいと思って。彼も話さなかったし」

　意外な返答に、彩佳は思わず口をつぐむ。

　もし彼氏が他の女性の相談に乗ったら、自分なら内容が気になってしまうはずだ。そもそも二人きりにするのも、心穏やかではないだろう。彩佳は早月に向かって口を開いた。

「わたしと大河内さんを二人きりにして、何を話したのか気にならないんですか？　だってわたしは以前、その……彼が好きだったのに」

「二人のことは、どっちも信用してるから。それに彩佳ちゃんが今好きなのは上原さんで、彼のことを大河内さんに相談したいなんて、よっぽど悩んでるんだよね？　だったら力になってあげたいって思うのは、私にとって当たり前のことだよ」

　彼女が自分を信頼してくれているのが伝わってきて、彩佳は胸がいっぱいになる。

　そしてそれは大河内との間に確固たる信頼があっての発言だとわかり、彩佳はうらやましく感じた。

（いいな。早月さんと大河内さんは、着実に二人の時間を積み重ねてるから相手のことを信じられる。でも、わたしたちは……）

　自分たちの間には、信頼関係はない。

　彩佳は上原のことが好きだったが、彼には「隙あらば大河内にアプローチする機会を狙っている、計算高い女だ」と思われていたのがわかり、ひどく傷ついた。

（ああ、……そうか）

　もっともショックだったのは、自分の想いが一方通行だったことなのだと、彩佳はふいに気づく。

　一人の男性として上原に好意を抱いていたのに、彼は彩佳を信じてくれていなかった。だからこそ玩具のように扱うことができたのかもしれないと思い至り、彩佳は顔を歪める。

「……彩佳ちゃん？」

　突然フォークを皿に置く様子を、早月が不思議そうに見つめてくる。彩佳はポツリと言った。

「早月さん……わたしと上原さん、もう駄目かもしれないです」

「えっ？」

「昨夜、大河内さんと会って話していたのを、たまたま残業帰りの上原さんが目撃していたんです。それでお店から出てきたところで話しかけられたんですけど、彼に黙って二人で会っていたことに怒ってしまって。『いまだに貴哉を諦めきれなくて、〝相談〟っていう名目でモーションをかけたのか』って言われました。だとしたら早月さんも、いい面の皮だって」

　それを聞いた早月が、複雑な表情になって答えた。

「……それはひどいね。昨日の件は、私と大河内さんの双方が納得していたことだったのに」

「わたし──すごくショックで。だっていまだに大河内さんに未練を持ってるなんてありえないし、あわよくば早月さんから奪おうなんて欠片も考えてないです。でも上原さんは、最初からわたしをそういう人間だと思ってたってことじゃないですか。それを聞いた瞬間、すごく虚しくなって……わたしがあの人を好きでも、当の本人がそういう色眼鏡で見ているなら、もう一緒にいる意味なんてないんじゃないかって」

　話しているうちに気持ちが高ぶり、つい口調に熱がこもる。すると彼女が、冷静な口調で言った。

「彩佳ちゃんが傷ついたのは当然だし、言ってることは何も間違ってないよ。でも、まったく心の準備がない状態で二人が一緒にいるところを見たら、上原さんの中に疑う気持ちが湧いてくるのは仕方がないんじゃないかな。勢いで言ってしまうこともあるし、すべて本心だとは思わないほうがいいかも」

　確かに内緒で大河内に会っているのを目撃すれば、あらぬ疑いを持って当然だろうか。

　そう考える彩佳を見つめ、彼女がなだめるように微笑んだ。

「そうやって悩むってことは、彩佳ちゃんの中にはまだ上原さんへの気持ちがあるんだよね？　だったら逃げずにちゃんと向き合ったほうがいいよ。たとえ別れるっていう決断を下すにしても、お互いに言いたいことを言ったあとなら後悔も少ないだろうから」

　昨夜から考え続けているが、今後上原との関係をどうするかの決断はできていない。

　だが早月が言うように、昨日の彼の発言は思わぬ状況に遭遇して勢いで出たものかもしれず、ならば冷静に話し合う必要があるような気がする。

（「上原さんを好きな気持ちがまだあるから悩んでる」っていうのは、確かにそのとおりかも。……すぐに別れるっていう決断ができないんだから）

　これまでは上原に対して遠慮があり、疑問に思うことがあってもそれを口にできずにいた。

　しかしここまできたら、互いの本音をぶつけ合わなければ前に進めない。そう考えた彩佳は、彼女を見つめて答えた。

「上原さんと……ちゃんと話してみます。その結果、どうなるかはわかりませんけど」

「うん。私で聞ける愚痴ならいつでも聞くから、気軽に話して」

　早月の表情は柔らかく、彩佳はしみじみと「この人が自分の先輩でよかったな」と考える。そして食事を再開しながら、彼女に問いかけた。

「早月さんと大河内さんって、つきあってどのくらいでしたっけ」

「三ヵ月かな」

「二人とも、そうとは思えないほどの落ち着きぶりですよね。まるで長くつきあってるカップルみたい」

　聞けば早月は半月ほど前に初めて大河内の自宅を訪れ、彼の両親に対面したという。彩佳は見合いのときに会った二人を思い出しながら言った。

「大河内さんのご両親、ほんわかした感じですよね。お父さんはニコニコしてて穏やかで、お母さんはふんわりした可愛い雰囲気で」

「うん。すごく優しい方たちだった」

　早月と話しているうちに少し心が軽くなり、食欲も出てくる。

　午後はバンケット部門との打ち合わせと、週末にアシストに入る予定の挙式ミーティングに参加した。その後、オフィスに戻って事務仕事をしながら彩佳は考える。

（今までのわたしって、合コンの男性メンバーをスペックで品定めしたり、選ばれるためにせっせと自分磨きをしたり、「よりよい人に出会いたい」っていう下心がすごくあった。男受けを考えて嫌味のないキャラを作って、それなりに上手く立ち回ってきたつもりだけど……）

　始まりが友人だったからか、上原は珍しく素に近い自分で接することができる人だった。

　最初は恋愛をする気はなかったものの、彼の優しさや人間的に尊敬できるところを目の当たりにし、少しずつ気持ちが高まって交際に発展したのは、我ながらとてもイレギュラーなでき事だ。

（そうだ。わたし、上原さんの前では過剰に可愛い子ぶることなく自然でいられたんだ。考えてみたら、今までつきあってきた中でそういう人は他にいなかったかも）

　だがつきあい始めの幸せな時期に思いがけず過激なプレイをされ、彩佳の心は萎縮してしまった。

　おそらくあの時点で、嫌なことは嫌だと主張するべきだったのだろう。上原に嫌われたくなくて言葉をのみ込んだ結果、素の自分を出せなくなっているのだから、本末転倒だ。

（わたしは上原さんのいいところをたくさん知ってるし、だからこそあの人を好きになった。昨日、「貴哉に未練があるんじゃないか」って言われたときは悔しくて悲しかったけど……別れを選択する前に、言いたいことを全部ぶつけてみてもいいのかもしれない）

　できればこちらの主張をするだけではなく、彼が心の内に抱えているものも見せてほしい。

　もし過激な行為に及ぶ原因に心当たりがあるなら、その根本をどうにかできるよう寄り添いたい──彩佳はそんなふうに考えていた。

（ああ、わたし……本当に上原さんのことが好きなんだ）

　落ち込んでいるときに慰めてくれたり、仕事で行った外国の話を語ってくれたり、どんな場所にもスマートにエスコートしてくれていざというときに頼りがいのある上原を、いつしか心から好きになっていた。

　それをはっきり自覚した今、彼の本音を聞きたくて、ちゃんと向き合ってくれるつもりがあるのか確かめたくて、うずうずしている。

（今夜、上原さんに会って話をしよう）

　実際に上原に会うことを考えると、緊張が高まる。

　だが先延ばしにしても、気まずさが増すだけだ。彼を好きなら正面からぶつかるべきだと、腹を括った。

（よし。そうと決まれば、早く仕事を片づけなきゃ）

　なるべく早く退勤するため、彩佳は集中して仕事に取りかかる。

　発注業務をこなしたあと、他部署への情報伝達のための文書を作成しながら、そわそわと落ち着かない気持ちをじっと押し殺した。
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　Ｊ商事は人材育成に重きを置いており、新規案件のプレゼンは比較的通りやすく、やる気のある人間はさまざまなことにチャレンジさせてもらえる土台ができている。

　火曜日の午後、翌日発表するプレゼン資料の最終チェックをしていた上原は、小さく息をつく。なかなか目の前のことに集中できないのは、昨日のでき事が原因だった。

（何であんなこと言っちゃったんだろうな。……いくら頭に血が上っていても、最低だ）

　──昨夜、仕事帰りに駅構内で彩佳を見かけたのは、本当に偶然だった。

　彼女がカフェで大河内と一緒にいるのを見た上原は思わず「彼に未練があるから、コソコソ会ってアプローチしているのか」とひどい言葉を投げつけた。

　するとそれを聞いた彩佳は、自分が信頼されていない事実に憤って帰ってしまった。彼女を追うことができなかった上原は、あれから苦い後悔に苛まれている。

（いい加減、見切りをつけられたかもしれないな。普段は余裕ぶっている俺が、ただの自信のない男だってばれたんだから）

　彩佳が去ったあとで立ち尽くしていると、ふいに背後から「賢人」と呼びかけられた。振り向くとそこには大河内がいて、眉をひそめて言った。

『カフェの店内から、ここで話してる様子が見えたんだ。お前、何か変な誤解してるんじゃないだろうな。俺と河合さんがどうとか』

『貴哉にその気がないのはわかってるよ。でも……彩佳ちゃんのほうはそうじゃないかもって思って、それを口に出して、怒らせた』

　それを聞いた彼は舌打ちし、「アホか」とつぶやいた。

『彼女はお前のことが好きで、だから悩んで俺に相談してきたんだよ。さっき聞いたけど、お前河合さんの気持ちを無視して、さんざん好き勝手やってるんだろ。目隠ししたり、縛ったり』

『…………』

『何やってるんだよ。まさか彼女を玩具にする目的で、つきあおうって言ったのか？』

　彼の問いかけに、上原は小さく「違う」と答える。すると大河内はますます剣呑な顔つきになり、「だったら、ますます性質が悪い」と言った。

『好きな相手を大事にできないなら、最初から手を出すな。俺はお前が歪んでる理由が何となくわかってるけど、それを免罪符にするのは卑怯だし、何よりお前を純粋に好きでいてくれる河合さんに失礼だ』

　彼の言葉は言い返せないくらいに正論で、上原は目を伏せた。すると大河内が、ふと眦を緩めて言った。

『でも彼女と話してて、少し印象が変わった。前はいかにもあざとい雰囲気で俺は苦手だったけど、実際は一生懸命で、自分なりにいろんなことを考えてる感じだったな。もしお前が本当に河合さんを好きで、手放したくないと思ってるなら、ちゃんと話さなきゃ駄目なんじゃないか』

『……うん』

　そのときスマートフォンの着信音が鳴り、ディスプレイを確認した彼が「早月だ」とつぶやく。大河内は顔を上げ、話を切り上げた。

『俺はもう行くけど、自分でよく考えて結論を出せよ』

『…………』

『じゃあ』

　彼が去っていき、一人自宅に戻った上原は彩佳にメッセージを送ろうとしたものの、結局送るのを断念した。

　彼女は別れ際に「自分の中で気持ちの整理がついたら、こちらから連絡します」と言っていた。ならばしつこくせず、向こうからの反応を待つべきだ。彩佳の言葉、そして大河内の助言を踏まえて考え続けた上原は、ひとつの結論を出した。

（とどのつまり、俺自身が自分の内面に向き合わなきゃ駄目なんだよな。彩佳ちゃんを傷つけるのは本意じゃないし）

　これまでの上原は過去のトラウマを拗らせ、相手を快楽で追い詰めて自分を求めるようにしなければ満足できなかった。

　だがそれは、千尋につけられた傷を他の人間で癒そうとしてることに他ならない。勝手に女性に失望し、独り善がりな振る舞いをしていた自分は、今思うととても滑稽だ。

　そんな考えに囚われ続けていたために、耐えられなくなった交際相手から別れを切り出されても、すぐに「仕方ない」と諦めていた。だが彩佳とつきあううち、大河内に対する押し強さがあるかと思いきや真面目で素直だったり、自分の誘いに簡単に靡かない思慮深さがあったり、愛されて育ったがゆえの無邪気な雰囲気に惹かれ、いつしか手放したくないと考えるようになっていた。

（彼女が俺の歪みに耐えられないなら、別れてやったほうがいいって考えていたけど。……それは欺瞞だ）

　できるなら、この先もずっと彩佳とつきあっていきたい。

　歪んだ形ではなく、ただ愛情だけで彼女に向き合える自分になりたい。そう強く思った。

（だったらもう、過去に折り合いをつけなきゃ駄目だ。いつまでもあの人にされたことにこだわらず、人を信じられるようにならないと）

　ならばどうするか。まずやらなければならないのは、この期に及んでちょっかいをかけてくる千尋を何とかすることだ。

　受け身でいても、さまざまな手段で接触してくる彼女は諦めないに違いない──そう考えた上原は、頭の中であれこれシミュレーションする。

（俺なりに、過去にけじめをつける。それから彩佳ちゃんと、話をしよう）

　思考に折り合いをつけ、しばらく集中して仕事をしていると、オフィスに江藤が入ってくるのが見える。

　上原はやりかけの作業のバックアップを取って立ち上がり、彼のデスクに歩み寄って言った。

「──江藤部長、ちょっとよろしいですか」







　夕方に打ち合わせを一件こなした上原が、その後中国に納入した資材の不具合報告を受けて製品の引き取りジップアップの手配を終えたのは、午後八時だった。

　退勤するべくパソコンの電源を落としていた上原は、ふとスマートフォンにメッセージがきていることに気づく。差出人は彩佳で、「お話ししたいことがあるので、今夜会えませんか」という少し硬い文面だった。

　一瞬胃がぎゅっとしたものの、上原は手早くスマートフォンを操作する。静かに話をするためには騒がしくない場所のほうがいいと思い、「自分の家に来てもらえないか」と返信すると、すぐにＯＫの返事がきた。

　ため息をついてスマートフォンを閉じた上原は、オフィスに残っているメンバーに挨拶し、帰宅する。地下鉄に乗って二駅、そこから歩いて数分のところに引っ越したばかりの自宅マンションはあった。

　エントランスはライトアップされていて、すっかり暗くなった往来に明るく浮かび上がっている。彩佳が来るのは、何時くらいだろうか──そう考えながら歩いていた上原は、ふと入り口の横に誰かが佇んでいることに気づいた。

（あれは……）

　てっきり彩佳かと思ったそれは、違う人物だ。

　スラリとした肢体を引き立てるカシュクールのワンピースと形のきれいなミュール、優雅な巻き髪の女性が誰なのかすぐに思い至り、上原は真顔になる。建物に歩み寄った上原は、彼女に向かって問いかけた。

「ここを知ってるってことは、もしかして調べさせたの？　俺の身辺を」

「ええ、そうよ。だって賢人、冷たいんですもの。私が何度も謝ってるのに、全然話を聞いてくれなくて」

　竹下千尋は笑い、事も無げに言った。

「最近の探偵って、すごく仕事が早いのね。名前と勤務先を教えただけで、たった二日で自宅を突き止めてくれたわ。びっくりしちゃった」

　彼女の態度に悪びれたところはまったくなく、それを見た上原はじわりと苛立ちをおぼえる。

　しかし気持ちを落ち着かせ、口を開いた。

「俺、千尋さんに期待させるようなことを何か言ったかな。あのパーティーで再会して以来」

「言ってないわ。あなたが昔のことで私を恨んでるのは、よくわかってる。改めて謝らせて、──ごめんなさい」

「…………」

「私、あのときのことをずっと後悔し続けてきたの。あなた一人に罪を被せるような真似は卑怯だったし、結局騙したようなものだものね」

　しおらしく謝った千尋は、こちらに歩み寄ってきながら言った。

「でも信じてほしいんだけど、あのときの私は本当に賢人が好きでつきあってたのよ。あなたは私を大事にしてくれたし、一緒にいてすごく楽しかった。当時交際していた正樹さんに悪いと思いつつ、賢人に惹かれる気持ちをどうしても抑えられなかったの。どちらかを選ぶことができないままズルズルと時間だけが過ぎて、そうするうちに正樹さんに私たちの関係がばれて、パニックになったわ。好きなのは断然あなたのほうだったけど、当時の賢人はまだ高校生だったでしょう？　それに結婚式で知人や親戚に盛大に祝ってもらったばかりだったから、離婚するのはあまりに外聞が悪くて。気がついたら……あんなひどい嘘をついてた」

　彼女は自分の言葉に酔っているのか、沈痛な面持ちでこちらを見つめる。そして「でも」と言葉を続けた。

「賢人を騙して一方的に悪者にしてしまったことを、ずっと謝りたいって思ってた。あれから私と正樹さんの仲は冷えきってしまって、今ではほとんど会話がない状態よ。そんなとき、あなたに再会して……昔のことを鮮やかに思い出したわ。一緒にいて楽しかったことや、どれだけ大切にしてくれたか」

　黙って千尋の話を聞きながら、上原は考える。

　その関係を壊したのは、他ならぬ彼女自身だ。そもそも自分との関係は最初から〝浮気〟であり、本命は有名企業の跡取り息子である竹下のほうだったのだろう。先ほど千尋が言っていたように、次期社長の地位を約束された男を捨ててまで高校生を選ぶなどありえない。

　無言の上原を見てどう思ったのか、千尋が熱のこもった口調で言った。

「ね、昔は上手くいかなかったけど、今の私たちはきっといい関係になれるわ。だってお互いに大人になって、遊び方も心得てるでしょう？　もし正樹さんのことを気にしてるなら、心配しなくていいのよ。さっきも言ったように、あの人はもう私に関心がないし」

　彼女は再び、自分に不倫の関係を持ちかけている。それを悟った上原は、何とも言えない気持ちになりながら口を開いた。

「千尋さん、俺は……」

　そのとき背後から、被せるように声が響く。

「──待ってください。あなたは昔、自分の保身のために上原さんを陥れたんですよね？　それなのに今さら迫ってくるなんて、一体どういう神経をしてるんですか」

　驚いて振り向くと、そこには彩佳が立っていた。

　仕事着であるダークスーツ姿の彼女は、上原の横まで来て千尋をまっすぐに見据える。するとその視線が癇に障ったのか、千尋が少し高慢な顔つきになって言った。

「何なのあなた、いきなり現れて話に割り込むなんて。引っ込んでてもらえる？」

「そういうわけにはいきません。だってわたしは、上原さんの今の彼女ですから」

　はっきりと言いきる彩佳に、上原は驚きをおぼえる。

　それを尻目に、彼女は淡々と言葉を続けた。

「左手に指輪をしてるってことは、あなたはまだご結婚されてますよね。十三年前、上原さんのご両親とあなた方夫妻は、接触禁止を明記した書面にサインして手打ちにしたと聞いてます。だとしたら、こうして上原さんに会いに来てるのはまずいんじゃないですか？」

「……っ」

　普段から接客で磨かれている彩佳の口調は、スラスラとよどみない。

　その横顔に臆したところはまったくなく、冷静な指摘を受けた千尋がわずかに狼狽してたじろいだ。それを見つめた彩佳が、「あ、もしかして」と言い、ニッコリ笑った。

「最近あまりもてなくなったから、上原さんに執着してるんですか？　だって過去にさんざんひどい裏切り方をしておいて、またその相手とつきあえると思うなんて、頭がおかしいですよ。それだけ自分に自信があるのもすごいですけど、昔から浮気を繰り返した挙げ句、結婚後も我慢できずによその男にすり寄る女性って、傍から見るとかなり痛いですけどね。どれだけ男が好きなんだっていう」

　辛辣な言葉で煽られた千尋がカッと頬を紅潮させ、怒りがにじんだ声で言う。

「何よ、生意気に……あなたなんか、若いくらいしか取り柄がないくせに」

「確かにあなたよりだいぶ若いと思いますけど、貞操観念はしっかりしていますよ。わたしは好きな人を裏切ったりしないし、二股なんて絶対にしませんから」

　きっぱりと断言する様子を見た上原は、強く気持ちをつかまれる。

　これまで千尋にされたことが尾を引いていたが、心を覆い尽くしていた靄がふいに払拭された気がした。彩佳ならきっとその言葉どおりに人を裏切ったりしないのだと、強く信じられる。

　頭に血を上らせた千尋が一歩前に踏み出して、それを見た上原は彩佳をさりげなく背に庇った。そして彼女を見つめ、口を開く。

「千尋さんは『仲直りしよう』って言うけど、俺にそのつもりはまったくないよ。最初から二股だった上にこっそり別の相手と結婚して、不倫がばれた途端、『レイプされて、写真を撮って脅されていた』なんて嘘をつくような女が今頃すり寄ってきても、迷惑なだけだ。信用なんてできないし、また陥れられるかもしれないんだから、用心だってしてる」

「何よ……用心って」

「千尋さんのご主人は今、竹下建設工業の副社長をしてるらしいね。試しに社内で名前を出してみたら、うちの部長が知人であることがわかったんだ。だから恥を忍んで、千尋さんと過去にあったトラブル、最近付き纏われて迷惑してることを相談した。つまり上司からご主人に、事の次第を直接伝えてもらえるパイプができたことになる。千尋さんからＳＮＳの友達申請をしてきたという証拠もスクショで撮ってあるし、無関係の第三者から話を聞いたご主人は、一体それをどう思うだろうな」

　すると千尋が顔を引き攣らせ、負け惜しみのように言う。

「ま、正樹さんは信じないわ。だってあの人は、十三年前だって……」

「そうかな。十三年前の顛末があるからこそ、今回は俺の言うことのほうが正しいって思うんじゃない？　だってこれだけ証拠を揃えれば千尋さんのほうから言い寄ってきたのは一目瞭然で、昔みたいに俺に罪を被せることはできない。あんまり好き勝手やってると、ご主人に離婚されるかもしれないけどいいの？　千尋さん、自分で言ってただろ。『夫との関係は冷え切ってる』って」

　図星を突かれた彼女が、悔しそうな顔でこちらを睨みつける。

　千尋はしばらく葛藤しているようだったが、結局顔を歪め、足音荒くその場から立ち去っていった。それを見送った上原は内心安堵しつつ、彩佳に視線を向ける。

「変なことに巻き込んでごめん。でも彼女が過去に俺と因縁のある相手だって、よくわかったね」

「二人が話している内容が、少し聞こえたので。『もしかしたら、大河内さんが言っていた〝過去にいろいろあった相手〟って、この人のことなのかな』って思ったんです。割り込んでしまってすみません」

「いや、助かった。彩佳ちゃんの言葉に、向こうはまったく反論できてなかったし」

　ぬるい夜風が吹き抜け、互いの間に沈黙が満ちる。

　目を伏せて何か考えていた様子の彩佳が、やがて意を決したように上原を見上げて言った。

「わたし、上原さんと本音で話したくてここに来たんです。少しお時間をいただいてもいいですか？」

　強い意志を秘めた眼差しを眩しく感じながら、上原は頷く。そしてエントランスに向かって歩き出しながら言った。

「俺も君と、ちゃんと話したいと思ってたんだ。──どうぞ」








第十一章









　オートロックの自動ドアをくぐり、エレベーターで上階に向かう。

　上昇する小さな箱の中は、何となく気詰まりな雰囲気だった。やがて二十階に到着し、廊下を進んだ上原は、自宅の鍵を開ける。

「入って」

「……お邪魔します」

　数日前に引っ越してきたばかりの部屋はまだ慣れておらず、少しよそよそしく感じる。

　彩佳にソファを勧めた上原はキッチンに入り、二つのグラスに冷たいお茶を注いだ。それをテーブルに持っていき、一人分のスペースを開けて彼女の隣に座る。

　静まり返った部屋の中、しばらく互いに無言だった。カーテンの向こうのバルコニー越しに遠くのビル灯りが見え、チカチカと明るく瞬いている。やがて彩佳が、口を開いた。

「昨日上原さんと別れてから……いろいろ考えました。改めて説明させてほしいんですけど、大河内さんと会っていたのは最初から二人きりという予定ではなく、早月さんがクレーム処理で残業になったからです。上原さんのことを相談したいと言ったわたしに、早月さんが『自分が行くまでのあいだ、二人で話してたら？』って提案してくれて。だから疚しい気持ちは、一切ありません」

「……うん」

「わたしが以前、お見合い相手である大河内さんを好きだったのは確かですが、とっくに吹っ切れています。早月さんもそれを知っているからこそ、わたしを信頼して二人で話すことを許してくれたんです。でも、何も知らない上原さんがあの光景を見たら、誤解するのも無理はなかったと思います。だからその点は謝らせてください。……すみませんでした」

　彼女の説明は理路整然としており、筋が通っている。上原は目を伏せて言った。

「俺のほうこそ、謝らなきゃいけない。仕事帰りにたまたま二人でいるところを見かけて、『俺に何も言わずにコソコソ会うなんて』って、頭に血が上ったんだ。俺の言葉は彩佳ちゃんを傷つけるもので、信用してないと取られても仕方のない言い方だった。許してほしい」

　室内には、壁掛け時計が刻む規則的な音が響いている。彩佳が改めて口を開いた。

「わたしが大河内さんに相談していたのは……上原さんのことです。正式につきあうようになってから半月くらいが経ちますけど、わたしは時間が経つにつれて上原さんを『好きだな』と感じる瞬間が多くなっていました。でも──その反面、悩みもありました。目隠ししたり縛ったり、あまりノーマルではないやり方で翻弄されることに、戸惑いがあったんです」

「……うん」

　やはり彼女は、自分の性的な面が引っかかっていたのだ。そう考える上原に対し、彩佳は説明した。

　──上原の爽やかな容姿や社交的な性格、幅広い知識や何事もそつなくこなすところに、心惹かれたこと。しかしそんな彼がベッドでは執拗な面を見せ、こちらの気持ちを置き去りにしたまま一方的な振る舞いをすることが、次第に苦しくなっていったのだという。

　彼女がポツリと言った。

「わたしが最初に、嫌なことは嫌だとはっきり意思表示すればよかったんだと思います。でも、あまりにびっくりしたのと、上原さんに対する遠慮があって……言い出せなかったんです。そうするうちに、上原さんが過去に他の女性とどんなつきあいをしてきたのかが気になりました。それで大河内さんに相談したところ、彼は『賢人本人が言わないことを、俺が話すのは気が引けるけど』って前置きして、十三年前のトラブルについて話してくれたんです」

　事の次第を聞いた上原は、息をつく。そしてグラスのお茶を一口飲み、口を開いた。

「俺が君の気持ちを顧みず、独り善がりなやり方をしたのは事実だ。それについては、謝るしかない。……本当にごめん」

「…………」

「俺は自分の性癖が、普通だとは思ってない。その原因となったのは、彩佳ちゃんが思ってるとおり、十三年前のでき事だ」

　上原は自分の口で、かつての経緯をかいつまんで話す。

　高校二年生の終わりに街で逆ナンパされたのをきっかけに、新田千尋という年上の女性とつきあい始めたこと。交際は順調だったが、七ヵ月ほど経ったある日、千尋とその夫と名乗る人物が自宅までやって来て事実無根の疑いをかけられたこと──。

「両親は俺を信じて味方してくれたし、結局は訴えられたりすることなく事態は収まった。でも……それから俺は、女性を信じられなくなった。傷ついたのを見せたくなくて表向きは平気な顔をしてたし、女の子とも普通につきあったりしたけど、彼女に騙されて陥れられた傷はずっと心に残ってた。……そういう歪みが、行動に表れてたんだろうな。いつしかつきあう相手を支配したくなって、彩佳ちゃんにしたようなセックスしかできなくなってた」

　千尋の行動を目の当たりにした上原の心には、「女性は裏表があり、表面上の顔が本心とは限らない」「自分を守るためなら、どんな滅茶苦茶な言い訳もできるのだ」という考えが植え付けられてしまった。

　いくら口先で「好き」と言われても、それを素直に受け入れられない。さんざん感じさせて自分を求めるようにしなければ、心が満たされない──そんな歪んだ恋愛観が構築された結果、縛ったり道具を使ったりという行動に繋がっていた。

　上原は苦く笑って言った。

「そういうやり方をしているうち、相手は俺に愛想を尽かして短期間で『別れたい』って言ってくるのがほとんどだった。『見た目が爽やかな分、性質が悪い』『そういうプレイがしたいだけで、どうせ私のことはたいして好きじゃないんでしょ』って、よく言われたな。きっと俺が本気で人を好きになれないことが、つきあっているうちにわかっていったんだと思う」

　相手を信じたい気持ちがあるのに、信じきれない。でも逃げたくなる心情は理解できたため、上原は別れを切り出されてもあえて追い縋る真似はしなかった。

　するとそれを聞いた彩佳が、ポツリと問いかけてくる。

「わたしのことも──そんなふうに思ってたんですか？　『どうせ長続きしないけど、しばらく遊ぶ分にはいいや』って」

「違うよ。彩佳ちゃんの場合は、早い段階で俺の二面性に気づいてたのが意外だった。最初は女子力が高くてあまり深く物事を考えてないイメージだったのが、『あれ？　この子って、結構人のことよく見てるんだな』って思って、興味が湧いた」

　早月が職場トラブルに巻き込まれた際、彩佳は図らずも騒動のきっかけになってしまったというが、大河内を取られた悔しさから見て見ぬふりをしたことを素直に反省していた。

　その後、早月に触発された彼女は仕事に真剣に打ち込むようになり、ときどきその話を聞いていた上原は微笑ましく思っていた。彩佳がクレームで落ち込んでいたとき、「慰めてあげようか」と言ったのは、純粋に優しくしたいと思ったからだ。

　一度触れるといとおしさが募り、アプローチしてもなかなか靡かないのも相まって、余計に手に入れたい思いが募った。それから約半月、上原は彼女を恋人にするべく自己アピールに励んだ。

「彩佳ちゃんと接していると、ちゃんとした家で愛されて育った健やかさとか、自分の意思をしっかり持ってるところとか、ふんわりした見た目に反した一本通った芯みたいなのを感じて、どんどん惹かれていった。だから君に告白を受け入れてもらったときは、すごくうれしかったけど……そこで悪い癖が出た」

　やっと自分の手の内に落ちてきた途端、上原は彩佳の気持ちを確かめたくてたまらなくなった。

　その結果が、目隠しと拘束だ。身体に傷をつけるようなやり方はしていないとはいえ、そのときの彩佳の混乱は充分想像できる。上原は目を伏せて言葉を続けた。

「ごめん、こんな男で。俺にとっての〝つきあう〟は、相手を支配したいってことだ。でもそれが歪だって、よくわかってる」

「…………」

「きっと俺みたいな奴は、女の子とつきあっちゃいけないんだと思う。好きになればなるほど支配したくなるなんて……やっぱ普通じゃないもんな」

　彩佳は押し黙ったまま、答えない。それを見た上原は、「もう潮時だ」と考えた。

（この子はもっとちゃんとした男に大事にされて、幸せになるべきだ。こんなに可愛くてしっかりしてるんだから、その気になればいくらでも出会いがあるだろうし）

　彼女を好きで大切に思うからこそ、身を引かなくてはならない。

　歪んだ欲求につき合わせるのは忍びなく、何より彩佳自身、もうこちらに愛想が尽きているはずだ。そう考えた上原は、精一杯穏やかに告げる。

「さっき千尋さんに『わたしは上原さんの彼女です』って言ってくれたときは、うれしかった。でも俺はもう、君に何も我慢させたくない。──だから俺との関係は、今日で終わりにしよう」
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　互いの間に、沈黙が満ちる。静まり返った部屋の中、膝の上でぐっと拳を握りながら、彩佳は考えた。

（今日で終わりにするって……この人は本当にそれでいいの？）

　昨夜からずっと考え続け、改めて「自分は上原が好きなのだ」と再確認した彩佳は、彼と本音で話したいと考えてメッセージを送った。

　すると彼は話し合う場所として自宅を指定してきて、彩佳は仕事を終えた足でこのマンションまでやって来た。だがエントランス前で何やら話している男女の姿を見つけ、驚いて足を止めた。

（上原さんと……あの女の人は誰？）

　上原と話しているのは、三十代前半とおぼしき女性だった。

　スラリとした体型ときれいな巻き髪、優雅なワンピース姿の彼女は、いかにも上流階級の雰囲気を漂わせていて美しい。それに対する上原はなぜかあまり友好的ではない表情で、二人の会話の断片を小耳に挟んだ彩佳は、ふと女性が彼に因縁のある人物ではないかと思い至った。

（もしかしてあの人、上原さんが高校生のときにつきあっていた彼女？）

　話を聞いていると、彼女は過去のでき事について上原に謝っており、「昔は上手くいかなかったけど、今の私たちはきっといい関係になれる」「お互い大人になって遊び方も心得ているんだから」と熱心に訴えていた。

　それを聞いた瞬間、猛烈な怒りがこみ上げて、彩佳は彼らの会話に割り込んでいた。わざと辛辣な言葉で煽ったのは少々大人げなかったが、言いたいことは言ったのでまったく後悔していない。

　千尋が去ったあと、自宅に招き入れてくれた上原は、彩佳の気持ちを無視して一方的な行為に及んだことを真摯に謝罪してくれた。そして歪みを持つきっかけとなったのが十三年前のでき事だと認め、「傷ついたのを見せたくなくて、表向きは平気な顔をしていた」と当時の心情を語ったが、それを聞いた彩佳は胸が痛くなった。

（つきあってた彼女に裏切られた挙げ句、家まで押しかけてきた相手のご主人に「訴える」って言われるなんて、かなり壮絶な経験だよね。……上原さんが歪んだ恋愛観を持ってしまったのは、当たり前かもしれない）

　女性を信じられず、相手から自分を求めるように仕向けるため、過激な行為に及ぶ──そんな性癖を持て余し、何度も別れを受け入れてきたという彼は今、勝手に自分の中で折り合いをつけて彩佳からも手を離そうとしている。

　それが上原の〝諦め〟だと気づいた彩佳は、ぐっと唇を引き結んだ。これまで彼のやり方に戸惑い、自分の気持ちを置き去りにしたまま好きにされることにモヤモヤしていた。だがこうして本音で話してみると、上原の抱える押し殺した想いが伝わってきて、苦しくなる。

　彩佳は心の中でじっと考えた。

（ここでわたしが頷いたら、上原さんとの関係は今日限りで終わる。それからちゃんと身を入れて婚活に励めば、条件がいい素敵な人と出会えるかもしれない）

　彼を忘れて別の人とつきあい、結婚する──そう想像してみたものの、どうにもしっくりこない。

　その理由は、上原が好きだからだ。世の男性より格段に面倒な事情を抱えた彼を、今も嫌いになれずにいる。

　彩佳は大きく息を吐き、心を決める。そして顔を上げ、隣に座る上原を見て問いかけた。

「上原さん、『終わりにしよう』って言いましたけど、それは本心ですか？」

「えっ？」

「わたしに対する気持ちは、その程度のものなんですか？　あっさり諦められるほどの」

　すると彼は何ともいえない表情になり、押し殺した声で答える。

「あっさりなんかじゃない。でも……たとえ好きな気持ちが強くあっても、俺は君から離れるべきだと思ってる。俺みたいな男に、つきあう資格なんてないんだから」

「でも、今まで身体に傷をつけるようなことはなかったですよね？　きっと過去の女性たちにもそうだったはずです」

　上原は執拗な快楽を与える手段として過激なプレイをしているだけで、決して肉体的に傷つけようとはしていない。「それが救いだ」と思いつつ、彩佳は腕を伸ばして彼の頬に触れる。そして両手で端整な顔を引き寄せ、目線を合わせて強く言った。

「──大丈夫ですよ」

「…………」

「わたしは絶対に、上原さんを裏切ったりしません。確かに言葉だけで信じるのは難しいですけど、少しずつ信頼を積み上げていけば、いつかトラウマも払拭できると思いませんか？　〝支配〟じゃない関係も構築できるんだって、きっと信じられると思います」

　彩佳の言葉を聞いた上原が、信じられないという表情で目を見開く。しばらく言葉を失っていた彼は、やがて戸惑った様子で言った。

「彩佳ちゃんの言葉はうれしいけど……俺が変わる保証はない。人間の性根はなかなか直るものじゃないし、このままつきあい続けたら、いつか彩佳ちゃんに嫌な思いをさせるのは目に見えてる」

「わたしがそれを甘んじて受けると思いますか？　さっきも見たとおり、わたしは思っていることをはっきり言うタイプです。これまでは上原さんに遠慮していた部分がありましたけど、今後はちゃんと意思表示をするつもりでいます」

　彩佳は「それに」と言って、小さく笑った。

「わたしはやっぱり……上原さんが好きです。最初は顔が良くて話術が巧みなところを恰好いいなと思ってて、でもときおり見え隠れする毒に気づいたあとは、『本当は裏がある人なのかな』って感じてました」

「……そのとおりだよ」

「『つきあおう』ってアプローチしてきたときはすごく軽い印象で、腹黒な人は論外だと思ってました。だけど話すうちに上原さんの話題の豊富さとか、気さくな部分が楽しくなっていって、クレームの件で慰めてくれたときはすごくうれしかった。その頃から……だんだん好きになっていったんだと思います」

　五歳年上の彼には大人の余裕があり、頼りがいがある。

　仕事に対する姿勢は真面目で、外国人にも臆することなく流暢な英語で対応するのを目の当たりにしたときは、安堵と尊敬の念を感じた。半月余りのあいだこちらの気持ちを向けるために努力してくれたことも、信頼を積み重ねる重大な要素になったと思う。

　彩佳は言葉を続けた。

「上原さんはわたしに対していつも優しかったですし、嘘をついたことは一度もありませんでした。身体を傷つける行為やモラハラも一切なく、つまりベッドでの振る舞いのみがネックだったんです。ああいう行動に及んだ理由は明確になったんですから、わたしは絶対にあなたを裏切らないということを証明し続けます。そして嫌なことは嫌と、はっきり主張します」

　それを聞いた上原が、複雑な表情になった。彩佳はそんな彼を見つめて微笑んだ。

「だからわたしは、上原さんと別れたりしません。お互いに好きな気持ちがあるなら、それで何も問題はないですよね？」

「……君は……」

　上原は一瞬言いよどみ、少し情けない顔になってつぶやく。

「君はいつか、後悔するかもしれない。俺とつきあい続けたのは間違いだったかもって」

「それは『俺は今のまま変わるつもりはないから、努力するだけ無駄だ』ってことですか？」

「違うよ。もう二度と、彩佳ちゃんの気持ちを無視した行動をする気はない。でも」

「だったらタラレバの話をしても仕方ないですよ。はっきり言って上原さんは、過去にばかり目を向けすぎです。まだ若いんですし、もっと未来に希望を持たないと」

　あっさり言い放つ彩佳を前に、上原が目を丸くする。やがて彼は苦笑し、どこか気の抜けた様子で言った。

「そっか。……そうかもしれないな」

「はい」

「貴哉にも言われたけど、俺は過去のでき事を免罪符に、駄目な自分を許容していた気がする。それで傷つく相手の気持ちより、『これが素の自分だから、しょうがないんだ』って楽なほうに逃げて、変わる努力をしなかったんだ。今は申し訳ない気持ちでいっぱいだよ」

　そう言って上原がこちらをじっと見つめてきて、正面から目が合った彩佳はドキリとする。彼が小さく問いかけてきた。

「……抱きしめていい？」

「えっ？　は、はい」

　返事をした次の瞬間、身体を引き寄せられ、強く抱きしめられる。

　細身だがしっかりした体型にどきまぎする彩佳の耳元で、上原がささやいた。

「今日は別れ話をされると思ってたから、こうしてるのが嘘みたいだ。昨日は貴哉と会ってたのを邪推して、ひどい言葉を投げつけてしまったし」

　聞けば彼はあのあと大河内に声をかけられ、厳しく叱責されたらしい。彩佳はごわつくスーツの生地を頬に感じながら答えた。

「あれはわたしが、上原さんに内緒にしてたのが悪いんですから。そんなに気にしないでください」

　彩佳は「それより」と言って顔を上げ、気になっていたことを口にした。

「さっきの元カノの人──あのまま帰してよかったんですか？　わたし、結構ひどいこと言っちゃいましたし、仕返しとかされるんじゃ」

「大丈夫。もう手は打ってあるから」

　上原いわく、千尋の件を上司に相談した際、すぐに彼女の夫に連絡を取ってもらったらしい。

　つまり今回の件は、既に夫の耳に入っているということだ。充分に根回しをしたあとにこのマンションの前で彼女に遭遇したという流れだったため、帰宅した千尋はすぐさま夫に追及されるに違いないと上原は言う。そしてたとえ離婚されても自業自得で、こちらが関知することではないと語った。

「それでも付き纏ってくるようだったら、また手立てを考えるよ。心配かけてごめん」

「いえ。わたしなんか、心配するくらいしかできませんから」

「そんなことないよ。彩佳ちゃんがいてくれるだけで、ものすごく心の支えになってる」

　話しながら目が合い、何となく互いに押し黙る。

（……キスしたいな）

　そう思って期待を込めて見つめるものの、彼は動かない。もしかして遠慮しているのかと考えた彩佳は、上原に問いかけた。

「……キス、してくれないんですか？」

「してもいいけど、でも……」

「キスだけじゃなく、それ以上のこともしてほしいです。わたしたちは恋人同士なんですし」

　彼が躊躇っているのは、また執拗な行為をしてしまうのを恐れているからだろうか。

　そう思った彩佳は伸び上がり、自分から上原の唇に口づける。そして驚く彼に、吐息の触れる距離でささやいた。

「わたしは上原さんが好きだから、触れたいし触れられたいです。上原さんは？」

　すると上原がじっとこちらを見つめ、にじむように笑う。そして彩佳の頬をいとおしそうに撫でて答えた。

「俺も触れたいよ。──君が好きだから」







「ぁ……っ」

　寝室に連れ込まれ、ベッドに押し倒される。

　覆い被さった上原が唇を塞いできて、彩佳はくぐもった声を漏らした。

「ぅっ……ふ、ん……っ……」

　押し入ってきた舌が、口腔を舐め尽くす。

　その動きは貪るように熱っぽく、彩佳の性感をじわじわと煽った。久しぶりの触れ合いだから、余計にだ。薄目を開けた途端、間近で彼の視線に合い、口づけがますます熱を帯びる。

　彩佳が上原のスーツのジャケットに手を掛けると、彼はそれを肩から落とした。そして首筋に唇を這わせてきて、彩佳はくすぐったさに首をすくめる。

「ん……っ」

　カットソー越しに胸のふくらみに触れた上原が、耳に直接声を吹き込むように問いかけてきた。

「ドキドキしてる……怖い？」

「こ、怖くないです、けど……」

　怖くはないが、初めてするときのようにドキドキしている。

　彩佳が素直にそう答えると、彼の眼差しが優しくなる。上原が微笑んで言った。

「いいよ。じゃあ、ゆっくりしようか」

　──言葉どおり、彼はそれから時間をかけて彩佳を愛した。

　緩やかに舌を舐め合うキスをしつつ、スーツのジャケットとカットソーを脱がせる。ブラ越しに胸を揉みながら谷間に口づけられ、カップをずらして先端を舐められた途端、むず痒さに似た快感に甘い声が漏れた。

　舌先で乳暈をなぞられたり、芯を持った尖りを吸われたりするうち、身体の奥がじんと熱くなっていくのを感じる。

「あ、……」

　ふいに背中のホックを外され、締めつけが一気に緩む。

　ブラを取り去った胸をつかみ、上原は丹念に先端を愛撫してきた。舐めてぬるぬるにし、舌で押し潰したあと、音を立てて吸い上げる。ときおり歯を立てる動きにビクッと身体が震え、彩佳はいたたまれず足先を動かした。

　腕を伸ばして彼の髪に触れると、整髪料で少しごわついている。上原の大きな手が胸のふくらみを包み込み、あやすように唇にキスをされて、彩佳は熱っぽい吐息を漏らした。

「はぁっ……」

　丁寧な愛撫に溶かされていきながらも、一気に奪い尽くしてほしいような、時間をかけて愛されたいような、複雑な気持ちになる。

　口づけを受け止めつつそっと彼の身体に触れ、その硬さや厚みを感じて陶然とした。無駄がなく引き締まった感触は男らしく、白いワイシャツに包まれていることで余計に色っぽく感じる。

　唇が離れたタイミングで、彩佳はささやいた。

「……わたしも触っていいですか？」

「えっ？」

　驚く上原の身体を押し倒し、彩佳はその腰に跨る。

　そして彼のネクタイを解くと、抜き取ってベッドの下に放った。ワイシャツのボタンを外して素肌に触れた彩佳は、顔を伏せて上原の胸の先端を舐める。

「……っ」

　一瞬ビクッと身体を震わせた彼が、こちらの髪に触れて言った。

「くすぐったいから、そういうのはいいよ」

「でも上原さんの乳首、尖って硬くなってます。可愛い」

　ひとしきり舌でそこを舐めた彩佳は、みぞおちから腹部へとついばむように唇を落とす。

　ベルトのバックルを外し、スラックスの前をくつろげた途端、上原のものが既に熱くなっているのがわかった。硬く充実したそれを、彩佳は下着越しに唇でなぞる。

（すごい、……おっきい）

　これまでは一方的にされるばかりで、自分から彼に触れたことはない。

　ドキドキと高鳴る胸の鼓動を感じつつ、彩佳は下着を下ろして取り出した昂ぶりを口腔に迎え入れる。丸い亀頭をぐるりと舐め、鈴口や裏筋、くびれを舌で愛撫すると、上原が押し殺した吐息を漏らした。

「は……っ」

　屹立は弾力がありながらも皮膚の下は硬く張り詰めていて、触れるとますます硬度を増した。

　愛撫に反応する様子がいとおしく、彩佳は舌で丁寧に愛撫する。舐めて吸い、舌先で鈴口をくすぐる動きに、頭に触れている上原の手にぐっと力がこもった。

　口に含みきれない部分を手でしごきつつ視線を上げると、欲情をにじませた彼の眼差しに合う。

　自分が上原にこんな顔をさせているのだと思うと、じわじわと官能が高まった。もっと感じさせたいと思う一方、早く欲しい気持ちも湧いてきて、たまらなくなる。

　すると彼が彩佳の髪を掻き混ぜ、押し殺した声で言った。

「……お尻、こっち向けて」

　言われるまま、彩佳は上原の上半身を跨ぐ形に姿勢を変える。

　彼の手がぐっと脚を開き、秘所があらわにされるのがわかって、強い羞恥をおぼえた。やがて上原が舌で花弁に触れ、彩佳は高い声を上げる。

「あっ……！」

　熱い舌が蜜口に埋まり、零れ出た愛液を舐め取る。そのまま割れ目を往復し、吸いつく動きに快感をおぼえて、彩佳は切れ切れに甘い声を漏らした。

「ぁっ……はぁっ……ん……っ」

　彩佳の腰を抱えて秘所に顔を埋め、巧みな舌使いで喘がせながら、彼が吐息交じりの声でささやいた。

「……彩佳ちゃんも、続けて」

「……っ」

　剛直を手で支えた彩佳は、必死にくびれに舌を這わせる。

　亀頭を吸い上げるとそれに連動するように上原が愛液を啜ってきて、嬌声を抑えることができなかった。浅く入り込んだ舌が内襞を舐める感触が強烈で、肌が一気に粟立つ。もっと奥まで欲しいのに届かず、もどかしさに思わず腰が揺れていた。

　それを押さえて舐め啜られ、甘い責め苦にじんわりと身体が汗ばんでいく。

「はぁっ……んん……っ」

　精一杯彼のものを舐めようとするものの、甘ったるい愉悦が絶え間なくこみ上げ、それもままならない。

　やがてどれくらいの時間が経ったのか、上原がベッド横に手を伸ばし、避妊具の箱を取り出しているのがわかった。すっかりグズグズにされてベッドに横たわっていた彩佳は、ぼんやりとその様子を見つめる。

　自身に薄い膜を装着した彼が、改めて彩佳に覆い被さり、唇を塞いできた。

「んっ……」

　舌を絡めながら、上原の手が脚の間に触れてくる。

　すっかりぬかるんだ蜜口から指を埋められ、彩佳は小さく呻いた。指の腹で襞をなぞられる感触に、内壁がきゅうっと窄まって締めつけてしまう。

　緩やかに抽送する動きで淫らな水音が立ち、中に溜まっていた愛液が溢れ出るのがわかった。中に挿れる指を増やされると圧迫感と共に快感も増して、声を我慢することができない。

「んっ……ふっ、……ぅ……っ……」

　口腔を舌でいっぱいにされながら体内を指で掻き回されて、苦しさと紙一重の快感に彩佳は涙目になる。

　身体がどんどん熱くなっていき、早く上原が欲しい気持ちがこみ上げてたまらなくなった彩佳は、彼の二の腕をつかんで必死で訴えた。

「……ぁっ……上原、さん……」

「ん？」

「もう、欲し……っ……」

　それを聞いた彼は目に押し殺した欲情を滾らせ、指を引き抜く。

　代わりに蜜口に押し当てられたものは熱く重量感があり、かなりの硬度があった。思わず身を震わせた瞬間、丸い先端が強く押しつけられ、ぐぐっと中に押し入ってくる。

「あ……っ」

　亀頭をのみ込ませ、幹の部分をじりじりと埋められていくにつれ、圧迫感が強くなる。

　熱い楔を最奥まで挿れられる頃には、すっかり身体が汗ばんでいた。中をいっぱいに満たされ、屹立の形に拡げられるのが、気持ちよくてたまらない。ほんのわずか動かれるだけでゾクゾクとした快感をおぼえて、彩佳は浅い呼吸をしながら上原の腕をつかんだ。

「ぁ、上原さん……」

「苦しくない？　動くよ」

「あっ……！」

　ずんと深く奥を穿たれ、目に火花が散る。

　律動のたびに甘い喜悦の波が全身に伝播し、彩佳は声を上げながら彼の首にしがみついた。硬い剛直で柔襞を擦られ、ビクビクと隘路が収縮する。その動きが心地いいのか、上原が吐息交じりの声でつぶやいた。

「は、……すっごい」

「んっ……あ……っ」

　そう激しくはない揺さぶられ方なのに、今にも達してしまいそうなほどの快感があって、彩佳は涙目で喘ぐ。

　奥を突かれる動きも、引かれる動きもよくて、中が際限なく潤んでいくのを止められなかった。それはようやく気持ちが通じ合ったからだと思い至り、目の前の彼にしがみついて切れ切れに告げる。

「ぁっ……上原さん、好き……」

「……っ」

「大好き……上原さんは？」

　すると上原はかすかに顔を歪め、彩佳の身体を痛いほどきつく抱きしめてくる。その重さと力の強さに思わず息を詰まらせる耳元で、彼が熱っぽく答えた。

「……俺も好きだよ」

「あっ……！」

　身体を密着させ、激しく腰を打ちつけられて、彩佳は彼の動きに翻弄される。

　いつもとは違う余裕のない上原の眼差しが官能に火を点け、彩佳はたまらず声を上げて達した。それでもなお激しく奥を穿たれ、息も絶え絶えに訴える。

「……上原さん、も……っ」

「……っ、俺ももう達く」

「あっ、あっ」

　上体を起こした彼が彩佳の膝裏をつかみ、何度も深く突き上げてくる。

　達したばかりの内部を穿たれた彩佳は、切羽詰まった声を上げた。嵐のような快感に追い詰められ、手元のシーツを強くつかんで果てを目指す動きに耐える。

　やがて上原がぐっと息を詰め、薄い膜越しに射精した。

「あ……っ」

「……っ」

　ビクビクとわななく内壁が剛直を締めつけ、彼が熱い息を吐く。

　彩佳は早鐘のごとく鳴る胸の鼓動を持て余しつつ、上原を見つめた。ごくノーマルな行為で終わり、彩佳自身は満足だったが、彼のほうはどうだったのだろうか。

　そんな不安を悟ったのか、こちらを見た上原がふと笑う。そして彩佳の頬に触れて言った。

「すごくよかった。彩佳ちゃんが俺を本当に好きでいてくれてるのがわかったからか、物足りないなんて全然思わなかったよ。こんなにも違うなんてな」

　それを聞いた彩佳は、心から安堵する。彼が「でも」と言葉を続けた。

「これから先がどうなのかは、今の段階ではわからない。十年以上も自分の心を縛っていたトラウマが、一朝一夕では解消されるとは思えないから。だからもし油断した俺がまた悪い癖を出したら、遠慮なく張り飛ばしてもらっていいかな。もちろん俺自身の問題だし、彩佳ちゃんに全部任せようとは思ってないけど」

　上原の言葉からは彼が抱えるコンプレックスが垣間見え、彩佳は口をつぐむ。

　だが弱みを見せるのは自分を信頼してくれている証だと感じて、じんわりとうれしくなった。〝社交的で有能な商社マン〟という表向きの姿からは想像できないが、繊細な一面を持つ上原をいとおしく思う。

　彩佳は腕を伸ばし、彼の首を引き寄せてささやいた。

「わたしは上原さんが好きですから、たまに弱い面を見せられても簡単に嫌いになったりしません。必要なら、毎日だって気持ちを伝えますよ。逃げたり目をそらしたりしないので、安心してください」

　すると上原が眦を緩め、小さく笑って言った。

「彩佳ちゃんは見た目はいかにも女の子らしいのに、性格はだいぶ男前だよな」

「そうですか？　苦労らしい苦労をせずにここまできてますから、単に怖いもの知らずなだけかもしれません」

　彼はじっと彩佳を見つめたあとで額を合わせ、想いを込めた口調で言う。

「──君を大切にする。もう二度と不安にさせないと誓うから、俺の傍にいてくれる？」

　上原が本心からそう言ってくれているのが伝わってきて、彩佳の胸がじんと震えた。

　こうして誠実に向き合ってくれる彼となら、この先もきっと上手くやっていける。何より自分自身が「一緒にいたい」と、強く思う。

　彩佳は笑って答えた。

「わたしのほうこそ、至らないところはたくさんあるので、どうぞよろしくお願いします」

「とりあえずもう一回したいな。駄目？」

「えっ？」

「さっきのが、すごくよかったから。もし帰りたいなら送っていくけど」

　色めいた眼差しでそうねだられ、彩佳はドキリとする。

　本当は先ほどの行為で疲れていて、夕食を食べていないためにお腹も空いている。だが想いが通じ合ったばかりの恋人にこんな色っぽい眼差しで誘いをかけられたら、断れるはずがない。

（上原さんは年上だし、「可愛い」なんて言ったら気を悪くするかな。……でも、やっぱり可愛い）

　最初の印象とはだいぶ違うことばかりだが、今は上原の新しい一面を知るのがとても楽しい。

　そう考えながら上原の首を引き寄せ、彩佳は微笑んで自分からキスをした。








第十二章









　七月半ばになった最近は気温が高い日が続き、すっかり盛夏の様相を呈している。

　北国であるにもかかわらず、日によっては本州より暑いことがあり、建物内との温度差に辟易する日々だ。金曜日の午後五時半から担当カップルの打ち合わせに臨んだ彩佳は、前回からの変更事項の確認や見積もりの再提示をしたあと、ドレスサロンに移動した。

「先ほどご説明いたしましたとおり、今日はドレスの試着になります。専属のドレスコーディネーターがおりますので、気になったことは何でもご質問ください」

　彩佳は口頭で説明したあと、タブレットに同じ内容を入力して新婦に見せる。

　すると聴覚が不自由な彼女は笑顔で頷き、新郎と手話で話しながらキラキラした眼差しでサロン内を歩き始めた。

（松まつヶが崎さきさま、楽しそう。やっぱり女の人は、きれいなドレスを見たら気分が上がるよね）

　ブライダルフェアをきっかけに彩佳をプランナーとして指名してくれた二人とは、毎回和やかに打ち合わせができている。

　彼らは彩佳が立案したプランニングを見て喜び、挙式の準備を楽しんでくれていた。招待客の中には聴覚障害を持つゲストが多数いるらしく、誰もが心地よく過ごしてもらうためのプランを作り上げるのは、大変だがやりがいがある。

　やがて一時間半ほどのドレス試着を終え、二人を送り出した彩佳はホッと息をつく。午後七時半にオフィスに戻ると、席にいた早月が声をかけてきた。

「彩佳ちゃん、お疲れさま。山やま田ださまと松ヶ崎さまの打ち合わせ、どうだった？」

「今日はドレスの試着でした。お二人とも、すごく楽しんでくれたみたいです」

　彩佳はファイルを開き、これまで二人と話し合って決めたプランの改善点を彼女に説明する。そして興味深そうに聞いている早月に対して言った。

「早月さん、実はわたし、手話を習おうと考えていて」

「えっ？」

「今回のプランニングでは口頭とタブレットに入力した文字で説明してるんですけど、手話ができればもっとスムーズに話し合えると思うんです。今後も耳の不自由な方が来場する可能性はありますし、そうしたときに手話ができれば、お役に立てるかなって」

　それを聞いた早月は目を瞠り、すぐに笑顔になる。

「いいんじゃない？　会社にそういう資格取得の助成制度があるかどうか、明日の会議のときに後藤支配人に聞いておいてあげる」

「お願いしてもいいですか？」

「うん。彩佳ちゃんのそういう姿勢、すごくいいと思うよ。最近本当に頑張ってるね」

　仕事に前向きになれている理由は、プライベートが充実しているからだろうか。そう考えながら、彩佳はパソコンの電源を入れて言う。

「急いで日報を書かなきゃ。早月さんはもう終わったんですか？」

「私は見積もりが、あとちょっと」

　今夜は久しぶりに、彩佳と上原、そして早月と大河内の四人で飲むことになっている。約束は午後八時で、セレストガーデンホテルにほど近い店を予約していた。

　どうにか仕事を終えて退勤した彩佳は、早月と共に待ち合わせ場所のダイニングバーに向かう。するとそこには大河内が一人でいて、先にビールを飲んでいた。

「お疲れ。賢人はさっき会社を出て、今向かってるって」

　大河内に会うのは、半月前に上原について相談したとき以来だ。彩佳は彼に対して頭を下げ、お礼を言った。

「大河内さん、先日は相談に乗っていただいてありがとうございました。早月さんづてにお礼を言ったきりで、申し訳ありません」

「いや、いいんだ。賢人が言ってたけど、何だかんだであいつを許してやってくれてありがとう」

「そんな」

　上原が抱えていた過去を大河内から聞き、本音で話し合って想いが通じ合ったのは、半月ほど前の話だ。

　あのとき「君を大切にする、もう二度と不安にさせたりしない」と誓った言葉どおり、彼が彩佳の気持ちを無視した行動に出ることはなくなった。もしかしたら上原の中では葛藤があるのかもしれないが、彼がそれを彩佳に見せることはない。変に詮索するのはよくないと思い、彩佳はあえてあの話題について触れないようにしている。

　その代わり、言葉や態度で気持ちを伝えるように心がけていた。「好き」「一緒にいて楽しい」と伝え続けることで、少しでも上原の気持ちが安らげばいい。そんな考えでいた。

　そのとき早月が店の入り口を見つめ、「あ、来たんじゃない？」とつぶやく。店員に席まで案内されてきた上原が言った。

「ごめん、遅くなって。早月ちゃん、久しぶりだね」

「お久しぶりです」

　相変わらず端整な容姿の彼は、仕立てのいいスーツがよく似合っている。上原がこちらに視線を向け、微笑んだ。

「彩佳ちゃん、お疲れ」

「お疲れさまです」

　隣に座った彼は、ドリンクメニューを開いて「何にする？」と聞いてくる。

　それぞれオーダーしたあとはフードのメニューをこちらに見せ、食べたいものは何か問いかけてきた。甲斐甲斐しいそのやり取りを見ていた早月が、意外そうにつぶやく。

「……上原さん、前とちょっと印象が変わった感じ」

「ん？　何が？」

「彩佳ちゃんに対する態度が優しいし、見つめる目が全然違ってて。あ、前ももちろん優しかったんだけど、温度が違うっていうか」

　彼女の指摘は、もっともだ。

　確かに上原の態度は、最近ガラリと変わった。こちらに向ける眼差しは以前に比べて格段に優しくなり、何くれとなく世話を焼く。他人に接しているときとは違い、彩佳に対するときは目に見えて甘い雰囲気を醸し出していて、久しぶりに会った早月が驚くのも無理はなかった。

　大河内が感心した口調で言った。

「お前が特定の相手に対して、ここまでぞっこんになるとはな。今までは誰とつきあっても軽い態度だったのに」

「そうだね。自分から惚れたらこんなにも違うものなんだって、自分でも驚いてるよ」

　ニコニコしている彼を前に、彩佳は何ともいえない居心地の悪さをおぼえる。

　早月と大河内の前で大っぴらにこんなことを言われると、どんな顔をしていいかわからない。隣に座る彼のスーツの袖を軽く引っ張った彩佳は、ヒソヒソと言った。

「上原さん、そういうことは人前で言わなくていいですから」

「何で？　俺らがのろけられるのって、貴哉と早月ちゃんの前くらいだろ。だったら思う存分、のろけ倒さないと」

　彩佳はムッとし、言い返す。

「みっともないって言ってるんです、いい大人が。そりゃあ仲がいいに越したことはないですけど、度を超すとただのバカップルみたいじゃないですか」

「考えすぎだよ」

「わたしは嫌なんです！　ほら、早月さんも大河内さんも困ってるじゃないですか」

　いきなり水を向けられた早月は目を丸くしていたものの、やがて噴き出す。彼女が笑いながら言った。

「そうしてると、つきあう前にポンポン言い争いしてた二人みたいだね。でも前より気心が知れてる感じがして、仲がいいんだなっていうのがすごくわかる」

「…………」

　彩佳はますますいたたまれなくなり、押し黙る。

　いつか彼女たちのように、静かだが互いに想い合っているのがじんわりと伝わってくる、そんなカップルになれたらいいと思っていた。今この場での自分たちは静かとは言い難く、子どもっぽく言い争ってしまったのには反省しきりだが、確かに以前より心は繋がっている気がする。

（もっと時間が経てば、落ち着いたカップルになれるのかな。まあ、今のままでも充分幸せなんだけど）

　上原が穏やかに笑っているのはうれしく、そんな彼をずっと近くで見ていたい。

　日常を積み重ねていった先でいつか未来に繋がる約束ができたらと思っているが、そう考えていることは上原にはまだ内緒だ。今はもう少し、恋人としての甘い時間を楽しみたい。

　やがて料理が運ばれてきて、早月がそれを取り分け始める。それに礼を言った彩佳は、テーブルの下に腕を伸ばし、隣に座る上原の手をそっと握った。するとそれに気づいた彼が微笑み、無言で強く握り返してくる。

（「のろけるなんて、みっともない」って言いながらこんなことをしてるなんて、わたしもだいぶ恋愛モードだな。……でも、誰にも気づかれてないからいいよね）

　握り合った手の大きさに、安堵といとおしさをおぼえる。

　それからしばらくのあいだ、彩佳は表向きは何気ない顔で会話しつつ、彼のぬくもりを感じ続けていた。
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